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不完全神性機関イリス５




154cmの花嫁機関








細音　啓







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　Phase〝Ilis〟『────』







　子供の頃ころは──




　俺が中等部に入る直前くらいまで。

　機械工学のイロハは、ヨミ先せん輩ぱいっていう近所の女の子に教わっていた。

「ジール、あっそぼ？」

　オレンジ色のくせっ毛をした化け粧しようっけの欠片かけらもない女学生だ。年とし頃ごろの女学生のくせに、三度の飯より恋れん愛あいより機械遊びが好きっていう変人だった。

「今日は図書館よ」

「珍めずらしいな？　いつもはジャンクショップで買い物とか、向こうの空き地で三輪ヴィークルを組み立てたりとかじゃん。今日は可か憐れんに文学少女ってか？」

「そうよー。剛ごう体たい力学と滑かつ車しやの応用表現論について最新の研究レポートが入ったの。これで人型機械体アンドロイドの構造強度をもっと理解できるようになるわ」

「めっちゃ理系少女じゃねえか……」

　彼女に教わっていくうちにモノ作りが楽しくなって、それがキッカケだった。

　将来は技術者。

　誰だれも造ったことのない凄すごい人型機械体を造る技術者になる。そう思って軍学校アカデミーの機械工学科を希望したんだ。

　結果は、まあ、いざ合格通知が届いたら傭よう兵へい科になってたんだけどな。

　……あの時は落ちこんだなあ。

　……本当に、合格通知から一週間近くは落ちこんでたっけ。

　真しん剣けんに合格辞退も検討したけど、傭兵科からどうにか機械工学科に編入してやるって自分に言い聞かせて入学式に出たんだっけ。

　でも、ある意味では不幸なことに、傭兵科のクラスはすげぇ気のいい奴やつらばかりだった。銃じゆう器きや通信機の整備でも機械工学の知識は役に立つ。そのおかげで、俺を頼たよってくれるクラスメイトや俺に興味を持って接してくるクラスメイトもいた。

　自動小しよう銃じゆうの整備の仕方を教えてやったシィ。

　人型機械体アンドロイドの知識対決で大いに熱くなったミカエル。

　いいんちょは何だっけかな。暗視用赤外線ゴーグルを作ってやったら、あの変態はそれ使って、先輩女子の勉強シーンを一日中盗とう撮さつしてやがった。

　バカだけど憎にくめない。

　そんなクラスメイトに囲まれて一年が過ぎて。

　傭兵科も悪くない。でも、やっぱり子供の頃から描えがいてた技術者の夢も捨てきれなくて、機械工学科に心揺ゆれていた時。

　──あの夏の日の廃はい棄き場で。

　──俺は、一体の少女型の人型機械体アンドロイドを拾ったんだ。

　さらさらと風になびく銀ぎん髪ぱつに、印象的な赤の瞳ひとみ。愛らしい面おも立だちに、人型機械体のくせにやたら色っぽい身体からだつきの少女。

　こんなに精せい巧こうで質も良いのにゴミ捨て場みたいな場所に放置されていた。

　それじゃいくら何でも勿もつ体たいないって思って、なら俺が修復してやるってボロボロのソイツを家に持ち帰った。




　俺が、イリスと出会った瞬しゆん間かんだった。




　それからは……何もかもが急展開で目まぐるしかったよな。

　ようやく修復させたイリスが軍用人型機械体だってわかって、でも本人はあくまで家メ政イ婦ドロボとして俺に懐なついてくれた。

　それはずっと──

　チビ聖女やツァリと出会って、それにあのヨミ先輩とも再会して、プロジェクト・エデンなんていう大層な計画に巻きこまれてからも。

　何一つ変わらなかった。

　……そう。

　俺とイリスにとって最後の舞ぶ台たいとなった、究極結界発動までの「最後の十二時間」の最後の最後の瞬間まで。

　俺たちは、一いつ緒しよにいた。

　…………

　……あの時、アイツは……俺に何て言ったんだっけ。

　……そして俺は……アイツに、何て答えたんだっけ。

　…………

　でも、それも遠い遠い昔の──
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『起きてください。ほら、起きて？』




　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




　……

　……なんだ？

　まどろみかけた意識の底で、誰かが俺を呼んでいる。

　氷水を頭からかけられたような、ていう表現じゃちょっと違ちがう気がする。

　喩たとえるなら、真っ暗な寝しん室しつで寝ねているなかで誰かがカーテンをさっと開いて、そこから眩まぶしい日ひ射ざしが差しこんできたような。

　それにいま、俺の肩かたを揺さぶってるのは誰だ？




『ねえ、ねえってば？　寝たフリとかいいかげんやめてくださいってば』




　それにこの声。

　初めてじゃない。いつか、どこかで聞いたことのある声だ。遠い遠い昔。だけど覚えてる。どんなに離はなれてたって絶対に忘れやしない声。

　これは──




『もぉ、せっかくいい場面なのに！』

『いいかげん起きないと、……私、拗すねちゃいますよ？　いいんですか？　明日あしたからご飯が三食全部、栄養ドリンクと栄養剤ざいになりますよ？』




「っておい、待ちやがれ！」

　弾はじかれたように身を起こす。

　目を開いた瞬間、強きよう烈れつな日射しにまぶたが灼やかれるのもおかまいなしだ。

「ふざけんなダ家メ政イ婦ド。そりゃ単にてめぇが楽したいだ────」

　……

　…………あれ？　今、俺、何て言った。

　ダ家メ政イ婦ド……それは…………




「凪なぎ」




　たった一言。

　俺の名前が呼ばれて、俺もまたその方向へとふり返った。

　導かれるままに。

　促うながされるままに。

　そして、自らの直感が信じるままに。




「凪」




　俺は、俺の名前を呼んだ相手にふり返った。

　そこには──







　Phase.1『ダ家メ政イ婦ド』







　　　　１




「はーい。おはようございます凪なぎさん、朝起きて早さつ速そくだけど、このカプセル二粒つぶ飲んでおいてくださいね」

「…………」

　優やさしげに微ほほ笑えむ看護師が、そっと俺の手に錠じよう剤ざいを渡わたしてくる。

　それを────

「イヤだ」

　全力でゴミ箱に投げ捨てるところから、俺の一日は始まった。

「ちょっとぉぉぉっ!?　な、なにするんですか。あ、あああ、あのクスリ一粒でいくらかかるか知らないんですかっ!?」

「クスリじゃなくて医い療りよう用ナノマシン群だろ。しかもまだ効果も副作用も実験中。んなのご免めんだって」

　包帯を巻いた横腹をさする俺。

　触ふれればわずかに傷口が痛む。が、それも我が慢まんできないほどじゃない。

「で、でも前に凱がい旋せん都市の病院じゃ飲んでくれたって……」

「あの時は腕うでが繫つながるか繫がらないかの大おお騒さわぎだったからだよ。それと比べりゃこんな傷、ツバでもつけときゃ治るって」

「……うぐ」

　手にした診カ療ル録テを震ふるわせて看護師がしかめ面つら。

　──ま、そりゃそうか。

　──こんな素す直なおじゃない患かん者じや、帝てい国こく司令部にいるわけねぇもんな。

　帝都ウェルエルベルン。

　押しも押されもせぬ帝国第一の都で、商業・経済そして軍事の一大拠きよ点てんだ。

　その中央部に位置するのが大統領府。外見は黒金色くろがねに輝かがやく巨きよ大だい要よう塞さいで、その内部に軍部最高権力である帝国司令部が設置されている。

「いやー、しかし俺が大統領府を見学できる日が来るとはね。しかも司令部からの招待だから帝国病院の診療代もタダだなんて」

「そう思ったなら素直に治ち療りよう受けてくださいってばぁ！」

　泣きそうな顔で俺にすがる看護師。

　そういやこの人、実は俺と三歳しか違わないんだよな。

　軍学校アカデミーの高等部を卒業して帝都へ。

　それも帝国司令部直ちよつ轄かつの帝国病院に配属されるのは、いわゆるエリート士官候補たちだ。軍学校アカデミーを主席で卒業して、数年間の実務を経験した後はすぐに階級が上がって指導職へ。

「さては、患者がクスリ飲まないと司令部の評定も下がるからか」

「！　そ、そうなんですよ！」

　ハッと顔を上げるエリート候補な先せん輩ぱい。

　おいおい、しかしそんな簡単に認めていいのかよ。建前でもいいから患者の身が心配だからとか言うべきじゃないのか？

「あ、あなたも軍学校アカデミーの生徒でしょう。なら私の後こう輩はいも同然。ね？　あ、あなたもここに呼ばれるくらいなんだから軍学校アカデミーの推すい薦せん枠わくなんでしょ。ここはお互たがい……協力しあうと思って。ね？　互いに足引っぱりあうのって良くないと思うの」

「別に。俺、昇しよう級きゆうしたいなんて希望ないんで」

「なんなのよいったい────────────っっ？」

　とうとう診療録を放ほうり投げて絶ぜつ叫きようしましたよこの人。

「あ、あのですね……い、いい加減にしないと」

「安心しろよ。なら俺が素直に飲んだことにしとけばいいだろ」

　頭を搔かきながら答える俺。

「口裏は合わせてやるって。それなら司令部にも安心して報告できる」

「！　ほ、本当……？」

「ああ。だから俺にもそんな怪あやしいクスリ強要するんじゃねえよ」

「わ、わかったわ！」

　さっそく診療録に何かを書きこむや、俺が声をかける間もなく走って部屋を駆かけだしていくエリート看護師。

「あんなのに指導される医療部隊ってのも考えものだよな……」

　思わず溜ため息いきをつく俺。

　椅い子すから立ち上がって、眠ねむ気けの残る頭を振ふって目を覚ます。

　ふと窓の方に目をやれば、さっき看護師がカーテンを全開にしていったおかげで朝あさ陽ひが嫌いやというほど眩まぶしく部屋に差しこんできていた。

　……実感わかねぇけど。

　……俺、帝国司令部の本ほん拠きよ地ちにいるんだよな。

　一ひと握にぎりのエリート軍人たちとエリート軍人候補たち、さらには帝国中から集められた優ゆう秀しゆうな研究者たち。天才どもの巣そう窟くつだ。

「つぅか、やっぱ居い心地ごこちよくないって。空気が重いっての。よくヨミ先輩こんな場所で研究続けられたよな」

　イリスはここで作られた。

　もちろん剣けん帝ていや紫し苑おんをはじめとする機き神しんたちもだ。今だって帝都内の研究所では人型機械体アンドロイドの研究が進められ、大規模工こう廠しようで量産されているに違いない。

　──だけど皮肉だよな。

　──この帝都で、機神たちが一いつ斉せいに反乱を起こしたわけか。




〝眠らざる者ゴーストもこの施し設せつも、病びよう原げん菌きんの生み出した症しよう状じようの一つ〟

〝とどのつまり、帝国司令部というウイルスが残っているかぎり、たとえ眠らざる者ゴーストでなくても似たような研究はいくらでも生まれてくる〟




「…………」

　じわりと疼うずく脇わき腹ばらの傷。

　剣帝と戦った時の傷だけど、この程度で済んでよかったと思うべきなんだろう。

　帝都での機神六体の反逆。

　結果としては剣帝と紫苑を除いた四体を捕ほ縛ばく。もちろんイリスやツァリ、チビ聖女の活かつ躍やくによるところが大きいけれど、戦績としては十分すぎる。

「だけどまあ、素直に喜べねえよな」

　機神が裏切った背景にあったのは、人型機械体アンドロイドを犠ぎ牲せいにした眠らざる者ゴーストの実験だ。

　その追つい及きゆうと機神たちの処しよ罰ばつ緩かん和わが俺たちの要望であって、今まさにヨミ先輩が帝国司令部に交こう渉しようしてくれているはず。

「……で、俺はその間ずっと待ちぼうけっと。退たい屈くつっちゃ退屈だよな」

　一昨日おとといから三日間もこんな具合だ。初日は剣帝戦のケガの治療。昨日は大統領府の見学で一日潰つぶれたけど、今日こそ本当に暇ひまで仕方ない。

「銃剣ガンウエポンの改造はやったばっかだしな。あとすることといえば……」

「凪、凪はいますか！」

　──バキッ。

　機械鍵かぎがいともたやすく破は壊かいされる音とともに、部屋の扉とびらが横よこ滑すべりに開いていった。

「敵てき襲しゆう!?……ってお前かよ」

「はい。愛いとしい凪に仕える完全家政婦機関パーフエクトメイドアームズイリス、ここに参上です！」

　笑え顔がおなエプロン姿の少女。

　流れるように輝く銀ぎん髪ぱつに、情熱的な赤の双そう眸ぼうが印象的な女の子だ。二の腕も足もほっそりと華きや奢しやなのに、エプロンを押しあげる豊満な胸むな元もととか、きゅっと突つきでるような艶なまめかしい腰こしつきが目のやり場に困ってしまいそうになる。

　明るくて人なつこい表情もそうだけど、本当に容姿とか初見の印象ならプロのモデルや有名人なんかより可愛かわいらしいだろう。

　……そう、可愛いんだけど。

　……お前、完全家政婦パーフエクトメイドとか言いながら部屋の鍵壊こわすなよな。

「で、どうし────うぉっ!?」

　俺が口を開くより先、目の前のイリスが魚ぎよ雷らいさながらの勢いで飛びかかってきた。

　慌あわててのけぞる俺。

　勢いあまって後ろに飛んでいくイリス。そのまま壁かべ際ぎわまで飛んでいったイリスが木製の机に衝しよう突とつして、哀あわれな机が木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけちる。

「あ、あぶねぇ……」

「ひどい。せっかく胸元目がけて飛びこんだのに、受けとめてくれないんですか！」

「受けとめてたら死んでたぞっ!?」

「……もう、凪のいじわる」

　俺にとっては理り不ふ尽じん極きわまりない不満を呟つぶやきながら立ち上がる機神。

「凪、私はもう限界です！」

「ん？　なにがだ？」

「凪が治療中だから一人にしておくよう言われてましたが、もう限界！　イリスはあまりに退屈かつ寂さびしくて死んじゃいそうです。構ってください！」

「ウサギかよてめーは」

　退屈で死ぬプログラムが設定されてる人型機械体アンドロイドなんざ聞いたことないし、ヨミ先輩がイリスにそんなプログラムを組みこんだ話も聞いてない。

　……とはいえ、こいつのことだしな。

　……死ぬかわりに機能停止して俺を驚おどろかそう、くらいの悪わる知ぢ恵えはありそうだけど。

「ま、いいぜ。退屈なのは俺も一いつ緒しよだったし」

「っ！」

　ぱっと表情を明るくするイリス。

　相変わらず感情表現が豊かっつぅか、ここらへんの瞬しゆん間かん的な感覚は本当に人間と何一つ変わらないのがすげぇよな。

「じゃあ少し大統領府んなか散歩でもするか？　いつまでも部屋にいたら動かないし暇だしで眠くなるばっかりだ」

「建物の見学なら、私はヨミに案内してもらって一昨日に」

「あ、いや違ちがうんだ。今日は講義の様子とか訓練の様子見てみたいなと思ってさ。帝都に配属されるような奴やつらが受ける講義ってのも気になるじゃん」

　帝国司令部の幹部自らが教きよう鞭べんを手にとって、司令部に集められたエリート候補たちを相手に徹てつ底ていした上級教育をつめこむという。

　その難易度、教育水準ともに、軍学校アカデミーでは伝説の授業として有名だ。

「どんな講義するんだろうな」

「なるほど。それでしたらお伴ともします」

　エプロン姿のまま俺の後ろをついてくるイリス。

　軍服だらけのなか一人だけ家メ政イ婦ド姿じゃ目立つってんで軍服を貸してもらえるって話もあったんだけど、ほかならぬイリスがそれを嫌がったんだよな。なんでも今の私は軍用じゃありません、てことらしくて。

「ところで凪、講義の場所は？」

「俺もよく知らねぇんだよ。探検のつもりで歩き回ってみようぜ」

　大統領府。

　地上70メートル、建築面積実に10万平方メートルに達する巨きよ大だい要よう塞さいだ。

　その周囲は高さ７メートルもある巨大なコンクリート壁へきに囲まれてるうえ、専属警備員が常時周囲を徘はい徊かいしている。

　しかも、この要塞は二階から上に窓がない。

　これは窓から内部の様子が覗のぞかれないようにということと、外部からの侵しん入にゆうを防ぐっていう目的のためだそうだ。

「凪、どうせ歩くなら最上階に行ってみたいです」

「そんなこと堂々と口に出せるお前はすごいと思うぞ。最上階って大統領閣下の執しつ務む室があるところだろ」

　司令部の上層部しか立ち入れない制限エリアだ。

　ほかにも各フロアに最低二箇か所しよは制限が設けられていて、そこは内部に何があるのか部外秘になってる。おおかた最新の軍事機密がごっそりなんだろうけど、それだって想像の範はん疇ちゆうでしかない。

「この一階は病院とか資料室が多いようですね」

　どこまでもまっすぐ延びる廊ろう下かを見わたすイリス。

　俺とイリスが立っているのがゲストルームの目の前だ。そこからまっすぐ歩けば俺が治ち療りようを受けた病院で、真後ろに歩いていけば軍事資料の閲えつ覧らん室になる。

「んじゃ二階いくか」

「はい。階段でも大だい丈じよう夫ぶでしょうか。ケガの具合は？」

「おうよ。そうじゃなきゃ外歩こうなんて言わねぇって」

　やたら古めかしい木造の階段を歩く俺たち。

　歩くたびにギィギィ言うんだけど、これまさか旧大統領府の頃ころからの年代物じゃねえよな。だとしたら百年以上も前の階段だぞ。

「気をつけろよ。お前けっこう重量あるんだから」

「そ、そそ、そんなことはありません！　私これでも体重は八二キログラムで抑おさえてるんで────ぷひゃあぁぁあっっ!?」

　……あ、やっぱり腐くさってた。

　メキメキと音を立てて階段の木板が崩ほう壊かい。イリスが悲鳴をあげながら腰のあたりまで階段の中に沈しずみこんでしまう。

「大丈夫か？」

「うぅ……装そう甲こうを減らしてでもダイエットの必要があるかもしれません」

　よそよそと這はい上がってくる人型機械体アンドロイド。

　体中についた木くずを払はらってやって、今度こそ二階へ。ちなみにイリスはと思ったら、階段の端はしっこで手すりに摑つかまりながら恐おそる恐る上ることにしたらしい。

「おーい、まだか」

「ま、待ってください凪！　ほ、ほら……またここ、木が腐りかけてます！」

「待っててやるから上ってこいよ。で、ここは」

　金属製の壁かべに埋うめこまれた電子マップ。

　高画質の液えき晶しようモニタに、指先で触ふれることで自在にズームできるうえ、奥に設置されたプリンターで案内図を印刷もできるらしい。真後ろの古い階段と比べてこっちはまさにデジタルというか最新型だ。

「地図の自動印刷付きってのは親切だよな。それだけ広くて迷路な構造ってことなんだろうけどさ。ええと、ここが二階のちょうど真ん中あたりで。講堂は……へえ、二階から三階までに五室ずつあるのか」

　さすが要塞。

　あちこちに分ぶん岐きやら階段、行き止まりがあって迷路のように入り組んでいる。

「講義の内容ごとに部屋が決まっているようですね」

　ようやく階段を上りきったイリスが俺の真横に。

「見たところ、『銃じゆう器き総合指導』は宝ほう条じよう軍学校アカデミーにも似たカリキュラムが存在するはずです。珍めずらしいのは『上級防衛学』、『戦場心理学』などでしょうか。あと薬学や医学、栄養学などもあるようです。全部試ためしに出席してみますか？」

「そんな勉強熱心じゃねえよ。単に雰ふん囲い気きを見てみたいだけだっての」

　きっぱりと首を横にふる俺。

「そうだな、今の時間で開いてる講堂で一番近いとこ行ってみようぜ。ええと、二階だと第四講堂と第五講堂で講義中か？」

「こちらです。この通路を二つ目の十字路まで歩いて……」

　すたすたと先へ歩きだすイリス。もちろん俺のように地図を印刷したわけでもないのに、その歩調は妙みように自信ありげだ。

「講堂は初日にヨミが案内してくれました」

「あー、なるほどね。……つぅかそれ、俺だけ一人で病院で治療受けてた時だろ。みんな俺を置いて先に見学会しやがって」

「イリスはただ待っているだけだと退たい屈くつで死んじゃうのです」

「お前が言い出しっぺかよ！」

　……くそ、まあいい。どうせそんなところだと思ったよ。

「でもお前、ここで造られたんじゃないのか？」

「ヨミの話では、私は設計段階からヨミの書しよ斎さいでデザインされたそうです。彼女の書斎はここには無くて、大統領府から歩いて五分ほどの下宿先にあるとか」

「へえ？」

　それを聞いて。

　俺が真っ先に思い浮うかべたのは、着物を着た黒くろ髪かみの機神だった。




〝ここには私の開発者おやの日々が宿ってる〟

〝その軌き跡せきを壊こわすような真ま似ね……私にはできない〟




　剣けん帝ていの呼びかけに応じた機神たちは大統領府を襲しゆう撃げきした。イリスが食い止めなければ甚じん大だいな被ひ害がいが出ていたかもしれない。

　が、その途と中ちゆうの民家はほぼ素す通どおりだったという。

　つまりはヨミ先せん輩ぱいの下宿先もだ。それは単なる偶ぐう然ぜんなのか。それとも──

「考えたってわからねぇか」

「……凪？」

「なんでもねぇよ。ところでここか？」

　先導するイリスが足を止めたのは、さっきの階段と同じく時代を感じさせる木造の扉とびらの前だった。

「さきほどの情報では、現在ここで『上級防衛学』の講義が開かれているはずです」

「……へえ。すげぇな。あんなに広い席が一いつ杯ぱいになってるよ」

　真ん中の教きよう壇だんを中心に、扇おおぎ形がたに広がるように座席が広がっている。

　しかも後ろの座席ほど高い位置になるよう傾けい斜しやがあるもんだから、一番後ろに座ってたって講師の顔がよく見えるよう工く夫ふうされているのがわかる。

「すごいです。誰だれも授業中に寝ねてないなんて」

「授業中にメモリー不足うんぬん言って寝始めるのはお前くらいだろ。……ま、やっぱしみんな優ゆう秀しゆうそうだよな。しかもめちゃくちゃ真しん剣けんだ」

　幹部候補、エリート候補というと勉強が中心で実技はからきし。そう思ってた俺だけど、席に座る面々を見て考え直すことになってしまった。

　全員、ものすごく屈くつ強きような身体からだつきだ。

　髪かみは短く刈かり上げて、日焼けした腕うでなんか俺の二倍くらいの太さで、もうそのままスポーツ選手にでもなれそうな雰囲気をしてる。そんな奴らが血走った眼めで、本気で瞬まばたきすら惜おしんで講師の話に集中してるんだから、もうね。

「……あー。なんかさすがエリート候補って感じだわ。雰囲気が違う」

「凪も負けてないですよ」

「バカ言え。俺なんかダメダメだっての」

　俺はもともと技術屋向きの進学希望だった人間だ。最初から望んで軍学校アカデミーに入学して、軍人候補として努力してきた奴らとは、たぶん根っこの部分から違う。

「そうこう言ってる間に講義が終わったみたいです」

「たぶん小休止だろ。でもさすが熱心つぅか。見ろよ、休み時間のはずなのに講師の前に受講者が群がってる。あいつらきっと講義の質問だぜ」

「講師もこれだけ反はん響きようがあると嬉うれしいでしょうね。ホント、質問する受講者も講師から離はなれようとしないなんて。特にあの最後の……」

　イリスが指さすのは講師の立つ壇だん上じようだ。

　その横で、教本らしきものを片手に講師と熱弁をかわす受講者。ソイツ、休み時間に入って一番に講師のところに駆かけよっていたよな。それでなお最後の一人になるまで質問し続けてる。とんでもない集中力だ。

「いや、マジで大したもんだよな」

「いいんちょさん、ただの変態さんじゃなかったんですね」

「だろ？　アイツはああ見えて勤勉な変態で……ん？　いいんちょ？」

　目をみひらく俺。

　小こ柄がらな講師の横に立つのは骨格のしっかりした大おお柄がらな受講者で、カッチリと固めた黒髪に縁ふちの厚い眼鏡めがねをした──

「いいんちょじゃねえかっ!?」

「ええ。むしろ凪もとっくに気づいていたかと」

　いやいや、とんでもない。最初は俺らに背を向けてたから……というか、軍学校アカデミーを卒業したエリートたちだけが受講できる講義で何やってんだあいつ。

「いいんちょ。おい、いいんちょ！」

「ん？　ああ、凪か」

　講堂の外から手招きする俺に気づく我らが評議委員。

「なにしてんだよ。あんまり予想外すぎて気づかなかったじゃねえか」

「この講義のことか。……いやなに、俺も最初は躊ちゆう躇ちよしていたんだが、大統領府での上級講座は素晴らしいことで有名だからな。やはり軍学校アカデミーの生徒たるもの、一度は聞いておかねばと思って飛び入りで聴ちよう講こうさせてもらったわけだ」

「……ふーん。で、どうよ」

「おう、それだ」

　キラリと眼鏡の端はしを光らせるいいんちょ。

「それが、自分でも意外なくらいこれが性しように合っていてな。特にこの『上級防衛学』、古くは兵法とも言われる国家の基き礎そ戦略論でもあるが、まあそれが、いざ蓋ふたを開けてみれば深い深い。たった一日ですっかりこの分野の虜とりこになってしまった」

「京きよう命めい院いん君、さきほどの質問だが──」

「ああ教官、失礼しました。そういうわけだ凪。お前も明日あしたからぜひ参加しろ」

「お、おい！　いいんちょ！」

「ケガの治療が終わったならシィにも顔を見せてやれ。地下の射しや撃げき場だ」

　背を向けて小走りにかけていくいいんちょ。

　制服こそ宝条軍学校アカデミーのものだけど、講師と真剣に語り合う姿はまわりのエリート候補生たちと比べても何の遜そん色しよくもない。

「いいんちょさん、すっかり講義に馴な染じんでますね」

「ああいう物もの怖おじの無さはさすがだよな。もともと根はまじめで勉強家だし……で、シィは地下の射撃場か」

　たしかシィはミカエルと同じ客室を用意されてたんだっけ。二人でおとなしくしてるかと思ったら、予想に反して射撃場なんてな。

「まさかのシィまでいいんちょと同じパターンか？」

「行ってみますか。場所はわかります」

　イリスに連れられて歩きだす俺。

　……しかしアレだな。

　……誰も俺やイリスのこと呼び止めないのか。

　俺の宝条軍学校の制服もそうだけど、イリスにいたってはエプロン付きの家メ政イ婦ド姿だ。濃のう褐かつ色しよくの軍服だらけの帝てい国こく司令部で目立つなんてもんじゃない。

「怪あやしすぎて逆に声かけられないパターンか」

「？　私ってばどこも怪しくないですよ。ただの家メ政イ婦ドロボットです」

「ただの家メ政イ婦ドロボットが大統領府を歩いてることが怪しいってんだよ」

　不完全神性機関ってのは司令部のなかでも秘ひ匿とく事じ項こうのはずで、しかもイリスの容姿まで知ってるなんて連中はもっと上の階にいる幹部連中だけだろう。

「ま、堂々と歩いてりゃいいのか」

「はい」

　さっき来た階段とは逆の方向で、そこから昇降機エレベータを使って一気に地下へ。

　大統領府地下一階。

　そこは、まるで先の一階や二階とは異質の雰囲気に包まれていた。

　鈍にぶい金属色に輝かがやく床ゆかと壁かべ。

　最初は塗と料りようかと思ったけど違ちがう。壁のいたるところに薄うすい金属を壁紙がわりに貼はりつけてるのか。

「耐たい火か用の金属板です。それにこの薄はく膜まく、全すべて魔ま笛てきに対する刻印儀ぎ礼れいが付ふ与よされています。幽ゆう幻げん種しゆが侵しん入にゆうしてきた場合を考こう慮りよしてのことかと」

「……天てん井じよう、カメラかと思ったらカノン砲ほうかよ」

　真上の壁に取りつけてある黒い機器。さっきのイリスの話にあったとおり監かん視し用カメラかと思って近づいてみれば、これが巨きよ大だいなカノン砲。それも攻こう城じよう戦せんなんかに採用されてもおかしくないくらい巨大な口径のやつだ。

　一つや二つじゃない。

　10メートル間かん隔かくくらいで、これが天井からぶら下がってるんだもんな。人通りも一階や二階と比べれば十分の一くらいで、誰だれ一人ひとり声を立ててない。

「やはり物々しいですね」

「……いや。ようやく大統領府っぽいなって俺は思った」

　一階や二階は、大統領府であって大統領府でない。まさにこの地下に代表される第二種管理エリアから先が、帝国司令部の本当の姿なんだろう。

「止まれ」

　──なんて考えていた最さ中なか。

　突とつ如じよ、俺とイリスは目の前を男二人に遮さえぎられてしまった。

　腰こしに自動拳けん銃じゆう、肩かたに機関銃を担かついだ屈強な軍人二人。三十代前半かな。服の襟えり元もとに覗のぞく徽章バツチは……軍ぐん曹そうか。

「識別ＩＤは？」

「え」

　思わず口に出してしまった。

「識別ＩＤだ。暗唱するか識別カードの提示を要求する」

「地下は銃器の使用が認められるエリアだ。そのため一いつ般ぱん人、関係者ともに識別ＩＤの提示を求めている」

「あ、いや俺らは単に学校のクラスメイトを捜さがしてて……」

「識別ＩＤは？」

「あの……ええと、俺らヨミ先輩の知りあいでもあって……」

「識別ＩＤは？」

　とりつく島もない。

「螺ラ──Ｚ０９５Ｇ７９０、端ハ──Ｆ５２８Ｕ８８９」

　イリスが、突とつ然ぜんに何かのワードを呟つぶやいたのはその時だった。

「む？」

「復唱します。螺──Ｚ０９５Ｇ７９０、端──Ｆ５２８Ｕ８８９。どちらも正規ＩＤにあたるものです。よろしいでしょうか」

「…………」

　いぶかしげな面おも持もちで手元の端たん末まつを操作する軍人二人。

「名前は」

「宝ほう条じよう軍学校アカデミー所属、二年生の凪・一いち咲さき・ジール。及および人型機械体アンドロイド区分『第四種』のイリスです。製造者はヨミ・レッセント」

　端末を食い入るように見つめる軍人たち。

　が、その沈ちん黙もくも長くは続かなかった。

「通れ」

　苦々しい口調で呟いて後退する二人。

　おお、すげえ。

「なあイリスどうやったんだ今の」

「要求されている識別ＩＤを管理サーバーから取得しました。ちなみに私の識別ＩＤの頭かしら文も字じ『螺』は螺旋螺子ボルトの意味合いで、機械である人型機械体アンドロイドにつけられる共通ワードです。凪の『端』は軍部の末まつ端たん、すなわち軍学校アカデミーに在ざい籍せきする生徒につけられる共通ワードのようですね」

「……俺、そんなＩＤ知らねぇんだけど」

「帝国司令部が極ごく秘ひでつけている管理ＩＤです。帝国司令部しか知らないので、司令部内の拠きよ点てんでパスワードがわりに使用されているのかと」

　すらすらと言ってのけるイリス。

　こういう怪しい分野は得意なんだよな。前にも宝条軍学校の情報ファイルから試験問題データを取得してカンニングしてたっけ。

「この地下射撃場は、第二級管理エリアとして指定を受けています。識別ＩＤによる入場制限にくわえ、天井からのモニターで監視が行われているはずです」

「……うげ。そりゃ気楽に司令部の悪口もできねえじゃねえか」

　大統領府に入る寸前、ヨミ先せん輩ぱいが「ここじゃ司令部の悪口はダメよ？」って念を押してた理由がようやくわかった気がした。

「でも、凪なら軍学校生徒ですし識別ＩＤさえ言えれば大だい丈じよう夫ぶですよ。地下の射撃場で銃だって試射し放題です。最新の熱光学兵器もあったかと」

「マジか！　そりゃ確かに見てみたいな」

　ちょっとだけ足を弾はずませながら自動扉とびらの前へ。

　横開きの扉で点灯する赤ランプが緑ランプに切り替かわるや、プシュッという気圧の抜ぬける音が聞こえて扉が左右に分かれていく。

「うおっ」

　扉が数センチ開いた直後、爆ばく音おんがたてつづけに鼓こ膜まくへと突つきささった。

　自動小銃、機関銃、ガス銃それに擲てき弾だん銃じゆう。

　およそ人間が単独で扱あつかえるあらゆる銃器の砲ほう弾だんが飛びかう轟ごう音おん。騒そう音おんなんかには比ひ較かく的てき耐たい性せいがある方だけど、それでも耳を手で覆おおわないと鼓膜が破れそうだ。

「凪、凪、聞こえますか」

「な……んとかな。とにかくシィ捜してとっとと出るぞ。熱光学兵器も見たかったけどやっぱやめだ。こんなとこ長く居座るもんじゃないって」

　たとえ耳みみ栓せんしてても身体からだには害だ。

　宝条軍学校の射撃場と違って地下だから、音が逃にげずに反はん響きようする。あと単純な射撃レーンの数も、軍学校アカデミーが十レーンなのにこっちは五十レーンが左右に一つずつ。

　そりゃこんな爆音になるわけだよ。

「凪、あっち」

「ん？　あ、あそこか」

　ずらっと用意された射撃レーンの中ほど、耳当て型の遮しや音おん器をつけてまっすぐ遠くの的を見つめる金きん髪ぱつの女の子。

　──タンッ。

　彼女の握にぎる自動小銃から小さな火花。直後、数十メートル離はなれた距きよ離りで、飛びかう小型の円えん盤ばんが銃弾を受けて落下していった。

　俗ぞくにいうクレー射撃。

　要は動きまわる的をどれだけ撃うち落とせるかっていうものだ。幽幻種が空から落下してくる時の複雑な軌き道どうを捉とらえるための技術で、一流の狙そ撃げき手しゆには必ひつ須すとされている。

「シィの周り人だかりできてねぇか」

「はい。さっきから常に四、五人、入れ替わり立ち替わりで見物人ができているようです。後ろに立ってる指導教官らしき人はずっといますけど」

　シィの銃弾が連続発はつ砲ぽう。

　と同時、複雑な軌道で宙を旋せん回かいしていた円盤二枚が見事に落下。だけどまだ終わりじゃない。次から次へ。銃弾が無くなるまで引き金を弾はじき続け、空になったら再装そう塡てん。そこから再び狙ねらいをつけて射撃。

　そのたびに円盤が墜つい落らく。しかも全すべて中央部を穿うがたれて。

「相変わらず素す晴ばらしいですね」

「宝ほう条じよう軍学校アカデミーじゃさんざん見慣れた光景だけどな」

　シィの足あし下もとに転がる空の弾だん倉そうがうずたかく積もってる。もうどれだけ撃ち続けたかわからないけど、それだけやってなお集中力を維い持じし続けていることも驚きよう異い的だ。

「おーいシィ、シィ」

「────え？　あ？　は、はいです？」

　弾かれたようにふりむく彼女。

　こんな咄とつ嗟さにでも安全装置をオンにするのを忘れないのはさすが。

「なぎせんぱい!?　どうしたんですか。ま、まさかあたしを探して!?」

「ま……まあ一応な。さっきちょうど講堂でいいんちょ見つけてさ。そうしたらシィまで射撃場使わせてもらってるって聞いたもんだから」

「そ、それじゃあ今のも見てくれてたんです？　ど、どうですか！　実は……その、昨日はちょっと緊きん張ちようしちゃってたんですけど、今日は朝から有名な狙撃手さんを紹しよう介かいしてもらえて、それでずっと練習してたんです！……すごく褒ほめて頂いて、宝条軍学校卒業後には帝てい都とに来なさいって」

「へぇ！」

　帝都配属の狙撃手に認められて、そのうえ帝都への推すい薦せんまで示し唆さされるなんて滅めつ多たにないことなんじゃないのか。

「た、ただ単に大げさに褒めて頂いただけかもですが……」

「いやいや、たぶん本気だと思うぜ。前からシィの射撃はミカエルが褒めてたもんな。もう間ま違ちがいねえよ」

「そ、そうでしょうか。なぎせんぱいからそう言ってもらえると」

　えへへとシィが照れ笑い。

「な、なのでせんぱいも一いつ緒しよにどうですか？　せんぱいの好きそうな光学兵器とかも最新のがたくさんありますですよ！　あっちにも研究中の催さい涙るいガス弾とか毒ガス弾とか」

「……イリスにも言われたけどよ、俺、そんなに科学兵器マニアに見えるかな」

　なんかこう、怪あやしい奴やつって思われてる気がするんですが。

「射撃していかないです？」

「今日のところは見学なんでね。シィがどうしてるのか気になってただけだし」

「わかりました。あたしもあと二、三百発撃ったら休きゆう憩けいするので、そうしたらせんぱいの部屋に遊びにいきますね。ミカさんも部屋に帰ってたら誘さそって一緒に行きます」

「あれ、ミカエルのやつまだ戻もどってないのか？」

　帝都は彼女にとって庭のようなものだ。

　だからなのかわからないけど、一昨日おとといに大統領府に着いてすぐ、シィに留守を任せて自分はフラフラと頻ひん繁ぱんに外出をくり返してるんだとか。

「ま、アイツはここらへん詳くわしいし心配ねぇだろ。でもシィは気をつけろよ。こんなとこで無理に訓練して身体壊こわしてもしょうがねぇぞ……っておい、ほら見ろ。言ってるそばから何だよそれ。防弾着ちょっとサイズ大きすぎるだろ。それじゃ身体と服の間にスキマができて防弾着の意味ねぇぞ」







[image: ]







「え？　あ、あの……その」

「自分にピッタリ合うサイズなかったのか？　それシィの身長より一サイズ大きいだろ」

「こ……これ……は」

　口ごもるシィ。

　なにやらそわそわと、片手で胸むな元もとを押さえながら上目づかいで。

「その……身長に合わせると……お胸が苦しくて。普ふ段だんの訓練では……ええと、こっそり胸の部分だけ裁さい縫ほうし直したものを使ってるんです」

「…………」

　聞くんじゃなかった。

「なーぎーのーえっちー」

　どうすんだよこの雰ふん囲い気き。シィは真っ赤に照れた顔をそらしちゃったし、背後でイリスがものすごーく呆あきれた目線で俺を睨にらんでるんですが。

「じゃ、じゃあ俺そろそろ行くから。ついでにミカエル捜しとくよ」

「……あ、は、はいです」

　なんともいえない場の空気から、俺は足早に逃げだしたのだった。

　ああもう、後ろのイリスの無言が怖こえぇよ。




　　　　２




　夕食を終えて。

「まったく凪はえっちなんだから。シィの胸元ばっかり見て」

「…………」

「たしかにシィの胸は見事ですよ。人類の半分オトコの夢が詰つまってると思いますよ。でもあんなにジロジロと、防弾着ごしにまで眺ながめるのはさすがに──」

「…………」

　ソファーに腰こしかけて銃じゆう器きカタログを読みつつ、俺はイリスのぼやきを耐たえ忍しのんでいた。

　ええ、そのとおり。

　イリスのやつ、今回はなかなか根に持ってました。

「わーかったわかった。何度も言ってるだろ。今回は俺が悪かったって。だけどマジで、俺だって変なこと聞くつもりで聞いたんじゃなくてだな」

「いいえ！　やっぱり凪はわかってません！　私が言いたいのはそういうことじゃなくて、シィのを見るのならいっそ私のを見てください！」

「変態じゃねえか!?」

「中身は胸部装そう甲こうと人工ラバーですが、見た目はなかなかのものだと思います」

「……いや、別にそういう意味じゃなくてだな」

　思わずソファーから立ち上がってしまったものの、かといって立ち上がったままだと妙みように落ち着かない会話内容だ。

「もぅ。凪が喜んでくれるなら私はいつだって一ひと肌はだ脱ぬぎますのに」

「お前のはそれが比ひ喩ゆじゃないから怖こわいんだよ」

　銃器カタログをソファーに置いて。

「しっかしヨミ先せん輩ぱい遅おそいな。これで丸二日じゃねえか」

「はい。当初の話では、今日の朝方には決着すると言っていました」

　帝都で暴動を起こした機き神しんの処しよ罰ばつ緩かん和わと、眠らざる者ゴーストの研究命令を下した帝国司令部への責任追つい及きゆう。

　できれば短期決戦でいきたい。それも一日か二日で。

　そう言ってたのはヨミ先輩本人だ。

「俺らも軍学校アカデミーを休み続けるわけにもいかないしな。明日あした一番でヨミ先輩んとこ行くか。それで作戦練ろう」

「はい。いっそヨミの提出した申し出を受けいれないなら、凪が大統領府を占せん拠きよするという脅おどしはどうでしょう。凪が大統領閣下で私が大統領夫人フアースト・レデイ。毎日、この広い大統領府を使って鬼おにごっこや隠かくれんぼで遊べます」

「……まあ、お前がそういう妄もう想そうに浸ひたるのは自由だけどな」

　深く息を吐はいて天てん井じようを見つめる俺。

　このままぼーっと呆ほうけててもしょうがない。ならば、と気合いを入れて立ち上がる。

「よし、とにかく熱いシャワーでも浴びてくる」

「じゃあ私もいっしょに──」

「家メ政イ婦ドらしく部屋の掃そう除じしとけ」

「えー……この部屋ってば最初から綺き麗れいなんですもの。私の存在意義が……」

「見張りだって必要だろ。いつ誰だれが入ってくるかわかんねえんだ」

　つまらなそうな口調で呟つぶやくイリスを横目に、俺はさっさと脱だつ衣い場の方へ歩いていった。上着だけを脱いで、鏡の前で自分の脇わき腹ばらにそっと触ふれてみる。ざらっと指先に残る違い和わ感かん。つい数日前に剣けん帝ていとやりあった時の刺さし傷きずだ。もう傷口自体はふさがっている。

　おかげでつい昨日、医者からも入浴許可が出た。

「あ、そういや風ふ呂ろ掃除し終わってたっけ？」

　上着だけを脱いだ恰かつ好こうで浴室へ。

　──と。

　浴室に入った途と端たん、タイル貼ばりの壁へき面めんにつながったシャワー口から、沸ふつ騰とうしてるんじゃないかと思うほど煮にえたぎった熱湯が降ってきた。

「熱っ!?　なんだこれ、シャワーが自動センサー設定されてんのかよ！」

　悲鳴を上げて跳とび下がる俺。

　そういや昨日とかイリスが風ふ呂ろに入ってたもんな。

　あいつ、普段こんなとんでもない熱湯でシャワー浴びてたのか。人間の肌で心ここ地ちいいどころか一いつ瞬しゆんで真っ赤に爛ただれるレベルだぞこれ。

「あち、あっつ……くそ、湯気っつぅかサウナじゃねえか」

　と。

　俺が悲鳴を上げてる間に、誰かがシャワーの温度設定を変へん更こうしてくれたのか、降ってくるお湯の温度が急速に下がっていった。

「おー、イリスか？　ありがとな。ちょうどいい感じの温度になってる」

「そうか。それは何よりだ」

　あたり一面真っ白になった視界で。

「ならば私も湯浴みにまぜてもらおうか」

「いやいや。だからさっき言ったろ。俺が出るまでちゃんと…………って、あ、あれ？」

　まばたきをくり返す俺。

　……俺、いま誰と話してたんだ？

　イリスの声じゃなかった。でも部屋には俺とイリスしかいないはずなのに。

「では──」

　目の前に、なにやら淡あわいピンク色の人ひと影かげ。

　蒸気の充じゆう満まんする浴場で、その人影がみるみる輪りん郭かくを帯びてくる。

　すらりと背の長く細身の体型ながら、その胸元は今にもこぼれ落ちそうなくらい見事なボリュームで、きゅっとくびれた腹部から後ろに突つきでた腰つきまでのラインがあまりに艶つややかで扇せん情じよう的だ。

　……このスタイル。

　……俺、どこかで見た覚えがあるぞ。

　そうだ、以前にも同じようなことがホテルの風ふ呂ろ場ばで。

「せっかくだ。私が背中を流してやろうじゃないか。なあご主人さま？」

「ツァリ!?　やっぱてめぇかよ！」

「ん？　やっぱりとは何のことやら」

　くすっと悪戯いたずらっぽい笑えみの彼女。

　右手に持ったタオルで際きわどい部分だけを申し訳程度に身体からだを隠してはいるが、露ろ出しゆつ部分で言えば下着姿よりも露出が多いかもしれない。

　……あ、でもよかった。さすがにタオルは持っててくれたか。

　……なにせ前は完全に素すっ裸ぱだかで現れやがったし。

　ツァリ。

　世界三大国家の一つである武ぶ宮きゆう唐とう那のな国のくにで名を上げた、女ながらほとんど人外じみた強さを誇ほこる武人だ。チビ聖女に協力してプロジェクト・エデンに参加してるっていうのは俺やイリスと同じだけど、こいつはだいぶ古株らしい。

　とはいえ、本人はいまだに謎なぞだらけ。

　チビ聖女も信用してるし悪い奴やつじゃないんだろうけど、なんでコイツはこうも人の風呂場に乱入してくるのが好きなんだ。

「せっかくの自じ慢まんの裸ら身しんも、見せつける相手がいないと退たい屈くつだろう？」

「俺は何も言ってねぇからな」

「わかるさ。さんざんエルマリア神教界の聖女サマの前でも同じことをしたからな。あの身体的未成熟なお嬢じようさんを風呂場でからかった時と同じ表情だ」

「変態かよっ!?」

　ようは自慢の身体を見せつけたいだけ、と。

「ちなみにイリスはどうした？　アイツが部屋で見張りしてるはずなんだけどな」

「私が来た時にはお前のベッドで爆ばく睡すいしていたが」

「…………ああ。……いや、わかった」

　そうですかそうでしたか。

　どおりであっさり風呂場まで入ってこられるわけだよちくしょう。

「悪わりぃけど、用がねぇならシャワーくらい落ちついて浴びさせてくれないか」

「用はあるさ。先のお嬢とプロジェクト・エデンについての現状報告をな」

「……チビ聖女の？」

　思いがけぬ真しん剣けんな口調に、思わず呼吸も忘れてツァリを見つめてしまった。

　プロジェクト・エデン。

　幽ゆう幻げん種しゆの住処すみかである穢歌の庭エデンを結界で凍とう結けつして、世界から切り離はなすプロジェクト。その結界の中では魔ま笛てきに汚お染せんされた大陸の浄じよう化かも同時に行われるという話だ。

　だけど、話はそう簡単にいかないもので。

　これはエルマリア神教界のチビ聖女である紗しや砂さ・エンデンス・凜りん・ケールが主導となる計画だ。つまりこの計画が成功した場合、世界を救った国がそのままエルマリア神教界として世界中から認められることだろう。

　それが、帝国はじめ世界の主要国がすんなり受けいれられるかというと難しい。だからこそ時間をかけて説得するし、周知にも時間がかかると聞いていた。

「チビ聖女の奴、俺らと別れたのが三日前の夜だったっけか」

「そうだ。お前たちと別れたお嬢がエルマリア神教界に入ったのが一昨日おととい。そこからのお嬢の段取りは手早かったぞ」

「急ぐ、つってたもんな」

　帰国してすぐプロジェクトの発動を進めるって話だった。

「まずプロジェクトの存在を知る国民がエルマリア神教界でも少ない。一年後の究極結界発動まで、段階的に計画内容を発表していく手て筈はずだ。もちろん関係諸国にもな」

「一年!?　ちょっと待て、早すぎるだろおい！」

　帝国司令部ですら、プロジェクトの存在は知ってても中身までは調べが及およんでいない。そういう代しろ物もののはず。世界中のほとんどの人間が知らない計画ってことだ。

　それが、もう一年後には実現する？

「お嬢本人はとうに術式を習得済みだ。それでも早いか？」

「用意できればすぐ発動っていう気楽な話じゃねえよ。このプロジェクトで、少なくとも俺ら庶しよ民みんにとっての世界は激変すると思うぜ。もっとこう周しゆう到とうに……時間をかけて話を浸しん透とうさせていくってことはできないのかってことだよ」

「そのとおり」

　……ぴちゃ。

　水たまりのできた足あし下もとに生まれる小さな揺ゆらぎ。

　艶なまめかしい素す足あしの先で無数の波は紋もんを描えがきながら、ツァリは静かに頷うなずいてみせた。

「そのとおりだよ少年。まさにそのつもりだったというのが本音だ」

「……例のセラとかいうやつか」

「それも正解。お前にはセラを何と言って説明したか。ああ、穢歌の庭エデンの主あるじとだけ言った覚えがあるな」

　そうだ。

　そのよくわからないセラとかいう奴が原因で、チビ聖女はプロジェクト・エデンの発動を一気に加速させる決意にいたったんだ。




〝私は……あまりに愚おろかだった…………もっと、もっと世界には、希望があるものだと思いこんでいた……〟




　唇くちびるの端はしを嚙かみしめるチビ聖女。

　華きや奢しやな拳こぶしを握にぎりしめて、握った手が真っ白になるくらい強く握りしめて。目元を真っ赤に腫はらして俺にそう言ったのをハッキリと覚えてる。




〝プロジェクト・エデンを実行するわ。今すぐ……セラが目覚めるその前に、穢歌の庭エデンを完全に凍結させる〟




　チビ聖女がああも愕がく然ぜんと青ざめた姿を見たことがなかった。

　それだけじゃない。傍そばにいたイリス、目の前のコイツだってそうだ。どんな相手を前にしても余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった三人が、だぜ。

「……聞きづらいんだけどよ、本当にそんな深刻な状じよう況きようなのか」

「というと？」

「チビ聖女がそんな顔色変えて狼狽うろたえる必要があるのかってことだよ。だってチビ聖女の周りには仲間もいるだろ。アンタだってヨミ先せん輩ぱいだって、それにイリスだって協力するぜ。どんな幽幻種だって勝てない相手じゃ──」

「無理だな」

　あっさり首を横にふる彼女。

「そもそもセラは幽幻種なんかじゃない」

「え？」

　セラっていうのが穢歌の庭エデンの主だって俺は聞いた。

　それが幽幻種じゃなくて何だっていうんだ。

「じゃあ何だよ。禁断水晶アマリリスみたいな神性存在か」

「それより上だ」

　しずく。

　ツァリの握るタオルからしたたり落ちていく小さな水すい滴てき。

　ツァリが無意識に手に力をこめてしまうほど、この話には強い言こと霊だまが宿っている──こぼれ落ちる水滴がそう教えてくれた。

「だが、それですらセラを喩たとえているかと言えば、とても正確とは言えないな。そもそも穢歌の庭にいるセラですら本体でなく、実際にはただの影かげにすぎない」

「……謎かけかよ」

「難しいんだよ少年。セラという存在を人間が理解するのはあまりに難しく、私とて全てを理解しているわけではない」

　そう告げるツァリの唇から嘆たん息そく。

「セラを倒たおそうなどと考える必要はない。ただ静かに眠ねむり続けてもらう。それしか方法が無いから、禁断水晶アマリリスは紗砂・エンデンス・凜・ケールに結界を託たくしたのさ。凍こおれる時の檻おりによって穢歌の庭を封ふうじる神性術式『氷ひよう結けつ鏡きよう界かい』という名の結界を」

「……わかった。とにかく聞いたとおりに考えておくよ」

　このまま滞とどこおりなければプロジェクト・エデンの発動は一年後。

　チビ聖女本人の準備はとっくに終わっていて、あとは周到かつ段階的にプロジェクトの情報を浸透させていくだけと。

「でも反発はあると思うぜ？」

「お前の言いたいこともわかる。だがな、今のお前と同じような不満は、いずれ世界中のいたるところで噴ふん出しゆつするだろうさ。その全てを、まだ十四歳の少女が背負うことになるのを忘れないでくれ」

「…………」

「あの子は孤こ独どくなんだ。今も、そしてこれから遠い先まで。それを自覚して、覚かく悟ごして、そのうえであの子はよくやってるよ。本当に」

「……わかってるよ」

　唇の端を嚙みしめて、途と切ぎれ途切れになりながらも口にした。

　たとえば俺が一年後には軍学校アカデミーを卒業で、今のクラスメイトと一いつ緒しよにいられるのもあと一年きり。だからプロジェクト・エデンの発動を先延ばしにしてほしい──そんな不満がどれだけ自分勝手な話かってことだ。

　……だけど、それを口にする奴らは必ず出てくるだろう。

　チビ聖女だって苦しくないはずがないのに。

　俺が……チビ聖女のこと少しでも知ってる俺がそれを理解してやらないのは……やっぱ違ちがうんだよな。

「わかった。一年てのはさすがに驚おどろいたけど、逆に考えれば一年後には幽幻種にビビらずにすむ生活がやってくるってことだろ」

「計画どおりに事が進めば、の話だがな」

「それで十分だって。で、もう話はいいんだよな？」

　ちらり、と彼女が手にしたタオルを盗ぬすみ見る。

　……そういや俺ら。

　……こんな風ふ呂ろ場ばで長話してたんだよな。

　ツァリだって身体からだの際きわどい部分だけはかろうじてタオルで隠かくしてるけど、そのうっすら汗あせばんだ深い谷間は精神影えい響きよう上よくないんですが。

「よし、話は終わりだな。俺は一度出る。アンタはシャワー浴びるなら好きに──」

「まあ待て待て」

　扉とびらに向かおうとする俺だけど、さっと伸のびてきたツァリの腕うでに阻はばまれた。

「くっくっく。あいにくだが逃にげ場ばはないぞ」

「な、なんだよ」

「なあご主人様？　せっかく二人仲良く裸はだかの付き合いをしてるんだ。このまま解散というのではあまりに味気ない。私が背中を流してやろうじゃないか」

　ばさっ、と宙に舞まうタオル。

「っておい。待て、なんで自分からタオル投げ飛ばしてんだよ!?　ていうかそれ以上近づいてくるんじゃねえ!?」

「何を言う。それでは背中が流せないじゃないか」

　壁かべ際ぎわに逃げた俺。

　かたやタオル一枚つけずに近づいてくる裸の彼女。

　隠すどころか、むしろ自じ慢まんの身体を見せつけるように胸を突つきだして──歩くたびに、その巨きよ大だいな双そう丘きゆうがぶるっと震ふるえてるのが反則的だ。

「なあご主人さま？　こう見えても私は尽つくすタイプだぞ？」

「なに……がだよ」

「ふふ。そう顔を強こわばらせるな」

　彼女の手がゆっくり伸びて、俺の肩かた口ぐちへ。

　……そうだった。

　……こいつ、近くで見ると本気で美人なんだよな。

　蒸気に触ふれてじわりと濡ぬれた魅み惑わくの裸ら体たい。

　さらには、うなじから首筋にかけて張りついた濡れ羽色の黒くろ髪かみもそうだ。普ふ段だんはむしろクールビューティーって言えばいいのかな。近寄りがたい雰ふん囲い気きがある。でもそのぶん、こうして近くで眺ながめる彼女は何ともいえない色いろ香かに満ちていて──

「ほら、上着だけでなく下のズボンなども脱ぬいでしまえ。でなければ背中を流すにも邪じや魔まだろう。幸いにもイリスは熟じゆく睡すい中だ。何も気にすることはない」

　そっと、俺の身体を抱だきよせるように背中へと両手を回すツァリ。

　艶つややかな薄うす紅べに色いろの唇が近づいて。

　……や、やべえ。

　……とにかく時じ間かん稼かせぎしないと。

「そ、そうだ一個聞きたいことがあったんだ！」

「ん？」

「ユトっていたよな……あれは、アンタがどうにかして変装してるのか？」

　前から気になっていたことだ。

　艶やかな黒髪を二つ結びにした幼い女の子。好こう奇き心しんがそのまま形になったような大きな黒こく瞳どうに天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおが印象的な。

　そんな女の子が、いつの間にかツァリと入れ替かわったのを何度か目もく撃げきしてる。

「ああ。それか」

　ふと真顔に戻もどる彼女。しばし蒸気の満ちる虚こ空くうを見つめて。

「まあそれなりの関係さ。単なる変装ではないよ。私自身を構成する最大の欠片ピースと言っても過言ではない。それ以上のことを教えてやってもいいが──」

「いいが？」

「そこから先は背中を流しながら教えてやろう。くっくっく、急にマジメな質問でもって場をはぐらかそうなどと無む駄だな抵てい抗こうは考えないことだ」

「ばれてるっ!?」

　にやりと凶きよう悪あくな笑みをうかべて再びツァリが歩みよってくる。

「さあ、あのカタブツな家メ政イ婦ドロボがいない隙すきに──」

「その汚けがらわしい熟うれた身体で凪に触れるんじゃありません！」

　じゅっ。

　極ごく太ぶとの熱線が、俺とツァリの間を通過していった。

「うぉぉぉっっ、あぶねぇっ！」

「凪、大だい丈じよう夫ぶですか」

「大丈夫じゃねえよ。あとちょっとで俺まで今の直撃してたぞおい!?」

「無傷ならば何よりです。それより早く避ひ難なんを。今から二分以内にここは焦しよう土どに変わるでしょう」

　何やら物ぶつ騒そうなことを言って扉の前に立つ我らがダ家メ政イ婦ド。ちなみに当人が抱かかえているのは掃そう除じ用のモップ……でなく、巨大な銀色の機き関かん銃じゆうだった。

「やりますねツァリ。一度ならず二度までも凪に手を出そうなどと。この代だい償しようが高くつくことをまだ理解していないと見えます」

「はて。私は単に背中を流してやろうと思っただけだが？」

「噓うそおっしゃい！　あなたがその熟れ熟れボディで凪を誘ゆう惑わくしようとしていたのは明白です。その罪、許されざる大罪と知りなさい！」

　チャッ、と銃口をツァリへと向けてイリスが宣言。

「この世界を浄じよう化かする時が来ました。いざ、私と凪の二人きりの楽園のために！」

「完全に私し利り私し欲よくじゃ──ってうぉっ！」

　身を屈かがめる俺。

　床ゆかすれすれに低くした頭のすぐ上を、今度こそイリスの銃じゆう弾だんが通過していった。

　……だめだこりゃ。しばらくは止まらねぇ。

「完全家政婦機関パーフエクトメイドアームズの偉い大だいさ、その身に刻みやがれです！」

「は、笑わせるなダ家メ政イ婦ドが！　ご主人様のベッドで爆ばく睡すいしてた分際で何をいう！」

　激しい口調で牽けん制せいし合う両者。

　しかもツァリにいたっては、しっかり武宮唐那国の武ぶ装しよう束ぞくを着用していたりするから驚きだ。あの一いつ瞬しゆんでいつの間に着き替がえたんだよ。

「……ま、とにかく二人だけでやってくれ。二人でな」

　早くもとっくみあいを始めた二人を後しり目めに、俺はこっそりと浴室を後にした。置いてあったシャツを羽織ってからリビングへ。

「……あー、疲つかれた」

　考えてみりゃ、シャワーをするつもりが気き疲づかれして終わっただけだもんな。

「あら、お風ふ呂ろもう出たの？」

「出たっつぅか追いだされた。ダ家メ政イ婦ドと露ろ出しゆつ狂きようが戦ってるから近づかない方がいいぞ。もう大戦争だ」

　水差しからコップ一いつ杯ぱい分の水を汲くんで、一息に飲み干した。

　……ふぅ。ようやく落ちついた。

「で、ヨミ先せん輩ぱいはどうしたんだよ。帝てい国こく司令部とやりあってる最中じゃねえのか？」

「ちょうどその話をしにきたのよ」

　俺のベッドに我が物顔で腰こしかけた研究衣の女性。

　オレンジ色の髪かみはぼさぼさで、その小ぶりな唇くちびるはもう何年も口紅など差したことがないというのを聞いたことがある。

「実は今の今まで司令部の担当官と話をしてたんだけど──」

「ああ、そんなところとは思ってた。ここまで長引くってことは連中もそう簡単には話を聞いてくれないのかなって」

「せいかーい。ま、わかっちゃいたけどね」

　盛せい大だいに溜ため息いきをつく彼女。

「まず眠らざる者ゴーストの話からね。ノエシス統とう括かつ工こう廠しようでの実験現場が明確な証しよう拠こだったわよね。ジールが隠し撮どりしてくれた水すい槽そうやら幽ゆう幻げん種しゆの写真も全部提出したわ。何よりあたし本人が現場を目撃してるのが効いたわね」

「それだけ揃そろえば否定のしようがないだろ？」

「それが、帝国司令部は『知らない』の一点張りなのよ。自分たちの指示じゃなくて、その工廠を管かん轄かつしてた研究主任ナザリエルが勝手にやらかしたことだってね」

「……そいつか」

　紫苑から聞いた話だった。紫苑とミカエルの製造者でありながら、人型機械体アンドロイドを実験体にして眠らざる者ゴーストの研究を進めてたっていう。

「いや、でも待ってくれ先輩。あの工廠は帝国のだろ。どうやったって帝国の管理責任は出てくるんじゃないのか？」

「その管理責任の謝罪はあったわよ？　でも肝かん心じんの眠らざる者ゴーストのことが追つい及きゆうできないの。事実関係を確かく認にんしてって向こうは言ってるけど……となると、どうなると思う？」

　眠らざる者ゴーストについては進展が見み込こめない。

　となれば、眠らざる者ゴーストを理由に反乱を起こした機き神しんたちについても話は同じだ。剣けん帝ていと紫苑以外の機神たちは捕ほ縛ばくされたが、処分の緩かん和わもすぐには認められないだろう。

「もうね、ホント嫌いやみったらしいの。もうサイテー」

　ぼふ。握にぎった拳こぶしでベッドを叩たたくヨミ先輩。

　ぼふぼふ、ぼふぼふぼふぼふぼふ……あー、これは、先輩かなりキてるな。

「あーくっだらない。男なら素す直なおに自分たちのしてきたことくらい認めなさいっての。なんかね、こうね、回りくどいっていうか、言葉一個一個にね、ものすごくね、保険かけてくるっていうの？　あれがもうね、違ちがうってのに。あたしはそんな言葉の端はし々ばしじゃなくて、ど真ん中の部分を聞きたいって言ってんのよ！」

「……は、はい」

　思わず俺が頷うなずいちゃったじゃねえか。

　ヨミ先輩の一番嫌きらいな分野だもんな。回りくどくて時間のかかる折せつ衝しよう。

「でも一つわかったわ。たぶん、向こうの言ってることも半分は本当なのよ」

「半分て？」

「眠らざる者ゴーストのことを帝国司令部が知っていても、その全容は本当に知らなかったみたい。おまけに開発者の資料はマグナが全部燃やしちゃったんでしょ。ならば推測されることはよ、帝国もそう簡単に機神を反逆罪で処分できないってこと」

「なるほどね……」

　眠らざる者ゴーストはこれ以上の生産が見込めない。なら、現段階での最強戦力である機神たちをそう簡単に見捨てられるわけがないんだ。

「そっか、それならいいんだ」

「でしょ。推測ではあるけど、みすみす自分たちの戦力を削さく減げんするような真ま似ね、さすがに司令部だってしないと思うのよ。で、ここからが本題なんだけど」

　ようやくベッドを叩く手を休めるヨミ先輩。でもまだ頰ほおはぷっくり膨ふくらんでるわけで、怒いかりの収まり具合は半分てところか。

「あたし、溜たまった有給まとめて消化する」

「はい？」

「ざっと一年分くらいあるから、それ全部使って一年間お仕事しないことにしたわ。まだ体調が良くないから無理せず静養するって報告出してきたし」

「えっと……抗こう議ぎの意味で？」

「そそ。眠らざる者ゴーストの件は進展なさそうだけど、機神の方は何とかなりそうだから安心したわ。なので、ここであたしが抜ぬけても問題ないかなって」

　言って、腹のあたりをさする彼女。

　剣帝に刺さされた傷の正確な治り具合は俺も知らない。ただ、今日の今日までろくに休む暇ひまがなかったのは事実なんだろうな。

　……ん。一年？

　……そういえばツァリから聞いた例のプロジェクトも。




〝一年後の究極結界発動まで、段階的に計画内容を発表していく手て筈はずだ〟




「色々とあるのよね。色々と。ソッチ側のサポートに専念する良い機会だわ」

　俺の表情を見て伝わったんだろうな、先輩がウインクしてみせる。

　なるほど。

　ちゃっかり目的があったわけか。

「やりたいことは沢たく山さんあるのよ？　イリスの機神装そう甲こうも完成させたいし、ほかにもツァリからお願いされてる研究もサボったままだから」

「なら決まりだ。俺らも明日あしたの朝一番に帝てい都とからおさらばってことで。さすがに軍学校アカデミーに帰らなきゃと思ってたしな」

「でしょ？　あたしもジールの家行くの久しぶりだなー。大急ぎで荷物用意するわね。引っ越こし用コンテナで十筺ぱこくらいあるけど平気かしら？」

「おう、イリスのせいで部屋ボロボロだけど広さは余よ裕ゆうだぜ。既すでにイリスがいるんだから一人くらい増えても……増えて……」

　あれ？

　なんかちゃっかり重大宣言された気がするんですが。

「ジールの家にお泊とまり久しぶりねー。や、楽しみ楽しみ！」

「って、ちょっと待ておい!?　先輩、俺ん家ちに泊まる気なのかよ!?」

「当然じゃない」

　何を今さらって感じの表情でヨミ先輩。

「泊まりこみでないとイリスの機神装甲だって造るの面めん倒どうだし。ジールに手伝ってもらいたい工作パーツも山ほどあるのよね。あ、ちゃんと家事も手伝うわよ？　洗せん濯たくなら全自動洗濯機に入れるだけだから任せて。料理も一日三食栄養ドリンクだから簡単よね」

「……泊めてやるからさ、飯くらいはちゃんと作ろうぜ」

　重い両りよう肩かたをがっくりと落として、俺はそう返事しましたとさ。







　Phase.2『不完全神性機関』







　　　　１




　帝てい立りつ・宝ほう条じよう軍学校アカデミー高等部。

　世界の75パーセントを死し滅めつさせた正体不明の侵しん攻こう者『幽幻種』に抵てい抗こうするため、そいつらと戦う傭よう兵へいや軍隊の士官を育成する教育機関だ。

　……あー、やっぱここに来ると落ちつくよな。

　我が懐なつかしき母校。

　この少し色あせた校舎とかグラウンドから漂ただよってくる鉄と火薬の臭におい。二年間イヤというほど通ってきたはずなのに、いざこうして帝都から戻もどってくると感かん慨がい深ぶかい。

　そういうわけで──

「ただいま戻りましたユメルダ先生、今日から俺も本格復帰だぜ！」

「はて、誰だれだ貴様」

「……はい？」

　開口一番にそう言われ、俺は教室の扉とびらの前で硬こう直ちよくした。

　え、なに。どういうこと。

　あんまり自然に言われるから思わずクラス間ま違ちがえたかと確認してしまった。……うん。ここ傭兵科の教室だよな。ていうか教きよう壇だんに立ってる黒くろ髪かみ、スーツ姿の女性教官は間違いなく俺の指導教官なわけで。

「あ、あの……ユメルダ先生？」

「私の講義を丸々一週間も欠席するような生徒、私は記き憶おくにない」

「ちょっとぉぉぉっっっ!?　だ、だからごめんなさいってば！　先生も知ってるだろ、俺ってばマジ生死に関かかわる負傷してたんだって！」

　教壇に立つ教官の前まで駆かけよって、そのまま猛もう抗こう議ぎ。だけど、当のユメルダ先生はとても素敵に冷れい酷こくな視線で俺を見下ろして。

「ていうかちゃんと休学の事前申しん請せいしたじゃないですか！」

「それと留年は関係ない」

「噓うそだろっ!?　補講でも宿題でも何でもやるから、とにかく留年だけは勘かん弁べんしてくれよ。そ、そうだ……別に今回の件で講義サボってたのは俺だけじゃないぜ。あの優等生のミカエルとかいいんちょも留年対象になるぜ！」
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「誰が留年対象ですって？」

　教室の中ほどから冷ややかな声。

　ふり返れば案の定、そこには机に肘ひじをつく赤毛の少女が。

「お、ミカエルいいところに。お前からも言ってやってくれよ」

「何をですの？」

「だから、俺らが学校を休んだのはちゃんと理由があるってことだよ！」

「ああ、そのこと……」

　頰ほお杖づえをつきながら彼女が溜ため息いき。

　ミカエル──俺と一いつ緒しよに帝てい国こく司令部まで付き添そってくれた人型機械体アンドロイドだ。大統領府じゃシィと相部屋だったけど、こいつはずっと帝都を散策してて部屋を外出することが多かった。……紫し苑おんと戦った直後からだったよな。

　……コイツが、何だか時々ふっとどこかにいなくなるのは。

　帝都から一緒に帰ってきたのはいいものの、帰りの列車の中でも始終物思いにふけってる感じで話しかけづらかったんだけど。

「ほ、ほら暢のん気きに溜息ついてるなって。でないと俺もお前も──」

「わたくしなら、あなたの二時間前には登校して、ユメルダ先生に休学の事情説明と陳ちん謝しやを済ませましたわ」

「……え？」

「ちなみにいいんちょもシィも一緒です。皆みんな、考えることは同じですわね」

「…………」

　おそるおそるあたりを見回す俺。

　そこにはすでに、自分の机で教本を広げてるいいんちょと、友だちの講義ノートを借りて写しているシィの姿が。

「よぉ凪なぎ、遅おそかったな」

「あ、あの……一応……登校の時にせんぱいの家に寄ってインターホン押したんですけど、返事がなくて……てっきりあたし、もうせんぱいが登校してるのかなって」

　ものすごく済まなそうな声で呟つぶやくシィ。

　ああ、そういやインターホン、イリスが好こう奇き心しんで押した時にバカ腕わん力りよくでもって押しつぶしてたんだよな。直そうとは思ってたけど。

「えっと、つまり」

「お前以外は全員、朝一番に教官わたしの下もとにやってきて一週間分の口頭報告と簡易レポートを自主的に提出してきたというわけだ。それだけの誠意を見せられれば、まあ私としても今回の欠席は目をつむろうというわけだが」

「…………」

「凪、それに比べてお前は──」

「ち、違ちがうんだ！　聞いてくださいって。俺も、そりゃ二時間とは言わないけど、余裕で一時間前には登校しようって考えてたんですって」

「ほう？」

　片かた眉まゆをつりあげる先生。

「というと？」

「いや、あの……イリスが久しぶりの朝食ですって張りきったせいで、圧あつ力りよく鍋なべ一つが爆ばく発はつしてフライパンとまな板が真っ二つに割れて、おまけに台所が炎えん上じようして……その後片付けで今まで時間がかかって」

「はておかしいな。そのイリスも一時間前には登校してきていたが」

　ちょこんと席に座っているダ家メ政イ婦ドが。

「凪、遅ち刻こくはいけないと思います」

「てめぇぇぇぇぇ！　急にいなくなったと思ったら、主人の俺を差し置いてちゃっかり自分は登校してやがったのか!?　腹黒いにも程ほどがあるだろ!?」

「心配には及およびません。凪が留年するなら私もお伴ともする所存です」

「だから留年はご免めんだってんだよ！　なんで留年前提で話が進んでるんですかねえ！」

　……ああ、くそ。

　俺の素す敵てきな学園生活は、いつからこんな荒すさんじまったんだよ。
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「ただいま……」

「あらジール、遅かったじゃない」

　俺が玄げん関かんで靴くつを脱ぬいでる間にパタパタと足音が響ひびき、現れたのはラフなシャツの上からツナギを着たヨミ先せん輩ぱいだった。

「その様子じゃだいぶ絞しぼられた？」

「絞られたどころか、まさか今日からさっそく補講とは思わなかった」

　おかげで外はすでに真っ暗。

　カリキュラム通りの講義が終わって、放課後になって周りが部活に勤いそしんでる間、俺やいいんちょ、シィの三人は仲良く補講というわけだ。

「あら？　イリスは？」

「ん。まだ帰ってないのか？　あいつ名目だけはミカエルと同じ特待生だから、あの二人だけ補講も短めで許してもらってたぜ」

　ミカエルは複数の部活掛かけ持ちだから大おお忙いそがし。一方のイリスも、当然に我が家で家事があるからと言って先に帰ったのに。

「もうとっくに戻ってるかと思ったんだけどな。俺より一時間は先に帰ったのに」

「まだ帰ってないわよ。買い物か何かかしら？」

「いや、あいつに財さい布ふ持たせると危ないから俺が管理してる。……とか言ってるけど勝手に通つう販はんでショッピングしてたりするんだけどな」

　話しながら二人でリビングへ。

　当たり前だけど、ヨミ先輩のいう通りイリスの姿は見あたらない。ま、玄関にアイツの靴がない時点で間違いようがないんだけどな。

「捜しに行く？　あたし留守番してるわよ」

「あと一時間して戻らなかったらな。アイツのことだから身の心配はしてな──」

　と。

　家のインターホンが鳴ったのは、その時だった。

「お？　インターホン」

「あのお古なら直しておいたわよ。ついでに個人認にん証しよう機能と高画質カメラモニターもおまけで取りつけておいたわ」

「……さっすが」

　玄げん関かん脇わきに真新しいモニターが付いてたから何かと思ってたところだ。

「ただいま戻りました」

「おー、ようやく戻ったか」

　家の鍵かぎを開けて入ってくるイリス。

　てか、鍵持ってるんだからインターホン押す必要がないだろとツッコミを入れたいけど、どうせ真新しい機械を見つけた好奇心で押してみたんだろうな。

「どうしたんだ」

「凪の安全を守るため、軍学校アカデミーの周りを巡じゆん回かいしてました」

「なんだそりゃ？」

「凪の歩く通学路とて油断はできません。それに、帝国司令部から何人かが私たちを尾び行こうしてることも考えられました。結果としては杞き憂ゆうでしたが」

「……ああ。そういうことか」

　紫苑が言っていたことともつながる内容だ。

　帝国司令部は、すでにチビ聖女のプロジェクト・エデンの存在を知っている。その上で、俺やイリスにも話が来ている可能性があると推測を立てている。




〝司令部は全部お見通しってか〟

〝そこまで全能というわけではありません。ただ、あなたが極ごく秘ひ裏りにエルマリア神教界の聖女から話を受けているのでは、という推測が湧わきつつある段階です〟




　そんな俺の家に、よりによってヨミ先輩まで転がりこんできたんだもんな。

　そりゃ帝国司令部も気になってしょうがないか。

「ジールはそれ気にしてなかったの？　あたしがインターホンに高画質モニターつけたのだってそれが理由だし。あと家の周りに盗とう聴ちよう器きと小型暗視スコープとブザーも取りつけまくったわよ」

「それならチビ聖女にイリスを誘ゆう拐かいされかけた時点でやってるって」

　とはいえイリスを激げき怒どさせれば火傷やけどするのは帝国の方だ。それがわかってる帝国も滅めつ多たなことはできないわけで。

「とにかくだ、お前の方は遅おくれて帰ってきて何も問題はなかったんだな」

「はい」

「わかった。じゃあ俺は一週間分の講義ノートを写さなきゃいけないから。夕食と風ふ呂ろの準備は任せとく。すぐできるか？」

「もちろん、夕食は保存用の乾かんパンと氷砂糖です。今からでも食べられます」

「……ヨミ先輩が来た一日目だし、もう少しまともなの用意できないのか？」

「そうしたい気持ちはあるのですが、台所は朝食の時点で炎上し、ガス管も電気配線も燃えおちてしまった状じよう況きようなので」

「あー、そうだった……」

「凪、落ちこまないで。私がついてます」

「そのお前が台所を大爆発させたんだろうが!?」

「まあまあ二人とも。あたし乾パンって好きよ？　集中したい時にピッタリの食事よね」

「……頼たのむよ先輩。逆に落ちこむからそんな励はげまし方しないでくれ」

　補講資料がぎっしり詰つまった鞄かばんを抱かかえ、俺は自分の部屋へ向かったのだった。
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　翌日。

　昼休みを終えて午後最初の講義、教室にいるクラスメイトとは別べつ枠わくで、なぜか俺は物理実験室に呼びだされていましたとさ。

「……まさかこの場で留年通知が渡わたされるとかってオチじゃねえよな」

「安心なさい。そうであれば、わたくしまで呼びだされる理由になりません」

　自信満々に腕うで組ぐみして応こたえるのはミカエルだ。

「あなたと違って、この場の面々はちゃーんとユメルダ先生に口頭報告と簡易レポートを提出しましたもの。ね、シィ、いいんちょ？」

「うむ。その通りだ」

「あ、あの……すごく答えづらいんですが」

　シィといいんちょ。

　そしてもう一人、我らがダ家メ政イ婦ドさんも一いつ緒しよなんだけど。

「…………」

「おーい、イリス？　イリス？」

「……っ!?　は、はい。やっぱり立りつ方ぽう晶しよう窒ちつ化かホウ素の原子配列は美しいですよね」

「誰だれもそんな話してないだろ」

　こんな具合だ。

　昨日の夜も妙みようにぽかんとしてることが多くて、と思えば妙にソワソワし始めたりで、なんだか挙動不ふ審しんが続いてる。これは一度メンテナンスが必要か？

「で、俺らがここに集められたのは何だってんだ」

「補講というのは座学だけではありません。先週クラスメイトがやった化学の実験もやっておけとのユメルダ先生からのお達しがありましたの」

　第一実験室。

　そう記された扉とびらのプレートを指さすミカエル。

「軍学校アカデミーでの化学実験は重火器の弾だん薬やく調合がメインですわ。油断は禁物、わずかな手元の誤りが大事故に繫つながる。ゆえに先生からの指令で、わたくしミカエルが全体の進行管理を担当することになりました」

「ま、いつものことだな」

　生返事で答える俺だけど、内心、少しだけ安心していた。

　……ふぅん。

　……ミカエルの奴やつ、ようやく普ふ段だんの調子に戻もどってきたか？

　帝てい国こくから戻ってくる時は口数が少なかったから心配したけど、いざ軍学校アカデミーに戻ってきたらこの調子だ。早めに宝条軍学校に引き返してきたのが正解だったか。

「ミカさん、元気戻ったみたいです？」

「だな。元気ありすぎてうるさいのも困るけど」

　同じこと考えてたのか、シィが俺にこっそり耳打ちして苦く笑しよう。俺もそれとなく肩かたをすくめて相づちを打ってやる。

「さあ皆みなさん、用意はよろしくて？　実習の基本はチームワークですわよ」

　やる気に満ちた表情でテキストを配るミカエル。

「今日はスモーク弾だんの調合ですの。わたくしは全体の時間管理なので、残る皆さんで……そうですわね、一ダース分も作れば上出来だと思いますわ」

　スモーク弾ねえ。

　弾丸というよりは煙けむり玉だまに近いイメージがあるな。派手に煙を打ち上げて、それで色んな信号や暗号がわりにするっていう。

「……凪、これは全員で一緒に実験なんですか？」

　俺の横に並んだイリスが目を何度も瞬またたかせる。机の上には実験用ビーカーやらフラスコがずらりと並んでるんだけど、どうやらそれが珍めずらしかったようで。

「ほうほう。なるほど、これが材料」

　手にした薬やく剤ざいのガラス瓶びんをしげしげと眺ながめる元軍用人型機械体アンドロイド。

「でもこの瓶の中身がよくわかりません。『チタン四塩化物』ってなんでしょう」

「……まったくお前は。ちょっと振ふってみな」

　軍用人型機械体アンドロイドなら弾薬に使う化学薬品くらいインプットされてるはずだけど、肝かん心じんの知識だけピンポイントで抜ぬけてますか。

「ちゃぷちゃぷ音がします。液体ですか？」

「そうそう。空気に触ふれると化学変化起こして煙を出すからスモーク弾に使うの。でも結構な毒だからまだ開け……」

　かぽっ、と何かが外れる音。

「あ、開きました。黄色っぽい液体ですね」

「人の話を聞け──────────────っっ!?」

　ダ家メ政イ婦ドの手にした瓶の蓋ふたを大急ぎで閉める俺。

「シィ！　シィといいんちょにメインの調合は任せた！　俺とイリスは染料の調合やっておく。並行作業だ！」

「はいです。いいんちょさん！」

「任された。落ちついて準備するとしよう」

　手慣れた手つきで調合器具を準備する二人。さすが優等生二人、普段から講義を真ま面じ目めに聞いてるだけあって安心だ。それと比べてこっちのダ家メ政イ婦ドさんは……

「凪、染料というのは？」

「スモーク弾の色づけだよ。応おう援えん要よう請せいとか信号を送りたい時には煙に色をつけるの。今回は色の指定なかったし、とにかく煙に色がつけば合格じゃね？」

「わかりました。では私のオリジナルを披ひ露ろうします」

　嬉き々きとして染色用の調合薬を物色しはじめるイリス。

「えーっと、『凪色』に使うのは」

　おい待て。

　さっそく怪あやしげなこと言い始めたんですが。

「……俺色？」

「よく寝ねかした墨ぼく汁じゆうに唐とう辛がら子しと練りワサビを混ぜ合わせた色を想定しています」

「いや待て待て。俺色ならもっと爽さわやかな色だろ。こう……透すきとおった空色とかエメラルドブルーとか」

　青色系統のガラス瓶を集める俺。

　と。

「凪が、そら……いろ？」

　なぜか、ショックを受けたようにイリスが後ずさっていく。

「おう。俺にピッタリの色だろ」

「かわいそうに。剣けん帝ていにやられた傷が脳に深刻なダメージを与あたえていたんですね。今日の講義が終わったら病院に連れて行ってあげますから」

「どういう意味!?　俺のイメージ色が空色ってそんなヤバイのかよ!?」

「とにかくこれは没ぼつ収しゆうです」

　かき集めた青系統のガラス瓶が回収されていく。……ちくしょう、なんで主人の俺が家メ政イ婦ドから同情されなきゃいけないんだ。

「こらそこ、何をしてるんですの！　私語が多いですわよ！」

　カツッと硬こう質しつな足音を響ひびかせて近づいてくるミカエル。

「特にイリスさん、あなたそんなに染料のガラス瓶を集めて何をしてるんですの」

「スモーク弾の色づけです。テーマは凪色」

「……凪色ですって？」

　ぴくりとミカエルの眉まゆがつり上がった。

「凪、これはどういうことですの」

「あ、い、いやミカエルあのな……これは別に遊んでるわけじゃなくて」

「色が薄うすいですわよイリスさん！　凪色はもっとこう、どす黒い灰色に血のような赤を混ぜて、もっと邪じや悪あくかつ狂きよう気きっぽさを出していかないと！」

「おいぃぃぃっぃぃぃぃっっ!?」

　絶ぜつ叫きようをあげる俺を無視して次々と気味悪い色を混ぜていく人型機械体アンドロイド二体。……こいつら両方ともＡＩ壊こわれてるんじゃないのか。

「だから俺の色は爽やかな空色で──」

「違ちがいますってば。だから私のイメージではよく寝かした墨汁色がベースで──」

「もっと血なまぐさい色の方が──」

　染料の入ったガラス瓶を奪うばいあう俺たち。

　……ちくしょう。

　なんで人型機械体アンドロイドにまでこうもボロボロに言われなきゃいけないんだよ。
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　放課後、帰り道を歩きながら。

「今日は居残り講義が少なくて良かったですね」

「それはさておき、今日は理り不ふ尽じんに名めい誉よ毀き損そんを被こうむった気がするけどな」

　にこにこ笑え顔がおのイリス、かたや口をへの字に曲げた俺。

「でも凪が留年にならなそうで安心しました」

「宿題しっかりやるのが前提だろ。帰って猛もう勉べん強きようしなきゃいけないんで、悪わりぃが今日は構ってやれねぇぞ」

「わかりました」

　おや案外素す直なおじゃねえか。今日は早く帰れるからたくさん遊んでください、なんて言われるかと思ったけど。

「──と言いたいところですが、今日は私も用事があります」

「ん？　どうした。飯が無いならスーパーくらい一いつ緒しよに行くぜ」

「幽ゆう幻げん種しゆの反応がすぐ近くにあります」

「っ」

　ふり返ってすぐ、俺は自分の鈍どん感かんさを悔くやんだ。

　にこにこ笑顔だったはずのイリスが、実はその目がまったく笑っていなかった。口を一文字にひきしめて、気配を窺うかがうように周囲を見わたしていた。

「幽幻種がすぐ近くに？　おい、なら今すぐ周りに知らせないとマズイじゃねえか。宝条軍学校アカデミーに連れん絡らくしてサイレン鳴らしてもらわないと」

「まだ出現していません。出現予兆の反応だけが色いろ濃こく出ている状じよう況きようです」

「だったらなおのことだろ。もうすぐ現れるってんなら、早く避ひ難なん警報出さないと！」

「それもわかりません」

　小声でそう答えるイリスが首を横にふる。

「……どういうことだよ？」

「奇き妙みような現象が続いています。出現予兆の反応は昨日から捉とらえているのに、肝心の幽幻種がいつまで経たっても顕けん現げんしないんです。もういつ現れてもおかしくないのに」

「それは、その……お前の観測レーダーをすり抜けてるってことはないのか？」

「それも考えられます。しかし昨日、近きん隣りんで反応値の高い場所をくまなく探たん索さくしましたが、やはり出現した形けい跡せきはありませんでした」

「探索？　え？　だけどお前、昨日は俺らと一緒に居残りで──」

　言いかけた言葉が喉のどの奥で凍こおりついた。

　……そうだ、違う。

　……こいつは特待生ってことで俺より先に帰ったじゃねえか。

　だけど帰ってみれば先に家に着いたのは俺の方。それで心配してヨミ先せん輩ぱいと話してるうちに、夜になってようやく戻もどってきたんだった。




〝凪の安全を守るため、軍学校アカデミーの周りを巡じゆん回かいしてました〟

〝なんだそりゃ？〟

〝凪の歩く通学路とて油断はできません〟




「お前、なんで早く言わなかったんだよ！」

　街路のど真ん中だというのにも構わず、俺はイリスに詰つめ寄っていた。

「…………」

「黙だまってないで何か言えよ！　お前が強いのは知ってるさ。だけど、一人で戦おうとするのは本当にやめてくれ。そのままお前が帰ってこなくて、俺やヨミ先輩が後から気づいた時には手て遅おくれだったなんて……そんなの絶対俺は認めないからな。幽幻種じゃねえよ、お前のことを俺は絶対許さないからな」

　怒ど鳴なり散らすようにまくしたててしまう。

　違う、もっと冷静に諭さとしてやらなきゃいけないんだ。そう頭で思っていても、喉の奥から生まれたものは激情そのままの怒ど声せいでしかなかった。

「俺は……」

「凪が」

「？」

「凪が、そう言ってくれて私は世界一の幸せ者です」

　詰め寄った俺の手をとって、銀ぎん髪ぱつの人型機械体アンドロイドは自分の両手をそっと重ねた。

「ね？」

「……ね……じゃ、ねえだろ」

　なんでそんな、嬉うれしそうに笑ってるんだよ。

　なんでそんな、照れくさそうにはにかんでるんだよ。

「安心してください。凪が悲しむようなこと、私はしません。凪が生き残れというのなら、どんな苦しい戦いでも生き残ります。頑がん張ばりますから」

「だけどよ」

「昨日に関しては報告したとおりです。予兆だけが強いのに出現した経過が見られない。なので、昨日は本当に様子見のつもりでした。ただ街を走り回るだけなら凪の手間を取らせる必要はないし、私は人型機械体アンドロイドだから体力もありますので」

「…………」

「幽幻種が現れたら凪にすぐ連絡しますから！」

　にこやかな笑顔でイリスがさっときびすを返す。と思った直後には風のような速さで駆かけだして、次の交差点を曲がって消えてしまった。

　あっという間だ。

　俺が、声をかける間すらない。

「……ったく」

　ぼやくように呟つぶやいて、俺は再び自宅に向かった歩きだした。

　今から追っても間に合わないし、何よりアイツが自分からちゃんと報告してくれたからな。どういう理由でアイツが外出してるのかわかってさえいれば、たとえ帰りが遅おそくなった時にもすぐ行動に移れるわけだ。

　……だけど気になるな。

　出現予兆だけは強いのに、肝かん心じんの幽幻種が現れない？

　それってどういうことなんだ？




　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




「ねえジール、紗しや砂さから連絡とか無かった？」

　帰宅してすぐのこと。

　俺がリビングに足を踏ふみ入れるなり、テレビに釘くぎ付づけになっていたヨミ先輩が、はたと我に返ったようにふり返った。

「いや、連絡なんて特には」

「……そう」

「そもそも向こうの連絡先も聞いてねえしな。てか、あっちは国内じゃ伝説の聖女サマだろ。忙いそがしすぎて連絡する余よ裕ゆうもないんじゃねえのか」

「まあね」

　そう応こたえるヨミ先輩の視線は再びテレビへ。

　でも先輩がテレビなんて珍めずらしいな。帝てい国こくの研究所の部屋には置いてないっていうし、今の時世じゃ世界の最新情報なんてテレビじゃなくたっていくらでも手に入る。俺のだってずっと昔に買った中古品だし、先輩も見ないものだと思ってた。

「ジール、これ見て」

「ん？」

　ヨミ先輩が指さしたのはテレビモニター。

　そこに映るのは、何やら小さな黒い点の集合だった。最初は煤すすか黒こく煙えんだとばかり思ったけど、それが風もないので蠢うごめいて──

「！　これ……まさか！」

「つい二時間前から緊きん急きゆう報道されてるわ。場所はエルマリア神教界の西岸。帝国司令部の発表じゃ幽幻種の数は二〇〇〇から三〇〇〇個体だそうね」

　二時間前。

　ちょうど講義が終わった直後あたりか。そういえば今日の居残り講義があっさり終わって良かったなんてイリスと話したけど、これが原因の可能性は高い。

「それでチビ聖女か。で、どうなんだよ状況は……」

「このテレビじゃわからないわね。前線の状況なんて撮さつ影えいしてる余裕ないだろうし、この放送も遅ち延えんしまくりだもん」

「帝国の直営放送なのに？」

「そうよ。でもあいにく、紗砂から抗こう戦せん開始の連絡だけは私とツァリに届いてるのよね。それが五時間前。なのにテレビでの放送は二時間前。つまり遅延は三時間程度ってこと。エルマリア神教界からの連絡が遅おくれているのか、あるいは帝国が意図的にそうしてるかはわからないけどね」

「……くそっ」

　奥歯を嚙かみしめる。

　三時間の遅延。てことは、もうとっくに戦せん闘とうが終わってても不思議じゃない。救きゆう援えんに行きたくても間に合わない。

「イリスがいないのもコレと同じような理由かしら」

「ああ。……やっぱわかるんだな。さすが生みの親」

「テレビ見てようやくよ。紗砂から連絡があって、それでテレビ見てようやく、あ、昨日のイリスももしかしてってね」

　目はモニターに釘付けのまま、手元のドライバーで何かの部品を組み立てていく先輩。

「つぅか手元見ろよ。さすがに危ないんじゃないのか」

「そうね、じゃあテレビ消そっと」

　ブチッ、といきなり電源ケーブルを引っこ抜ぬいてしまう先輩。

「やっぱテレビはダメね。イリスの装そう甲こうの片手間にって思ったけど、ついつい作業の手が止まっちゃう。集中力も落ちちゃうし」

「……いいのか？」

「うん。凪が帰ってくるまでの繫つなぎのつもりだったし。紗砂から連絡があるまで待つわ。それまではあたしも作業に集中する。えーっと、Ｐ３ソケットはどこいったっけ」

　ソファーの上にちらばった工具たち。

　ちなみに、リビングの床ゆか一面には機き神しん装甲の設計書が何十枚っていう単位で敷しきつめられている状況だ。しかもこれ、全部先輩が手書きで書いたってんだから驚おどろきだ。しかも俺にすら読めない殴なぐり書きで。

「一応の確かく認にんだけど、ツァリからも連絡はないわよね？」

「ソッチもか」

「そ。武宮唐那国も幽ゆう幻げん種しゆを確認したそうよ。これジールが帰ってくる直前ね。ただ、実際に戦闘開始っていう連絡はまだないわ」

　……幽幻種が世界規模で同時発生？

　だとしたら帝国だって対岸の火事で済ませられる問題じゃない。それにイリスが感じとった気配がその前兆だっていうのなら。

「…………」

「考えすぎはよくないわ。あたしから帝国司令部にはこの件、伝えておいたから。お休み中にも仕事熱心なんて、あたしってば社会人の鑑かがみよね」

「……戦ってるんだよな。チビ聖女もツァリも」

　イリスもそう、幽幻種の気配を探さぐって街の中を走り回ってるに違ちがいない。ヨミ先輩だって仕事を休んでまで協力してくれてる。

　その中で俺は？　俺だけ補講なんかに集中してる場合か？

「くそっ……ああもう、どのみち集中して宿題なんかできるかっつぅの！」

　自分の部屋に戻るや、右みぎ肩かたに提さげていた鞄かばんを机の上に放ほうり投げた。

　制服のポケットから通信機を取りだして。

「ああもしもし、いいんちょか。俺な。ところで今日の補講レポート書いた？　ああ良し良し。なら明日あしたさ、授業始まる前に見せてくれ。なに、細かいとこ変えとけばバレねぇよ。頼たのむぜ。え？　イリスに着ぐるみ着せた写真で手を打つ？　そんなの本人に交こう渉しようしろっての。とにかく頼んだぜ、よろしく！」

「あ、おい凪──」

　何か言いかけたいいんちょを無視して一方的に通話を遮しや断だん。

　よし、とにかくレポートはこれで何とかなった。

「こっからだ」

　机の上に巨きよ大だいな方眼紙を敷いて、それが動かないよう貼はりつけて固定する。方眼紙にはあらかじめ銃剣ガンウエポンの基き礎そデザインがプリントされていて、その上から思ったとおりに追加のデザインを書き加えられるってわけだ。

「……こう」

　銃剣ガンウエポンの断面図をじっと見つめ、そこに鉛えん筆ぴつで新たな部品を書き起こしていく。

　要は二択たくだ。

　前回のように剣けん帝てい戦に特化した改造にするのか、それとも──

「できれば、今回は幽幻種だよな」

　とにかく広こう範はん囲いに。

　とにかく威い力りよくのある弾だん丸がんをまき散らす。つまりは火力特化の機構に造り直す。




〝もっと、もっと世界には、希望があるものだと思いこんでいた〟

〝今すぐ……セラが目覚めるその前に、穢歌の庭エデンを完全に凍とう結けつさせる〟




　セラ。

　あのチビ聖女がああも畏おそれる「何か」が穢歌の庭エデンにいる。それが幽幻種たちの主あるじであることだけは理解したつもりだ。そんな輩やからに、俺みたいなド素人しろうとの造った銃じゆうが通用するわけないんだろうけど。

「違ちげぇんだよ、チビ聖女」

　下した唇くちびるを嚙みしめて、俺は自分に言い聞かせるつもりで口にした。

「希望ってのは『有る』か『無し』かじゃねえんだよ。自分たちで『作る』のか『作らない』のかだ。そうだろ？」

　震ふるえる指先。

　小刻みに振しん動どうをくり返す鉛筆を方眼紙に押し当てて、俺は一心不乱に線を引き続けた。

　俺にだって出来ることがあると信じたい。

　遠い異国の地で、いまも身体からだを張って戦ってる仲間がいるんだから。




　その日──。

　イリスが帰ってきたのは、俺が疲つかれきってベッドに倒たおれ伏ふした後だった。

　結局、幽幻種は最後まで見つからず。

　だけどいまだ予断を許さないとのことらしくて、イリスは一晩中、徹てつ夜や常連のヨミ先せん輩ぱいの隣となりで待機らしい。

　……それを知って。

　……ベッドの上で仰あお向むけになったはいいものの、俺は一いつ睡すいもできなかった




　　　　３




　宝条軍学校アカデミーにて。

　登校してきたシィが、机で頰ほお杖づえをつく俺を見るなり目をみひらいた。

「せんぱい、目が真っ赤です!?」

「おーう」

　一晩寝ねられなかった挙げ句、クラスメイトより優に一時間は早く学校に到とう着ちやく。大急ぎでいいんちょのレポートを写したわけだ。もうこの時点で全体力を使った気がする。

「やっべぇ、一時間目から体育の授業だよな」

「はいです。今日は失神して倒れるまでマラソンさせてやるって言ってました」

「……いっそ素す直なおに気を失いたいよ」

　だけどあいにく、俺って体力ねぇ割に疲れて失神っていうのは経験ないんだよな。疲れて気を失うように眠ねむるってのはザラなんだけど。

「凪、ちょっとよろしいですか？」

　高らかに靴くつ音おとを響ひびかせて歩いてくるのはミカエルだ。……あーくそ。眠らなくてもいい人型機械体アンドロイドの身が今だけは羨うらやましいぜ。

「レポート、あなたいいんちょの丸写ししてましたわね。今日の朝見ましたわよ」

「ちょっと参考にしただけだって」

「そうは見えませんでしたけれど？」

　呆あきれ混じりの視線でこっちを見下ろす人型機械体アンドロイド。それでも普ふ段だんより声量を落としてくれてるってのは、こいつなりに俺のこと配はい慮りよしてくれてるのか？

「また何か企たくらんでますの？」

「またってのは何だよ」

「今のあなた、少し前と似てますわ。イリスさんを拾って修復してた頃ころと似てます」

　そう言われ。

　意識をぼんやりと濁にごらせていた靄もやが、一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んでいった。

「状じよう況きようは全然違うけどな」

「同じですわ。心ここにあらず、といった感じでしょう」

「……そう見えるか？」

　肩かたをすくめてみせる。

　と、不意にミカエルが俺の耳元に口を近づけて。

「エルマリア神教界と武宮唐那国の戦せん況きようなら、どちらも窮きゆう地ちを脱だつしたようですわよ。前線で敵勢力の侵しん攻こうを打ち破ったとのことですわ」

「っ！」

「ほらやっぱり」

　囁ささやいてきた彼女が、にやりと意地悪げな笑えみを浮うかべてみせる。

「ヨミ先輩そんなこと言ってなかったぞ」

「それはあなたが登校する前。今から二時間は前のことでしょう？　戦況は十五分あれば大きく変わります。そして、わたくしとて昔取った杵きね柄づかというか、培つちかった情じよう報ほう網もうは健在というわけですわ」

　イリスと同じ元軍用だもんな。

　なるほど。そっち経由で最新情報を逐ちく一いち調べ上げてるってわけだ。

「ただ、問題なのはむしろこちら側ですわね。向こう二国が襲しゆう撃げきを受けていて、帝てい国こくだけが難を逃のがれるなんて都合のいいことは考えない方が無難。そう思っていた矢先、案の定、今日は朝からイリスさんがいないようですが？」

「想像に任せるよ」

「ええ。わたくしの想像のとおり、と解かい釈しやくしておきますわ」

　自じ慢まんの赤あか髪がみをなびかせて背を向ける人型機械体アンドロイド。

「凪」

「ん？」

「心配事は山ほどあるようですが、根を詰つめすぎないように。人間のあなたは人型機械体アンドロイドと違うのです。休息を取るのも戦いの一つですわよ」

「ああ」

　背を向ける彼女に頷うなずいてみせる。

「悪ぃな。お前の全身メンテナンスも先延ばしになってて。時間見て、今も少しずつ準備してるから」

「……ですから、それをなぜ人前で言うのです」




　放課後。

　一通りの講義とホームルームが終わってすぐ。

　部活動仲間と待ち合わせする生徒、明日の休日のことで友人と話しあう生徒、会話の内容こそバラバラだけど、教室が一番騒さわがしくなる時間だ。

　それが──

「お前たち今日は帰れ。部活動の予定がある者、掃そう除じ当番の者も全員だ」

　一度は職員室に戻もどったはずの先生の一いつ喝かつで静まりかえった。

「各自、自分の通信機を肌はだ身み離はなさず持っておけ。睡すい眠みん時じはむろん、風ふ呂ろの時もトイレの時もだ。そのための耐たい水すい性であることを忘れるな。以上」

　それは指示ではなかった。

　上司から部下へ下される命令。そこには一いつ切さいの反論と疑問が許されない。

「……補講、無くなったです？」

「そのようですわね。ただ無くなった理由が理由ですわ。あまり手放しで喜べないと覚かく悟ごした方が良さそうですけれど」

　クラスの誰だれより先に立ち上がったのはミカエルだ。

「皆みなさん、ごめんあそばせ」

「うむ。俺たちも行くか」

　それに続いていいんちょ、いいんちょに続いて男子生徒が数人勢いよく席を立つ。それを見て、シィを含ふくむ女子全員と男子の残りが一いつ斉せいに立ち上がる。

　場の雰ふん囲い気きが重い。

　全員、理解したんだ。エルマリア神教界と武宮唐那国に侵攻してきた幽ゆう幻げん種しゆが、とうとう帝国にもやってくるのだと。

　……いや、「やってくる可能性が高い」の段階か？

　……確定していたら、このまま軍学校アカデミーでの待機命令が出されるはずだから。

「凪、お前も帰れ」

「はい」

　素直に教本を鞄かばんに詰め、鞄を肩に担かついで教室を後にする。

　少しゆっくり帰り支じ度たくをしただけなのに、もう廊ろう下かを歩いてる生徒は俺以外に見あたらない。ほかの教室もまるで抜ぬけ殻がらだ。

　……こんなに学校が静かな日、ほかにあったっけかな。

　そんなことを考えながら校舎を出て、正門を抜けて、街路へ。

「へえ。もう木の葉が赤くなってきてんのか」

　大きな車道に沿って植えられた街路樹。今はもう、茂しげみの端はし々ばしが黄色から赤く色づき始めている。

「最近帰るの遅おそかったり不定期だったりしてたからなぁ」

　毎日通る道なのに、俺は、真横に立ちならぶ街路樹に目を向ける余よ裕ゆうもなかったのか。それがこんな時に気づくなんて、な。

　そして。

　制服の胸むな元もとで、通信機から電子音が響いたのはその時だった。

「まさか！」

　幽幻種の襲撃？　ついさっき自宅待機命令が出てから十五分と経たってない。そんなにも状況は切せつ迫ぱくしてたっていうのか。

「もしもし」

「夜ご飯はカレーと焼き肉どちらがいいですか？」

「…………切るぞ」

「あ、ちょ、ちょっと!?　ああ、待って切らないで！　私です！　愛すべき家メ政イ婦ドロボのイリスですってば！」

　通信機の向こうから聞こえる慌あわてた声。

「お前な、こっちがどういう状況かも知らないで暢のん気きなことを」

「あ、いえ。予想はつきます。近きん隣りんの軍学校アカデミーが生徒に対して一斉に自宅待機命令を下したのは確かく認にん済みですので」

「だったら──」

「凪が、あまりに張りつめた声だったので」

「っ…………」

　思わず息が漏もれてしまった。

　図星というほかない。俺本人ですら否定する気も起きないくらいだ。

「……まあな」

「ご迷めい惑わくでしたら申し訳ありません。余計な気き遣づかいでした」

「いや、良い機転だった。お世辞じゃねえぞ」

　確かにそうだ。

　こうして話してて、強こわばった肩の力がすっと抜けていくのを感じる。

「おし、大だい丈じよう夫ぶ。それで何だ。途と中ちゆう報告か？」

「幽幻種の発生を確認しました。今のところ一体。単なるはぐれ個体でしたら良いのですが、斥せつ候こうだった場合は後続で次々と発生することから、どちらかを見み極きわめるまでは観察と追つい跡せきを重視したいと思います」

　はぐれ個体か斥候か。

　幽幻種の侵攻規模を予想する上で重要視される確認だ。

　はぐれ個体っていうのは、群れずに単体で人を襲おそう一いつ匹ぴき狼おおかみ。コイツの場合は別に群れるわけじゃないからさっさと倒たおしてお終しまい。

　問題は斥候だった時だ。

　こいつは何百体、何千体っていう幽幻種の群れのいわば様子見役。

　つまりコイツ一体を倒してさあ帰ろうって帰った場合、その帰路で何千体っていう数の幽幻種に後ろから襲われることになる。だから斥候と判断した場合、すぐに応おう援えんを呼ばなくちゃいけないんだ。

「判断が困難である場合が予想されます。そのため、判断に迷った場合の最終決定をお願いしたいのです。危険を伴ともなう作業になりますが」

「なに言ってんだよ。いいから場所は？」

「Ｅ47地区です」

「──スラムか」

　Ｅ47地区、通つう称しようスラム区。

　ボロボロの道路と崩くずれかけのビルが建ちならぶ荒こう廃はいしたエリアだ。

　大昔の戦争で公共施し設せつが徹てつ底てい的てきに破は壊かいされて以来、住民が隣りん区くに移住した結果ゴーストタウンになっている。

　……俺とイリスが最初に幽幻種と出会った場所だ。

　……あの時はイリスが家出して、それを探しに捜さがし回った末にたどり着いた。

「懐なつかしい場所ですね」

「まだそんな昔でもねえだろ。とにかく俺もすぐ行く。入口は例のトコでいいんだよな。鉄てつ条じよう網もうで封ふう鎖さされてて、一いつ箇か所しよだけ鉄門もん扉ぴが開くようになってる場所」

「そこで待機しています」

「よし、待ってろ！」

　通信機を握にぎりしめたまま走りだす。

　不幸中の幸いだ。ここなら家から走るよりだいぶ早い。

「あえて言えば銃剣ガンウエポンが重いってのは、どうしようもねえよな」

　自宅待機のせいで学校管理の銃じゆう器きは全すべて持ち帰りだ。

　おかげで鞄にくわえてウェストポーチには弾だん薬やく、そして何より、トランクケースにはずっしりと重量のある銃剣ガンウエポンが格納されている。

「くそ、こういう時はシィの自動拳けん銃じゆうが羨うらやましいぜ……」

　乱れる息を必死で堪たえながら街路を駆かけぬける。

　走ること十分近く。

　立ち入り禁止の黄色テープが貼はられた門扉が見えてきた。

「さて、と……」

　ギィッ。

　錆さびついた鉄門扉をこじ開ける。

「いつ見ても廃はい墟きよ同然だよな。いい加減手を入れりゃいいのに」

　道路の舗ほ装そうは全て剝はがれおち、足あし下もとは雑草の生えた土の地面。並び立つビルの壁へき面めんには黒い亀き裂れつが何本も走り、今にも倒とう壊かいしそうな雰囲気だ。

「んで、肝かん心じんの我が家の──」

「凪！」

　噂うわさをすれば何とやらだ。

　二つ先のビルの陰かげから、銀ぎん髪ぱつの家メ政イ婦ドが小走りに駆けてくる。

「よぉ。で？」

「結論から報告します。三分四十秒前、観察していた個体が人家を襲うそぶりを見せたため、やむなく迎げい撃げきしました」

「……なんだ、もう討とう伐ばつした後ってか」

　俺の到とう着ちやくが遅かった。

　斥候なら後続の大群を待ってから動きだすはず。としたら、今回のは単なるはぐれ個体である可能性が高いわけだ。

「確認しとくけど、もう残ってないよな」

「出現した個体は討伐したはずです。現れたのも一個体だけ……のはず、です」

　なんだ？

　妙みように歯切れの悪い言い方でイリスが言いよどんでる。表情もなんだか浮うかない感じだし、今こうして話してても落ちつき無くあたりを見回している。

「何だ何だ。討伐したはずとか、一個体だけのはずとか、ハッキリしろって」

「…………凪、こちらへ」

「ん？　お、おい!?」

　俄が然ぜん、俺の手首を摑つかむやイリスが大おお股またで歩きだした。

「どうしたんだよおい」

「こっちです。向こうのビルを曲がってすぐのところ」

　砂じや利りと瓦が礫れきがまざりあった道を進んでいく。そうして俺がイリスに連れられた先には、嫌いやというほど見慣れた光景が待っていた。

　──腐くさりはてた地面。

　──融ゆう解かいしたビル壁かべ。

　幽幻種が通過した跡あとだ。汚お染せんされた地面からは、今も奇き怪かいな濃こ紫むらさき色の煙けむりがぶすぶすと立ちのぼっている。

「ここにいたわけか」

「はい。私が倒した個体です。この痕こん跡せきから気づくことはありませんか」

「ん？　気づくこと？」

　そんなこと言われたってな。

　幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきに汚染された地面が腐る。さらに周りのビル壁も何もかもが溶とけおちているのも、俺は嫌というほど目にしてきた。これもまったく同じで──

「……あ、いや待て」

「はい」

「…………」

　幽幻種が通過した跡を穴が開くほど見つめる俺。

　抉えぐられた地面からは、今も魔笛の霧きりが色いろ濃こく立ちのぼって……

「っ！　そうだ、この煙だよ！　なんでお前が倒したはずなのに、こんな長いこと魔笛だけ残ってやがるんだよ！」

「幽幻種を倒しても、その魔笛がいつまでも消しよう滅めつしないんです」

　イリスの返事は早かった。

　まるで、俺がそう叫さけぶのを知っていたかのように。

「凪も知っているように、倒された幽幻種はただちに消滅します。その身体からだを覆おおう魔笛も、本体とともに速すみやかに消滅するはずなのですが」

「……それが消えないってのか？」

　いや、だけど待て。

　俺が見てる今も、少しずつだけど魔笛の煙は薄うすくなってないか？　いつもより消えるのに時間かかってるのは確かだけど、それだって待ち続ければ。

「魔笛の反応は依い然ぜんとして強い数値を示しています」

　はっきりと。

　俺の淡あわい期待を打ち砕くだいたのは他ほかならぬイリスだった。

「いえ、むしろ上空にうずまく魔笛の数値は上じよう昇しようしている。これ自体は、たとえば大群の侵しん攻こう直前時にしばしば見られる現象なのですが、私が観測しているのは世界規模での反応値だというのが問題です」

「…………」

　エルマリア神教界。

　そして武宮唐那国。

　世界三大国のうち、すでに二か国で大規模な侵攻を受けていることを俺は知っている。そしてイリスの観測データが正しいなら、今から起きることはつまり──

「それは──」

「それは──」

　俺とイリスの声が偶ぐう然ぜんにも重なり唱和した、その時だった。

　全てが──

　俺もイリスも。

　見上げるほど巨きよ大だいな建物も、その建物を支える大地も何もかもが。




　世界が、『夜』に塗ぬりつぶされた。




「…………え？」

　一いつ瞬しゆんで影かげになった空を見上げ、俺は目を瞬またたかせた。

　なんだ、何が起きた。うっすらと夕暮れに染まりかけていた上空が、夕暮れも日にち没ぼつも省略されていきなり真夜中のような暗さになっただと？

　雨雲？

　いや、こんな一瞬で、しかも見わたすかぎりの黒雲なんてありえない。

「雲……じゃない？」

　雲じゃない。

　見み渡わたすかぎりの空を黒く塗りつぶしたのは、もっと別のものだ。じゃあ何かと言われればすぐには思いつかないけれど。

「来る」

「……え？」

「扉が開きます」

　上空を睨にらみつけるイリスが目をみひらいた。

　そばにいた俺が、横顔を眺ながめるだけでぞっとするほど強ばった表情で。声を掛かけようと思う気持ちすらわかずに、ただただどうしようもなく、俺もイリスと同じように真っ黒な上空を睨みつけて──。

　そして。

　俺は、俺とイリスは、『その瞬間』を目撃した。




　────ピシリッ




　崩ほう壊かいの音。

　ガラスに罅ひびが入った時のような、あの硬こう質しつで無機質な音がこだました。

　……俺は。

　……前にも、同じ音を聞いたことがある。

「空が、壊こわれていく……？」

　ひび割れていく。

　俺とイリスの真上の空が、無数の亀裂とともにひび割れたんだ。黒一面の空だったはずの空間に亀裂が生じて、その向こうには鮮せん血けつのように真っ赤な世界。

　真っ赤な世界。

　否いな、それら全てが幽幻種の眼めであるとチビ聖女から聞いた。

　あの時は夏休みにクラスメイトでホルン海岸に出かけて、そこでイリスを狙ねらうチビ聖女から脅おどしめいた交こう渉しようを受けたんだっけ。

　その時に同じ光景を……

「いや、違ちがう」

　あの時に見た『扉』は、遥はるか向こうの空の一部がひび割れたものだ。

　それが今はどうだ。真上の空から遥か地平線の彼方かなたまで、その亀裂がどこまでも続いているじゃないか。

　世界の端はしから端を結ぶ亀裂。

「あの割れ目から……出て……くるっていうのかよ」

「────」

　イリスは答えない。

　その双そう眸ぼうを針のように細め、頭上に起きた天変地異を睨み上げていた。

　が。

「凪、帰りましょう」

「……へ？」

「ここにいても無む駄だです。帰って作戦を練りましょう。速すみやかにヨミに連れん絡らくし、紗砂ちゃんやツァリと話し合いを持つべきです」

　やおら、何の前まえ触ぶれもなくひょいと背を向けて歩きだした。

「え、ちょ？　ちょっとおい!?」

　慌あわてて後ろを追いかける俺。

　あまりに唐とう突とつだったもんだから優に二、三秒は思考が止まってたぞおい。

「私たちが見ているのは顕けん現げん前の予兆です。実際の侵攻までは優に一日以上の猶ゆう予よがあると思われます。それに、もし守備を固めるとしても人口密集地です。ここはもともと廃はい墟きよ同然ですので優先度は低いかと」

「お、おう。そうなのか」

　なんだ、まだ一日以上は侵攻されないってわけか。

　なら避ひ難なんする猶予もたっぷりある。ついつい反射的に胸をなで下ろそうとして、はたと、俺の脳のう裏りをチビ聖女の声がよぎっていった。




〝何体……いるんだよ。あの赤い空みたいなのが、全部幽幻種の眼だってのか〟

〝顕現しきればわかるわ。でも一時間前の感知だから、せいぜい数百から数千個体。もっと桁けたが大きくなれば二時間前でも観測できるから〟




　……ちょっと待て。

　数百から数千個体って規模でさえ、予兆から一時間後にはすぐ顕現だぞ。

　これが一桁増えた時には二時間前には観測できる。

　だとしたら。

「…………」

　つっ、と汗あせが頰ほおを伝っていく。

「二十四時間以上も前から観測できるって……おい、冗じよう談だんじゃねえぞ。どれだけの……数の幽幻種がやってくるんだよ」

「力を蓄たくわえていたのは人間だけではなかった。そういうことになります」

　そう言うイリスの口調は穏おだやかだった。

　まるでこの日が来ることを知っていたように。いや、覚かく悟ごしていたように。

「イリス、お前──」

「戻もどりましょう。帝てい国こく司令部の大型観測機も上空の波長は捉とらえているはずです。ヨミにも当然その連絡は行ってるはずだから」

　俺の返事を待たずに歩きだす銀ぎん髪ぱつの人型機械体アンドロイド。

　あまりのことに頭が呆ぼう然ぜんとなって、俺は、家につくまで何一つイリスに声をかけることができなかった。




　　　　４




　その夜。

　周りの家がすっかり消灯したなか、我が家だけが煌こう々こうと明かりを灯ともして。

「ふふふ、さあイリス。年ねん貢ぐの納め時よ」

「ね、年貢なんて知りません！　いつの時代の表現ですか！」

「そんな細かいことどうでもいいの。さあ、そんなヒラヒラした家メ政イ婦ド服なんて脱ぬいじゃいなさい。ほら、その靴くつ下したもショーツも何もかも脱ぎさるのよ。一糸まとわぬあなたの姿を見せてみなさい！」

「いや、や、やめて！　だ、だめです。さすがの私もこんなやり方は──」

「…………」

　リビングにて。

　俺は、ダイニングテーブルに頰ほお杖づえをついて目の前の取っ組み合いを眺めていた。

「いい、可愛かわいいわよイリス！　やっぱり似合うじゃない！」

「や、だからって力ずくで脱がさ──」

「なに？　聞こえないわ？　それより動くと危ないわよ。今からドリルで胸むな元もとと脇わきの下の螺旋螺子ボルトを固定するんだから」

「ああうぅぅぅ……」

　リビングのソファーでもつれ合う女二人。

　仰あお向むけに倒たおれたイリスが泣きそうな表情で必死の抵てい抗こうを続けてて、それを馬乗り状態のヨミ先せん輩ぱいが力ずくで押さえこむ恰かつ好こうだ。ちなみにソファーの下には、イリスが身につけていた下着があまりに堂々と落ちていたりする。

「あー、前にもこんな光景あったよな」

「凪、そんな呆あきれた目で見てないで助けてください！　我が家の家メ政イ婦ドの危機ですよ！」

「すぐ終わるんだろ。じっとしてろって」

「うぅ……」

　顔を真っ赤にしてうつむくダ家メ政イ婦ド。

　そんな彼女に、何やら銀色を基調とした装そう甲こうをあてていくヨミ先輩。金属板と精密機器が合わさった機械装甲らしいけど、それを次から次へ、イリスの身体からだに押し当ててサイズの最終調整をしながらの装着というわけなんだとか。

「──よし、できたわ」

　額の汗を拭ぬぐってヨミ先輩が満足そうに立ち上がる。

「どう、イリス」

「…………」

　おそるおそるソファーから立ち上がる銀髪の少女。

　つい夕食時まで家メ政イ婦ド姿だったのが、いまは足先から首もとまで銀色に輝かがやく機械鎧よろいだ。
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　黒のラバースーツを下に着き込こんで、その上には重厚な金属と精密機械を重ねるように組み合わせた装甲をまとっている。

　──機神装甲。

　──以前にヨミ先輩が作ったものの完成版だ。

「で、どうなのイリス？」

「接続具が補強されている時点で素晴らしいと思います。以前のものも装甲の耐たい久きゆう力は十分でしたので、これで非の打ち所がない鎧になったかと」

　鈍にぶく輝く装甲をまとって頷うなずくイリス。

　とはいえ、まだちょっと頰が赤いのは普ふ段だんから着慣れてる服じゃないからだろうな。こればかりはさすがに慣れだ。

「凪、いかがでしょう」

「…………」

「凪？」

「……ああ、いや、なんていうのかな。お前が言ったのと同じで装甲の強度とか出で来き映ばえ自体は最初から俺も疑ってねぇよ。なにしろヨミ先輩の自信作だからな」

　機神装甲。

　元は剣けん帝ていとの戦いに備えてというのが前回のコンセプト。

　それがここ数日で鎧の素材、機能性、拡張パーツ全すべてを一新し、対幽ゆう幻げん種しゆに特化したコンセプトへと生まれ変わったのが今回だ。

「間に合ったって考えていいんだよな……って」

「やれることはやったわ。あたしが本気で徹てつ夜やして本気で取り組んだのなんて久しぶりよ。それくらい久々の自信作だもん」

　コツ、とイリスの肩かたパーツを叩たたいてみせるヨミ先輩。

「でも、それで戦せん況きようがどれほど変わるかしらね」

「……やっぱそうなのか」

「紗砂とツァリ、二人から連れん絡らくがあったわ。今のところ二人とも元気とのことよ。うん、今のところはね」

　重苦しい溜ため息いきをついて彼女がリビングを横断。壁かべ際ぎわまで歩いていった彼女が、ふと閉じきったカーテンを開いて窓ガラスに手をついた。

　真っ暗な夜の帳とばり。

　どこまでも薄うす墨ずみ色いろに塗ぬりつぶされた天上と──その大空を引き裂さく、真っ赤な空の亀き裂れつがそこにはあった。

「……イリス、あと二十時間後って言ってたわよね」

「はい。現状じよう況きようでも同様の予測値です。正確に言えば、十九時間十分後から二十一時間七分後の間に現れる可能性が95パーセントに達しています」

「紗砂も同じことを言ってたわ」

　空に生まれた赤い扉とびらを睨にらみつけるヨミ先輩。

「あの趣しゆ味み悪い空の割れ目から無数の幽幻種たちが降ってくる。今の予想だと数千万個体から数億。もしかしたら兆に届くかもしれない数の怪かい物ぶつたちよ」

「桁けたがでかすぎて現実感わかねえよ」

　窓ガラスの向こう。

　星明かりよりも煌々と紅あかく輝く空の亀裂。あの空の端はしから端まで延びた紅い光が、チビ聖女に言わせるなら全て幽幻種たちの眼めなんだという。

　あれが、一いつ斉せいに世界中に降ってくる。

「さて、どうするってか」

　下した唇くちびるを嚙かみしめて俺は呟つぶやいた。

　帝国司令部の対応は、ある意味で極きわめて迅じん速そくだった。帝てい都との巨きよ大だい観測機がイリスと同様の出現予測をはじき出したのとほぼ同時刻、帝国内全土に非常事態宣言を発令。

　一いつ般ぱん人はエリアごとに指定された巨大シェルターに退たい避ひ。

　ただ帝国の全人口が動けば管理もままならないわけで、今は大陸の北部から順番にシェルターへの退避が始まってるらしい。順調に進めば俺たちのエリアも今日の明け方か、遅おそくとも昼までには退避命令が出される予想だ。

「退避して、それで何とかなるって思ってんのかよ」

「まあ十中八九思ってないでしょうね」

　あっけらかんとした口調で答えたのはヨミ先輩だ。小声で呟いたつもりだったけど、思いのほか大きな声で喋しやべってたのか。

「かといって情報操作じゃごまかせないって悟さとったんでしょ。上の真っ赤な亀裂、世界中で観測できるわ。幽幻種の侵しん攻こうが近いくらいのことは嫌いやでもわかるもん。帝都でも、たぶん結構な数の住民が司令部に殺さつ到とうしたのよ。あの空の亀裂は何だ、って」

「失礼します。帝国司令部から情報開示です。七分前に、北部第七十二区から第八十区までの住民が退避完かん了りよう。じきに中部エリア第一区から第九区までの退避を開始するとのことです」

「早いな？」

　イリスの報告は、帝国の退避スケジュールを上回る。

　そこから考えられることは一つ。住民自身がそれだけ早い退避を望んでいるってことだ。家財なんか持ちだすことすら考えてなくて、非常用リュックだけ担かついでやってきてるんだろうな。

　とにかく身の安全が第一。それは絶対に間ま違ちがってない。

　……だけど。

　……身の安全だって、それもどこまで帝国司令部は保証できる？

「軍用人型機械体アンドロイドと機き神しんが五体。ああ、紫苑もいないから四体だよな。あとは人間の傭よう兵へい部隊と軍人たちか」

「私もいますよ？」

　はいはい、と手を上げるイリス。

　たしかにヨミ先輩の機械装甲をまとった姿は、なんだか戦いくさ乙女おとめっつぅか勝利の女め神がみっていうか、ちょっと神こう々ごうしいくらいの雰ふん囲い気きがにじみ出てる。

「わかってるって。単に正規軍の戦力挙げただけだっての」

「それなら軍学校アカデミーの生徒も入りますか？」

「……わかんね」

　イリスに真正面から見つめられ、俺は素直に肩をすくめてみせた。

「ユメルダ先生から待機命令出てるけどずっと放置だからな。今まさに校長室に教官総出で夜通し会議ってとこなんじゃねえの」

　ただ、遅かれど防衛命令はいずれ下されると俺は踏ふんでる。

　この戦いに勝敗なんてない。

　もしイリスの出現予測どおりの数の幽幻種が侵攻してきた場合、いやその十分の一でも同じだろう。世界規模で人類と幽幻種の最終戦争が起きて、たとえ戦いに勝ったとしても、この大地も海も何もかも魔ま笛てきに汚お染せんされた死の大地に変わり果てる。

　要は、そんな未来をどこまで回かい避ひできるかの戦いなんだ。

「まだ確実じゃないけど、軍学校アカデミーの生徒だって一人残らず出兵だろうさ」

「そうですか」

「浮うかない顔だな？」

「はい。私やミカエルさんは例外として、宝条軍学校の生徒はほとんどが人間です。凪を含ふくめ、やっぱり学生にまで防衛命令が出るのでしょうか……」

　じっと俺の目を見つめるイリス。

　本当は凪あなたにもシェルターに避ひ難なんしてほしい。そう訴うつたえる意志が無言でも明確に伝わってくる。そんなまなざしで。

「言いたいことわかるけどよ、お前一人で戦いきれる数か？」

「……それは」

「厳密に言えば軍学校アカデミーの生徒は正規兵じゃねえよ。でも四の五の言える場合じゃないだろ。今回はもうそんなこと言ってらんねえんだ。敵の数が圧あつ倒とう的てきすぎる」

　無理だ。

　いくらコイツが機神の中でも最上位だからって出来ないことはある。

「め、命令してもらえれば！　私……凪に命令してもらえればどんな相手だって……！」

「それで自分が死ぬまで戦い続ける気か？」

「っ！」

「アホ言ってろ。絶対ご免めんだね」

　すがるイリスを、俺はキッパリとはねのけた。

　……そうだよ。

　……お前はきっと、俺を守るためなら自分がぶっ壊こわれるまで平気で戦う奴やつだ。

　……ぶっ壊れる最後の瞬しゆん間かんまで、俺を守れたことを誇ほこって、笑って死んでいく奴だ。

　そんなの。

　そんなの誰だれが認めるっていうんだよ。

「だけど、私は機械です！　たとえ壊れたって何度でも直して──」

「やめなさいイリス」

　じっと口を閉じていたヨミ先せん輩ぱいが、静かに、けれど凄すごみのある口調でそう言った。

「壊れたから直せばいいわけじゃないの。ジールはね、あなたが壊れることそのものが嫌なのよ」

「…………」

　イリスが無言で顔を伏ふせる。

　ぎゅっと拳こぶしをにぎって肩をふるわせて。その姿があまりに弱々しく儚はかなく見えてしまって、俺はそれ以上何も言う気が起きなかった。

「あと十九時間とちょっと、か」

　時計の針は進んでいく。

　こうしている間にも。何一つ、こんな状況を打開できる案も思い浮かばないままで。

　戦いに負けて滅めつ亡ぼう。

　戦いに勝っても、遠からぬうちに滅亡。

　そんなどうしようもない二択たくしか、俺の情けない思考力じゃ浮かばない。

　……くそ、考えろよ。

　……単なる真っ向勝負じゃお先真っ暗なんだ。

　と。




『情けないわよ駄だ犬けん！　そんなしょぼくれた部下を持った覚えはないわ！』




「うわっ!?」

　あんまり突とつ然ぜんで思わず声が出た。

「な、なんだよおい。電話か!?　テレビか!?」

　慌あわててリビングを見回してみるけれど、どちらの電気器具も点灯していなかった。ならなんだ。まるで頭の中に直接話しかけられたように声が聞こえてきた。

「紗砂ね」

「紗砂ちゃんの念話です。エルマリア神教界からでしょう」

　落ちつきはらった様子で腕うで組ぐみするヨミ先輩、その仕草に頷うなずくイリス。……なんだよ、驚おどろいてるの俺だけなの？

『ヨミ、そっちはどう？』

「テレビ報道の通りよ。もう人口の三分の一くらいシェルターへの退避が終わったみたい。ここの地区も明け方には声がかかるでしょうね」

『警備とか傭兵はどうなの？　もうそこら中に配置されてる感じ？』

「えーと、それは……」

「まだ配置態勢の検討中だろ。飛空艇ていさえありゃ三時間で帝国の端はしっこまで兵の輸送ができるし、昼までには決まるんじゃねえの？」

　口ごもるヨミ先輩にかわって答える俺。

　こういう大規模戦せん闘とうにかぎらず、真っ先に決めるのは最終目的だ。そいつに従って戦略が決まり、戦略が決まってから兵の配置が決まる。だけど今回の場合はその最終目的で意見が割れてるんだろうな。

　人民の命を最優先か、幽ゆう幻げん種しゆの殲せん滅めつを最優先か。

　普ふ段だんなら圧倒的に前者優先だけど、今回だけは後者をおろそかにできない。

『つまりまだ決まってないと』

「ああ。この期ごに及およんでって感じだけど、まだしばらくかかるかもな」

『なるほど。なら話は届いてるわけね。エルマリア神教界ウチの提案だからまるっきり無視されるかとも思ったけど、帝国が決断に迷うくらいは検討してもらえてると』

「ん？」

　なんだその反応。

　こんな時だってのに、妙みように納なつ得とくしたような言い様じゃないか。

『もう一つ駄犬に確かく認にんよ。いまの帝国は民衆が退避してガラガラってことね。国境付近の警備とかも当然にガラ空きでしょうね？』

「完全に無人てわけじゃねえだろうさ。でも今さら国境の通過チェックしても意味ねぇだろ。大部分は退避してるんじゃねえの」

『よしよし、いいわ。なら作戦はそのまま続行ね』

「……作戦？　いや、そう言われても俺らには伝わらねぇぞ」

　眉まゆをしかめてみせる。

　こんな時に帝国の配置態勢や国境警備なんて普ふ通つうは気にするか？　コイツが何も考えずに聞いてくるわけないし。だとしたら何かあるんだろうけど。

『ツァリが九時間後に帝てい都とに着くわ。そこでツァリと合流なさい。合流してもまだ司令部が決断を渋しぶってるようなら、ツァリとイリスでもって司令部の連中を片かたっ端ぱしから縄なわにかけて司令部を乗っ取るの』

「こんな時にクーデター!?　アホか、人間同士で仲間割れしてる場合じゃねえだろ！」

『必要なことなのよ』

　おい。

　あっさりとんでもねぇこと言いだしましたよ、この聖女さんは。

『とにかく私も十二時間後には帝都に着くから。それまでに帝都の戦力を私が掌しよう握あくできる態勢にしておきたいのよ。ツァリが到とう着ちやくしてから三時間もあるし、イリスもいれば余よ裕ゆうでしょ』

「待て待て待て、いや、まあ……できないとは言わねぇよ。帝国司令部もこんな時に人間が押し入ってくるなんて考えてないだろうし。だけどその先はどうすんだ。司令部の人間を縛しばったら誰が司令官やるんだって話になるだろ」

『指示はヨミが下せばいい。軍事知識は横から駄犬が口出しすれば全部解決よ』

「……マジで？」

『私はいつだって大まじめよ。とにかく説明は後回し。どっちみちこの準備が出来ないと作戦を伝えたって意味ないんだから！　じゃあね、頼たよりにしてるわよ！』

「あ、お、おい──」

　そう叫さけんだ時には既すでに遅おそし。チビ聖女が一方的に念話を遮しや断だん。俺の声は、単に天てん井じようの壁かべにあたって跳はね返っただけだった。

「……あんの野や郎ろう、言いたいことだけ言って逃にげやがって」

「紗砂ちゃんは野郎じゃないです。女の子ですよ？」

「そこはいいんだよ。とにかく何がしたいのかサッパリわかりゃしねえっての。それに、ツァリが来るのはもう確定してるのか？　あいつ名目上は皇こう帝てい直属護衛だろ。そんな重役がこのタイミングで帝国行きだなんて大混乱になるぞ」

「それくらい重要な作戦の一いつ環かんなんでしょうね」

　再びテレビをつけながら、ヨミ先輩。

　次々とテレビの映像を切りかえる彼女の指先が、武宮唐那国の映像が映った途と端たんにぴたりと静止した。

「武宮唐那国だけじゃないわ。エルマリア神教界だって、この一大事に紗砂という聖女が自分の国を抜ぬけだすなんてまず許されないでしょ。それを承知しておきながら決行するくらいだから、それこそ……」

　そこまで言って口をつぐんでしまう。

「なんだよ、一番気になるところで止めないでくれって」

「明日あしたになればわかるわよ。それより行くのか行かないのかジールが決めてちょうだい。あたしとイリスはそれに従うから」

「俺か……」

　ツァリが九時間後に帝都。

　そうすると、今が夜十一時だから朝八時に到着ってことか。

　わざわざ国境を越こえてくるツァリと比べれば距きよ離りも近いように見えるけど、実際には朝一番の高速列車に乗らないと間に合わない。こんな時だから駅舎は空すいてるだろうけど、ウチから駅舎まで一時間はかかる。

「朝一番の列車だと、確か五時台のがあったよな。そうするとチケット確実に押さえるのに一時間前には窓口に並ぶだろ。ウチから一時間はかかるから、朝三時には家を出るわけだ。今から銃剣ガンウエポンの最後の手入れとかあるし、普通に荷物の支し度たくもあるしで……これ徹てつ夜やコースじゃねえか」

「軍学校アカデミーの方の待機命令はどうしますか？」

「あー……それもあったか」

　まじめな顔つきのイリスの指し摘てきに、俺は頭を抱かかえこんだ。

　ユメルダ先生からの待機命令。この非常事態、俺だけ召しよう集しゆう命令に逆らって勝手に帝都に行ったなんてことになるとすれば。

「下手すりゃ、つぅか下手しなくても処分確定だよなぁ、どう考えても」

「どうしますか」

「どうしますって、お前そりゃ……」

　俺を見つめる我が家のダ家メ政イ婦ド。そこに特段の意志はない。ただ純じゆん粋すいに、主人の決定を待つ人型機械体アンドロイドの少女がいた。

「…………」

　その深しん紅くの双そう眸ぼうをどれだけ見つめていただろう。

　ふっ、と俺は小さく苦く笑しようしてみせた。

「頼りにしてるわよ、なんて言われちまったからな」

「はい。紗砂ちゃんは確かに言ってました」

　イリスがふっと微ほほ笑えんだ。

　俺の、まさにその言葉を待っていましたと言わんばかりの笑顔でもって。

　──そうとも。

　──あの傲ごう慢まんワガママ極きわまりないチビ聖女が、俺に、頼りにしてるだなんて。

　行かないわけにいかねぇだろ。

　あの小生意気な聖女が、自分のプライドを捨てて俺に頼たのんできてる。それに気づいてしまったら、もう見て見ぬフリなんてできないから。

「朝三時には出発するぞ。俺も二時半には準備済ませておくから、イリスはヨミ先輩の準備の手伝いしてやれ」

「は、はい！」

　ピシッと背筋を伸のばしてイリスが返事。

　それを後しり目めに見届けるや、俺は足早に自分の部屋へと歩きだした。
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　その一時間後。

　つまりは深夜零れい時ちょうど。

　宝条軍学校アカデミーの教官から、全校生徒の通信機に一いつ斉せいに命令が下された。




『情報レベルＢ（情報制限）

　帝国司令部より指令。

　本校に所属する全校生徒は、本日〇六：〇〇、本校への参集を命ずる。

　一年生は本校正門前。

　二年生は本校校庭。

　三年生は本校各教室。

　個別携けい帯たい品は、配布済みのマニュアルを参照とする。

　なお、特とく殊しゆ事情により参集が遅おくれる者は、その旨むねを本日〇五：〇〇までに担当教官まで連れん絡らくすること』
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「……あー、ミカエル？　俺だよ俺。とにかくさっき連絡したとおり、俺とイリスちっと用事で参集できないっぽい。そっち任せたから。え？　なに理由？　いいんだよ、大したことじゃないって」

『ちょ、ちょっと凪!?　あなた何言ってるんですの。ちょっ────』

「先生の説得頼んだぜ。じゃあな」

　ブツッと通話を遮断し、そのまま通信機の電源まで切ってしまう。

「いいんですね？」

「良いも悪いも、それは帝都での結果次し第だいだろ」

　溜ため息いきとともにこぼれる苦笑。静かになった通信機をポーチにしまい、俺は再び自分の銃剣ガンウエポンの整備に取りかかった。

「それよりイリス、お前こそヨミ先せん輩ぱいの手伝いは？」

「もう終わりました。荷物の発送も業者に依い頼らい済みです。あと二時間後には引き取りに来てくれて、私たちの到着とほぼ同時刻に荷物も帝都に着く運びです」

「そっか。ならいいんだ」

　床ゆかに直接あぐら座りする俺。

　と、イリスもまた俺の横にちょこんと正座になって。

「どした？」

「見たままです」

「……俺には、俺の横に座りこんでるようにしか見えねえぞ」

「はい。それでいいんです」

　真顔でうなずく銀ぎん髪ぱつの少女。服装はいまも銀色の装そう甲こうのまま。だけど……あれ。装甲の下に、何だか見覚えのあるヒラヒラが。

「お前あのさ、家メ政イ婦ド服の上に装甲を装着したのか」

「はい。家メ政イ婦ド服の可愛かわいさと装甲の強度を兼かねそなえた最強の着こなしです。我ながら、この発想に気づいてしまった時は恐おそろしくなりました」

「突つっこみどころが多すぎて何から指摘すればいいかわからねえよ」

　言いながら、銃じゆうの螺旋螺子ボルトを締しめていく俺。

　それをずっと見守り続けるダ家メ政イ婦ド。

「…………」

「…………」

「……なあ」

「はい」

「……間ま違ちがっても、自分は機械だから壊こわれても構わない。なんて言うんじゃねえぞ。言ったら勘かん当どうだからな。家から追いだすからな」

「凪」

「ん？」

「手先が震ふるえてます」

　そっと、イリスの手が俺の右手に触ふれてきた。

「落ちついて。そうしないと螺ね子じだってちゃんと締まりません」

「……おう」

「凪」

「ん？」

「私、こんな時に不ふ謹きん慎しんですけれど、こうやって一いつ緒しよにいられる時間はとても幸せです。あなたと会えて良かった」

「だからやめろって。いま言う必要ねえだろ」

「そうですね」

「…………」

「…………」







「ちゃんと、凪の傍そばにいます。この夜も。その後も」

「当たり前だ」







　Phase.3『最終兵器』
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　帝てい都とウェルエルベルン。




　帝国領の真ん中よりやや北側にある機械都市だ。舗ほ装そうされた地面の上には鉄色の家屋が建ちならび、頭上には無数の電線と鉄パイプが蜘く蛛もの巣状に張り巡めぐらされてる。

　かつては石炭の街。

　そして石炭から鉄鋼の街へ。

　最後に、その鉄鋼を利用した人型機械体アンドロイドの生産で、ウェルエルベルンは一気に帝都有数の大都市へと変へん貌ぼうしたと言われている。

　そして現在の帝都へ。

　軍部の中ちゆう枢すうたる帝国司令部が拠きよ点てんをかまえ、今も帝都領内には多くの人型機械体アンドロイド生産プラントが稼か働どうしている。

　……いや。稼働していた、か。

「どこの工こう廠しようもブレーカーごと電気落として真っ暗なんだな」

　人気のない工廠を見上げ、俺は小さく溜息をついた。

「警けい戒かい宣言が帝都にも出たんでしょうね。整備技師もみんなまとめて地下シェルターに避ひ難なんしたんだと思うわ」

「そっか」

　俺のすぐ後ろ、イリスに付き添そわれながら歩くのがヨミ先輩だ。

　帝都領内。

　大きな商店街に面した歩道で、俺たちが数日前に歩いていた時は、それこそ騒さわがしいまでの雑ざつ踏とうと喧けん噪そうにあふれていた。異国の商人が地べたに直接商品を並べて、それをやはり異国の人間が買い求めてる風景がそこら中で見られたのに。

　それがゴーストタウンのように空っぽだ。

「軍用人型機械体アンドロイドの生産プラントまで止めてるのは、今から生産してもＡＩ調整と学習時間が間に合わないっていうのが俺の予想なんだけど」

「正解だと思うわ。幽ゆう幻げん種しゆの顕けん現げんまで残り十二時間を切ってるし。今から生産したってまともに動くことのできない雑ぞう兵ひようを増やすだけだもん。今いる手て駒ごまで勝負するしかないって結論に至ったんでしょうね」

「今いる手駒ね」

　地面に落ちた子供物の手て袋ぶくろを見下ろして、俺は深い溜息をついた。

　砂がこびりつき、風に晒さらされるだけの手袋。

　ピンク色だから女の子用だろう。とどのつまり子供も親も、この手袋を落としたことに気づかないくらい慌あわててシェルターに避難したってことなんだよな。

　……こういうのが世界規模で起きてる。

　……帝都の住民すら例外じゃなかったってことか。

　もちろん避難したのは健常者だけじゃない。足あし腰こしの悪い老人とか、車いす生活の人間だって一斉に避難したんだ。大変な騒ぎだったはず。

「そういや先輩も大だい丈じよう夫ぶか？　ツァリとの待ち合わせ場所まで歩いたら疲つかれるだろ」

「平気平気。今くらいのペースならどうってことないわよ」

　一歩一歩、地面の感覚を踏ふみしめるように歩くヨミ先輩。

「ね、イリス？」

「はい。我が家でリハビリした成果が見られます」

　こんな状じよう況きようではあるけれど、松まつ葉ば杖づえ無しで歩いているのを見て俺は安心した。ウチにいる間もリハビリしてたもんな。

「しかしヨミ、失礼ながら少し太りましたね。私の認にん識しきでは体重が七〇〇グラムほど増加しているかと」

「うぅ……そりゃあこの前まで車いすだったし、早く治さなくちゃってお肉食べまくってたのよ。増量が一キロ未満だったのが不幸中の幸いかしら」

「────いえ」

　今の今まで沈ちん黙もくしていたイリスが、一いつ瞬しゆんにしてキランと目を妖あやしく光らせて。

「脂し肪ぼうの増加が一キロ未満？　それは大いなる誤りです。ヨミ、あなたはまだ、自分の身体からだに起きた異変を理解していない」

「な、なに？　思わせぶりな口調で……」

「冷静に考えてください。ヨミの療りよう養よう中はほとんどが寝ねたきり生活でした」

「う、うん……」

　怯おびえたまなざしでイリスの言葉を待つ彼女。

「この期間、筋肉量は一日に１パーセント近く減少します。つまり筋肉が減少して脂肪が増えた。その差し引きがプラス七〇〇グラムなわけですから、実際に増えた脂肪は七〇〇グラムどころか、軽く見積もってもその倍近く……」

「いやぁぁぁぁぁぁぁっっっっ!?」

　とうとう悲鳴を上げて頭を抱かかえこみましたよ、この人。

　ていうか男の俺からすれば本当どうでもいい会話なんだけど、そんなこと言うと怒おこられそうだしなあ。

「体重四〇キロ台まで戻もどすわ！　今すぐ全自動腹筋マシーンを作るの！」

「その意気です」

「イリスはいいわよねぇ。ご飯を食べる必要ないから太るわけないし」

「ですが私にいたっては、装甲次し第だいで体重九〇キロ台になってしまうのが悩なやみの種です。胸部の装甲だけ厚みを増やしつつ、どうにかその他のパーツを削けずれないでしょうか」

「こっそり自分の願望つけ足してんじゃねーよ」

　横からイリスの頭を小こ突づく俺。いや、むしろそんなアホ会話してんじゃねーよって突っこみの方が正しかったんだろうけど。

「ほら見ろ、さっきヨミ先せん輩ぱいが悲鳴上げたもんだから」

　目の前の十字路から走ってくる軍人たち。

　正面からは軍用人型機械体アンドロイドが二体。左右の道からもそれぞれ帝国軍人と傭よう兵へいたちが血相を変えてやってきてる。

　こりゃあ紛まぎらわしいことしたって怒られるか？

　そう思っていた俺だけど、やってきた軍人たちはヨミ先輩の顔を見るなり背筋を正し、なんと敬礼の姿勢を取ったじゃないか。

「ヨミ研究主任!?　いつ帝都に戻られたんですか」

「やー。ついさっきよん。こんな事態だし、ちょっと知りあいに呼びだされたの。大統領府の研究室に忘れ物を取りに行きたいんだけど、この先って封ふう鎖さしてるかしら」

「バリケードが設置されています」

「入れる？」

「向こうの担当官に連れん絡らくをしておきます。現場で個人証さえ提示して頂ければ。ところで、さっきの悲鳴は？」

「鼠ねずみが民家から出てきたから驚おどろいちゃったの。あたしじゃなくてジールが」

「俺かよ……」

　まあいいけどさ。

　目の前の軍人もヨミ先輩の知りあいらしいし、ここで無む駄だに口挟はさんで話の腰こしを折ったって良いことないに決まってる。

「ねえねえ、今は帝都どうなってるの？　もうとっくに防衛部隊がそこら中で銃じゆう構えてるかと思って来たのに」

「防衛部隊は駐ちゆう在ざいしていますが、この区画で巡じゆん回かいに当たっているのは自分たちだけです」

「ウソでしょ？　たった六人でどれだけ広い区画を任されてるのよ！」

　たまらず叫さけぶヨミ先輩。

　対し、そう追つい及きゆうされた側の軍人も顔をしかめながら。

「帝国の全領土への一いつ斉せい侵しん攻こうが予想される事態です。帝都の兵も半数以上が外の防衛に出兵しました。今いる人員で対応せねばならぬのです」

「……そう。そっか」

　言葉を嚙かみしめるようにうなずく先輩。

「ごめんなさい、任務なのに邪じや魔ましたわね。こっちは大丈夫だから」

「はい。それでは失礼いたします」

　ざっ、と硬かたい軍ぐん靴かの音を響ひびかせて足早に駆かけていく軍人たち。重装備を背負ってあれだけ機き敏びんに動けるんだ、きっと優ゆう秀しゆうな軍人なんだろうな。

「ヨミ先輩の知りあい？」

「んーん全然。女の研究者って珍めずらしいから顔覚えてくれてたんでしょ。大統領府歩いてても知らない人から声かけられるし、まあそういうもん？」

　女の研究者か。

　剣けん帝ていヘケトやイリスを造った功績もあるわけだし、単に女だからって理由だけじゃないんだろうけど、あいにくこの人って自分の功績とか名めい誉よに無む頓とん着ちやくだしな。

「でもおかげで色々と話も聞けたし良かったわ」

「見回りの件か？」

「そそ。ジール、帝国司令部が動かせる手駒ってどれくらいかわかるかしら」

「まず裏切りはしたけど機き神しんが四体だろ。あと何万体かの軍用人型機械体アンドロイド。それに、こっちも万単位の帝国軍人と傭兵。さらに無理やり数に含ふくめるなら、全国の軍学校アカデミー生徒も入るんじゃねえの」

「そうね。対して帝国には四十六の都市があって、その都市の中には平均して二十一区のエリアが存在するわ。エリア数だけで千近いのよ。となれば仮に軍用人型機械体アンドロイドが十万体いたって一エリアに配置できるのは最大で百。大都市を重点的に防衛するなら、人口の少ない都市には一エリア五十体がせいぜいってところでしょうね」

　圧あつ倒とう的てきに心もとない数字だ。

　一エリアごとに五十体の軍用人型機械体アンドロイドで、住民が避難してるシェルターに十体でも配置してみろ。残り四十体で幽幻種の侵しん攻こうを食い止めなくちゃならない計算になる。

「ほかの国もだよな？」

「帝てい国こくはまだ戦力が整ってる方よ。これでも一応、帝国全エリアにくまなく兵力を配置できてるわ。でもほかの小国は、せいぜい首都を守るので精せい一いつ杯ぱいでしょうね」

　帝国、エルマリア神教界、武ぶ宮きゆう唐とう那のな国のくに。

　この三国が軍力における世界三大国家と言われるのは、この三国だけが、周辺国が幽幻種の侵攻に見み舞まわれた時に応おう援えんを派は遣けんできる余よ裕ゆうがあったからだ。

　だけど今回ばかりは、帝国にもそんな余裕は無いわけで。

　来るべき応援部隊が来ない。

　そうと知った小国の不安は、帝国住民の不安の比じゃないはずだ。

「凪なぎ、ツァリとの合流時間まで残り三十分を切りました」

「ああ、もう目と鼻の先だもんな」

　朝八時にツァリが帝都に到とう着ちやくする。

　待ち合わせ場所はヨミ先輩の家らしい。位置としては大統領府の目の前。そこでツァリからチビ聖女の作戦を聞いた後、なんと大統領府を強きよう襲しゆう。司令部のお偉えらい連中を片かたっ端ぱしから縛しばって命令権を乗っ取る作戦だとか。

「……まあ、できないことはないんだろうけどさ」

「？」

　俺の心境も知らず、俺に見つめられたダ家メ政イ婦ドはにっこり笑え顔がおだ。

　たしかにコイツ一体いれば人間の軍人がどれだけいても問題ないだろうな。

　でも問題は終わった後なわけで。

「主人の俺の立場、完全にお先真っ暗じゃねえか……」

「気にすることないわよ。何なら全部終わったらみんなでエルマリア神教界に引っ越せばいいだけじゃない」

「でもチビ聖女の下もとで暮らすってのはなぁ……」

　広い公道のど真ん中をひたすらに三人で歩いていく。

　商店街に面した大通りを突つっ切って、そのまま大統領府の管理するエリアにさしかかって間もなく、目の前に巨きよ大だいな鉄てつ柵さくのバリケードが見えてきた。

　高さ十メートル近い鉄柵。

　その足下には、これも巨大な土ど囊のうを何段にもわたって積み上げてあって、その隙すき間まからは機き関かん銃じゆうの銃口らしき黒くろ金がねが輝かがやいている。

「さっきの軍人さんが言ってたバリケードですね」

「だな。ちっと安心したぜ。さすがに要所要所はしっかり防衛準備が整ってるっぽい」

　鉄柵の向こうには巨大な化学兵器らしきパラボナと、同じく何に使うかもわからない巨大な機械櫃ひつが整然と配置されている。人間の力じゃ持ち運べそうにないから、あの運送は人型機械体アンドロイドにやらせたんだろう。

　あまりの物々しさに普ふ段だんなら顔をしかめてるところだけど、今回ばかりはあの化学兵器たちが心強い。

「なーんだ。人数だって、いるところにはいるじゃない」

「二十人以上いそうだな」

　鉄柵の向こう側に帝国軍人と傭兵たちが立っていて、俺ら側には軍用人型機械体アンドロイドたちがそれぞれ重火器を手に佇ちよ立りつしている。あの場に立ってるのが全すべてじゃないだろうし、奥に控ひかえていることも考こう慮りよして軍用人型機械体アンドロイドだけで五十体以上いるだろう。

「巡回要員はギリギリまで間引いたんだろうな」

「そうだと思います。帝都の民家が破は壊かいされることは覚かく悟ごのうえで、都市の基点となる箇か所しよのみ防衛することに専念する作戦かと」

　俺に続いて、イリス。

　その極きよく端たんな防衛態勢から司令部の思おも惑わくが見てとれる。

　……案外これが正解なのかもな。

　……帝都の街並みが全焼したって、そこに住む人間がいればいつかは復興できる。

「で、ほらヨミ先輩。悪わりぃけど前歩いてくれってば。俺らめちゃくちゃ注目されてる」

「同感です」

「せっかちね、平気だってば」

　ヨミ先輩の後ろに隠かくれる俺とイリス。

　何しろ住民が避ひ難なんしきって無人のはずの大通り、そこを堂々と歩いてバリケードに近づいてくる連中がいるのだ。これで怪あやしまれないはずがない。

　研究衣の胸ポケットから個人証を取りだすヨミ先輩。

　と、向こうからも軍人三人がバリケードを越えて近づいてきた。やっぱり俺らの様子が気になったんだろうな。

「あれ、てか変わった奴やつがいるんだな」

　やってくる三人をじっと眺ながめてみる。

　先頭の二人はさっきと同じ重装備で機関銃やら擲てき弾だん銃じゆうを担かついでるんだけど、後ろからやってくるのは……女か？

　軍服姿なんだけど一人だけ軽装だし、それにあの背中に届く黒くろ髪かみはさすがに軍則違い反はんだろ。シィだって軍学校アカデミーに入るまでは自じ慢まんの金きん髪ぱつを伸のばしてて、だけど入学時に泣く泣く切ったって話があるくらいだ。

　と──

「お待ちしておりました！」

　最初に走ってやってきた軍人二人が、俺たちのところにやってくるなり大声で挨あい拶さつして、あろうことか敬礼を送ってきたじゃないか。

「凪すごいです。さすが私の主人。私の知らない間にこんなに偉くなって」

「なわけねーだろ」

　なぜか目を輝かせてイリスが見つめてくるけれど、肝かん心じんの俺の方に心当たりはまったくない。冷静に考えれば、さっきヨミ先せん輩ぱいのことを知ってた軍人が事前に連絡してくれたっていうのが正解なんだよな？

「やあ御お三人、ようやく到着か」

　俺らがぽかんとしてる間に、後ろから女性軍人がやってきた。

　軍服とはいえ妙みようにはしたない恰かつ好こうの女性だ。素す肌はだの上から直接軍服を着てるのか、大きく開いた襟えり元もとからは首筋から鎖さ骨こつのあたりまでが覗のぞいてるうえに、その下には見事なまでの胸の谷間が惜おしげもなく露ろ出しゆつしていて──

「あらツァリじゃない。どうしたのよ軍服なんて着ちゃって」

「やっぱりかよ!?」

「なんだ。今ごろ気づいたのか」

　悪戯いたずらっぽい笑みで応こたえる当人。くそ、てっきり武宮唐那国の服かと思ってたらまさかの帝国軍服で現れたか。

「で、アンタはいつから帝国の軍人になったんだ？」

「そう睨にらむな。なにせ同盟国同士、仲良くなるためにも私から誠意を見せておこうと思ったんだよ。この服もその意味で借りてきた」

「同盟……って？　武宮唐那国と帝国がか？」

「紗しや砂さの説得の甲か斐いあって、今しがた帝国司令部が折れたのさ。おかげで私とイリスが帝国司令部に殴なぐりこむにいく必要もなくなった」

　ついてこい──

　そう言いたげにさっそうと身をひるがえし、大おお股またでツァリが歩きだした。巨大なバリケードに設置された唯ゆい一いつの通行口を抜ぬけて、さらに奥へ奥へと進んでいく。

「なあイリス、俺らってこのバリケード通っていいんだよな？」

「問題ありません。この程度の障しよう壁へきであれば破壊可能です」

「いやそういう意味じゃなくてだな……。まあいい、とにかく知らん顔してツァリの後ろ追いかけるぞ」

　バリケードの扉とびら前に集まってる軍人たちに小さく会え釈しやくして、その後はなるべく目を合わせないようにして通行口を通過。

「ぅおっ」

　思わず声が出た。

　バリケードの内側に入ってすぐ、目に飛びこんできたのは何十列という隊列を組んだ傭よう兵へい部隊。そして同じくらいの数の軍用人型機械体アンドロイドたち。

　……バリケードの向こう側からじゃまるでわからなかった。

　……こんなに大勢の傭兵が隠れてたのか。

「光学迷めい彩さいね。バリケードに電気を流してるのジールも見たでしょ」

「あー。なるほど。バリケードの金属繊せん維いがもともと光学迷彩用の素材ってわけか」

　さすが帝都の防衛機能。

　こんな部分からさっそく自慢の技術を披ひ露ろうってわけだ。

「でもさ、逆にこれだけ多くの先せん輩ぱい傭兵に見られると緊きん張ちようするよな」

「見られまくりですね」

「いいのよ。あたしら一いつ般ぱん人のフリして堂々と通っていけばいいの。ほらジールもイリスも早く来なさい。ツァリに置いてかれるわよ」

「そんな堂々としてる一般人は逆にいねーっての……」

　整列したまま一言も漏もらさない傭兵たち。ただ、その何百人という視線が一いつ斉せいに俺たちに注がれているのはハッキリわかる。

　そして、その隊列を過ぎれば、そこに並んでいるのはやはり何百体という軍用人型機械体アンドロイドたちだ。服装こそ帝国軍服だけれど、人型機械体アンドロイドの軍服には一目でソレとわかるよう左ひだり腕うでの腕わん章しようが無印になっている。

「ん？」

　その隊列の先頭に、一風変わった服装の人型機械体アンドロイドがいた。

　まばゆい金髪を逆立てた小こ柄がらな少年。

　金属繊維で編まれたらしきタンクトップを素す肌はだの上に直接羽織ったソイツは、俺らを見向きもせずじっと頭上──蒼そう穹きゆうに刻まれた真っ赤な幽ゆう幻げん種しゆの扉を見上げていた。

　仕草も外見も人間とまるで大差ない。

　左腕の腕章がなければ、俺だって人型機械体アンドロイドなのか迷ってただろう。

「あれ、あれれ、ユーリスじゃん」

　そんな人型機械体アンドロイドを一目見て、ヨミ先輩が突とつ然ぜんに大声で呼びかけた。

「……ヨミ？」

「おー。やっぱりユーリスだった！　なんだぁ、この事態だからどうするのかと思ってたけど、さすがに司令部もアンタら解放したのね」

　金髪の人型機械体アンドロイドに手をふる彼女。

「聞いたわよー。ツァリに殴りかかって逆に思いきり殴り飛ばされたらしいじゃない。で、破損部は大だい丈じよう夫ぶなの？　ホントはあたしが直してあげたかったんだけどね」

「……スペアパーツに取りかえて済んだ。ヨミが前に造ってくれたやつ」

「ああ、なら良かったわ。うんうん、元気そうで何より！」

　バシバシと遠えん慮りよなく少年の肩かたを叩たたいてみせる。

　けれど、そうされた人型機械体アンドロイドの方は対照的に表情を曇くもらせて。

「…………ヨミ」

「なに？」

「……済まない。俺も剣けん帝ていも紫し苑おんも、あなたの今までの厚意に反してまで帝てい国こくを裏切ったのに、そのあなた自身が、俺たちの立場を守るために司令部と夜通し交こう渉しようしていたという話。隔かく離り管理室で聞かされた」

　顔を伏ふせたまま人型機械体アンドロイドはこう続けた。

「眠らざる者ゴーストの工こう廠しようを剣帝と紫苑が破壊したことも、聞いた」

「うん」

「俺は……眠らざる者ゴーストの工廠さえ潰つぶせたなら、あとは捕ほ縛ばくされて廃はい棄き処分を受けても構わないと思っていた。むしろそれが当然だと」

「うん」

「だがあなたは……そうじゃなかった。あなたは……あなたは……」

　振ふりしぼるような感情をこめて。

　掠かすれた声づかいで、金髪の人型機械体アンドロイドは彼女に問いかけた。

「……まだ……機神おれたちを愛してくれているというのか？」

「バカ、当然じゃない」

　白衣の女性研究者が、ぎゅっとその機神を抱だきよせる。

　それが答えだった。

「あたしの方こそ、ごめんなさい。マグナがああなっちゃったのも、あなたたちがそんなにも追いつめられていたことにも気づいてあげられなかった」

「…………あなたは……卑ひ怯きようだ」

「うん？」

「…………」

　機神『Yulisユーリス【触ふれられざる者】』。

　その名前からは想像もできないほどたやすくヨミに抱きしめられた人型機械体アンドロイドは小声で、けれど力強く宣言した。

「もう絶対にあなたを裏切らない。俺も、ほかのエリアに配置された三体もだ。あなたのために幽幻種と戦うと誓ちかうから」

「無理はダメよ？」

　抱きしめる腕うでをゆるめて微ほほ笑えむヨミ先輩。

　それを目の前で見せられて、初めて金髪の機き神しんが小さくはにかんだ。

「……そして、あなたが凪・一いち咲さき・ジール」

「はい？」

「人間なのにすごいんだな。紫苑、剣帝と連戦したっていう話は本当か？」

「あ、ああ。それか」

　まさかこっちに話が飛んでくるとは思わなかった。

「どっちも死にかけた記き憶おくしかねえよ。剣帝の時だって紫苑の時だって、いつも途と中ちゆうで誰だれかが割って入ってくれたおかげでどうにか──」

「いいえ！　全すべて凪の功績で間ま違ちがいありません！」

　うお、ここで出たかダ家メ政イ婦ド。妙に大人しくしてるじゃんと感心してたけど、さては発言タイミング探してやがっただけか。

「剣帝との死し闘とう、紫苑との死闘、これに生き残ったのは全て凪の溢あふれんばかりの才能と日々の努力の賜たま物ものです。さらに付け加えるならこの私、完全家政婦機関パーフエクトメイドアームズイリスの忠実なる支し援えんと──────むぎゅうっ!?」

　イリスの口に無理やり手をあてて黙だまらせる俺。

「……凪のいじわる」

「そういう場面じゃねえだろ。で、あんたユーリスって言ったっけ」

　機神『Yulisユーリス【触れられざる者】』。

　機神としての活かつ躍やく歴はまだ浅い。だけど、たった一体で幽幻種の侵しん攻こうを食い止めるどころか逆に殲せん滅めつさせたって話は聞いたことがある。

　その能力は、名前のとおり奇き襲しゆう向きだって聞いたけれど。

「率そつ直ちよくに聞くぜ。あんた、今はヨミ先輩の味方してくれるんだよな」

「その通りだ」

「なら一つだけ教えてくれないか。剣帝と紫苑の居場所をだ」

「居場所？　狙ねらいとか計画とかじゃないのか？」

「ソッチは本人と顔付き合わせて直接聞くさ。眠らざる者ゴーストの工廠ぶっ潰した後、あの二人の動きがまるで摑つかめなくなった。どこに隠かくれてるのか知らないか」

　そうなんだ。

　帝国司令部の包ほう囲い網もうと追つい跡せき部隊のどれもが空から振ぶりに終わって、今じゃもう剣帝と紫苑の二体がどこに隠れているのか誰も知らない。

　国境を越こえたか、それともまだ帝国領内に留とどまっているのか。

「そこの人型機械体アンドロイド、例の不完全神性機関だろ」

　イリスを顎あごで指ししめす機神。さすが、やっぱ機神同士っつぅかイリスの正体もあっさり見み抜ぬくんだな。

「俺に聞かずともすぐに察知できるんじゃないのか？」

「しばらく前まではな」

　機神の発する特有の沁しん力りよく波長を察知することができた。それをもとに帝国の追跡部隊が二体を追っていたんだけど。

「アレのせいで、観測機能がほとんど麻ま痺ひ状態なんだとよ」

　まっすぐ上空を睨みつける。

　さっきまでユーリスが見上げていたものと同じ。幽幻種が顕けん現げんする際に開くと言われている扉だ。

　……気のせいか、昨日よりさらにでかくなってやがる。

　……もう空の半分くらいが真っ赤な扉に塗ぬりつぶされてるじゃねえか。

　地平線のさらに先まで続く虚こ空くうの亀き裂れつ。

「だよなイリス？」

「はい。帝国全土を覆おおう魔ま笛てき濃のう度どが徐じよ々じよに強くなってきています。そのせいで、帝国領内の沁力を観測することが難しい状じよう況きようです」

　一さじの砂糖の上からバケツ一いつ杯ぱい分の塩をまき散らしたようなものだ。

　砂糖と塩の味は対照的だけど、あまりに塩が多すぎて一流シェフも砂糖の味を識別できなくなってしまったわけだ。

「それはいつから？」

「およそ十八時間前からです」

「さすがだな。俺はもう二十七時間前から完全に察知不能だったっていうのに」

　お手上げと言わんばかりに肩をすくめる機神。

「てことは……」

「俺にもわからない。ほかの機神も似たようなもんだ。それに、あの二体を今さら見つけだしてどうする？　もう時間がないはずだ」

「時間がないから急いでるんだよ。……とにかくわかった。後は俺らで捜さがす。ツァリも先にいっちまったからな」

　いくぞ──イリスの肩を叩き、ヨミ先せん輩ぱいに視線で合図して歩きだす。

　否いな、歩きだそうとした矢先のことだった。

「剣帝と紫苑は、五時間前までは帝てい都とにいたはずだ」

「っ!?」

「俺たちが隔離管理室から釈しやく放ほうされたのが五時間前。もしこのまま捕縛され続けてたなら、司令部を襲しゆう撃げきして注意を引きつけるのが剣帝。俺たちを解放するのが紫苑の役割だった。だから二体とも帝都にいたはずだ」

「ああ、そういうことか」

　思えばそうだ、機神コイツラは帝都を襲撃した時点でハッキリと役割分担ができていた。

　眠らざる者ゴーストの工廠を破は壊かいするのが剣帝と紫苑。

　一方で大統領府や別の工場を襲撃し、イリスやツァリを二体から引き離はなす囮おとり役を負っていたのがこいつらだ。当然に囮役は捕つかまることも覚かく悟ごの上だったに違いない。

「捕まった後のフォローまで計画済みだったってか」

「そうだな。が、まさかこんな事態になることまでは予想していない。司令部の方が先に俺たちを解放した。これで二体が俺たちを解放する手間も消えた」

　逆に言えば、もう剣帝たちが帝都に留まる理由がない。だから機神仲間のユーリスさえ二体の現在地は不明というわけだ。

「話は、もういいか？」

「はい。ありがとうございます」

　イリスがぺこりとお辞じ儀ぎするのを待って再び歩きだす。

　……五時間前。

　……俺たちが帝都についたのが一時間前。そこから四時間が過ぎてるわけだ。

　その後どこへ行ったかはわからないけれど。

「案外近くにいるかもな」

　独り言のつもりで呟つぶやいて、俺は前を歩くツァリとヨミ先輩を追いかけた。




　　　　２




　大統領府五階。

　議事室──歴史を感じさせる古めいた長机と椅い子すが並び、その壁かべ際ぎわには歴代の帝てい国こく司令部元げん帥すいの写真がずらりとかけられている。

　足あし下もとの絨じゆう毯たんはすっかり脱だつ色しよくし、そしてわずかに埃ほこりの臭においが鼻を突つく。

「打合せの場所はヨミ先輩の家でって聞いてたんだけどな」

「まったくよ。あたし大急ぎで片付けしなくちゃって張りきってたのに」

「そう言うな。なにぶん事情が変わったんだ」

　愉ゆ快かいそうに答えるツァリはというと、議事室の中心部にある議長席に腰こしかけてリラックスしている状態だ。

「部屋は好きに使っていいらしい。会議なり休きゆう憩けいなり好きにしろだとさ」

「好きにって……ここ司令部の入ってる階じゃないか」

　議事室にかかった写真を指さしてみせる。

　ここに昇のぼってくる時もそうだ。昇降機エレベータに乗る前からチェックがあって、五階に来るまでにも四階で昇降機エレベータを乗り換かえるなんていう入念な警備態勢だった。

　帝国司令部拠きよ点てん。

　大統領府の中でもっとも多くの機密事じ項こうを抱かかえていて、その警備は最上階の大統領閣下書しよ斎さいをも上回るとさえ言われている。

「司令部が使っていいって言ったのか？」

「そう、まさにその帝国司令部が折れるかどうかが今回の鍵かぎだったのさ」

　議長席に悠ゆう然ぜんと腰かけるのはツァリだ。

「まず見てのとおり、私たちが帝国司令部を乗っ取る必要はなくなった。それはご覧の通りだろう」

「……まず乗っ取る必要性から説明してくれよ」

「ん？　なんだ、お嬢じようから話があったんじゃないのか？」

「あたしたち、ツァリから話を聞けって言われてここまで来たんだけど。もしかして紗砂と連れん絡らく取れてない？」

　なかば呆あきれ口調でヨミ先輩。

「意い志し疎そ通つうはできている。が、なにぶんお嬢は準備で忙いそがしいからな。自分の手間を省けるところは省く気でいるんだろ。……よし、どうせお嬢の到とう着ちやくまで間がある。少しばかり話をする時間は取れそうだ」

　椅子から立ち上がったツァリが小さく跳ちよう躍やく。

　何をするかと思えば、なんとこの人、わざわざ議長の机に飛びのってそこに腰かけましたよ。由ゆい緒しよ正ただしき議長の机に腰かけるとか、本物の議長が見たら激げき怒どどころか頭に血が上って失神しかねない行こう為いだ。

　……ま、この場でそれを注意する奴やつなんて一人もいないけど。

「よし、これでよく議ま事わ室りが見み渡わたせるじゃないか」

　当の本人はむしろ上じよう機き嫌げん。

「まずは確かく認にんだ。当然に認識してると思うが、いま世界中の空から、幽ゆう幻げん種しゆの顕現する扉とびらが観測できている。出現個体数はおそらく億単位。それ以上になるかもしれないが、それ以下になることはない」

「軽く言うんだな」

「事実を述べたまでさ。いま朝の九時三十分。対して連中の出現予測はこのさらに九時間後。つまり夜六時前後の可能性が高い。そうだなイリス？」

「はい。私も同様の観測結果を算出しています」

「そういうわけだ。わかっていると思うが、まともに相手をする選せん択たく肢しは無い。まず敵の数が段だん違ちがい。たとえ追い払はらったとしても、後に残るのは魔ま笛てきに汚お染せんされた死の大地。遠からず人類は滅めつ亡ぼうする。そういう未来が九時間後にやってくる」

「……ああ」

「とはいえ、そうそう簡単に受けいれろというのも馬ば鹿かげた話だ。何より、我らがエルマリア神教界の聖女サマがやる気でな。聖女の面子メンツにかけて何とかしてやると言いだしたのさ。それが今日の作戦の始まりだ」

　そこまでは知っている。

　俺の家にわざわざメッセージを寄こしたくらいだ。あの時の気き迫はくには、幽幻種の侵しん攻こうに怯おびえるとか諦あきらめるとかっていう負の感情は一いつ切さい込こめられていなかった。

　純じゆん粋すいに、生き残る意志だけがそこにはあった。

「それで？」

「正午にお嬢、そしてその支し援えんを行う全すべての術者たちが帝都に到着する。エルマリア神教界の秘術を知る者たちが一いつ斉せいに帝都に集まるわけだ。思いきった策だろう？」

「なっ……それどうしてだよ！」

　エルマリア神教界の防衛はどうなるっていうんだ。

　本国の戦力をほぼ空っぽにしてまで、ライバル国である国の首都に大遠えん征せいだなんてありえない。

「プロジェクト・エデンの実行？」

「そうだ」

　ヨミ先輩の呟きにツァリがそっと首しゆ肯こうする。

「幽幻種たちの侵攻は止められない。ならば侵攻が発動する前に穢歌の庭エデンを封ふう印いんする。単純この上ないが、ほかに一切の代だい替たい案あんがない」

「一年後ってのを、さらに早めるっていうのか」

「早めるどころじゃない。明日の六時には究極結界を発動させるのさ」

　今日の夜六時に幽幻種たちの侵攻が始まる。その十二時間後である朝六時には、究極結界が発動して穢歌の庭エデンを凍とう結けつし封印する。

「明日!?……できるのかよ、そんな夢みたいなこと」

　一年後でさえ早すぎると思ってた。

　それが明日の朝六時？

「言ったとおり術式そのものはお嬢が習得済みだ。ただしあくまで理論上。まだ実じつ践せんレベルでの練習はできてない。本来なら一年かけて精度を高め、さらにその一年で世界中に周知するという計画がプロジェクト・エデンだったわけだ」

「…………」

「もはやこれはプロジェクトですらない。計画といえるだけの緻ち密みつさも、確実性も、信しん頼らい性もない。もちろん世界中に告知する間などあるはずもない」

　何もかもが計画から外れていった。

　何年もかけて周しゆう到とうに用意してきた計画が潰ついえ、全てが台無しになった状態から組み立てたソレは、もはや作戦とも言えない俄にわか案に過ぎないのだろう。

　だけど──

「緻密さも確実性も信頼性もねぇけどよ、やるしかないんだろ？」

　静せい寂じやくの支配する議事室で、俺は声を振ふりしぼった。

　震ふるえそうになる声をぐっとこらえて。

「どのみちソレが失敗すりゃ本気で後がないときた。なら話は簡単だ。チビ聖女の結界ってのが成功するように協力する。それだけだ。明日の朝六時に結界が発動？……やってやるよ。奴らの侵攻が今日の午後六時頃ごろっていうなら、都合十二時間持ちこたえればいいんだろ。いいぜ、囮おとりでも何でもやって時間稼ぎしてやるって」

「私も、微び力りよくながらお手伝いします」

「その返事が聞きたかった」

　──とん。

　艶つやめく黒くろ髪かみをなびかせて、ツァリが腰かけていた机から降り立った。

「というわけだ。凪・一咲・ジール、不完全神性機関イリス、そしてヨミ・レッセント研究主任の了りよう解かいは得た。入ってきてもらえるか」

「ん？」

　ギィ、と軋きしんだ音を立てて議事室の扉が開いていく。

「久しいな少年。いや、久しいというほど長い別れでもなかったか。ヨミ、君もつい先日に静養目的で帝てい都とを離はなれたと聞いてはいたが。まったく数すう奇きな因果だ」

「あらら。カレンダル司令じゃないですか」

「うむ。ともあれ参集に感謝する。よくぞ戻もどってきてくれた」

　現れたのは、日焼けした壮そう年ねんの将校だった。

　顔には深い皺しわが刻まれて頭も白髪しらがばっかりだけど、ここ議事室で直立する姿はとにかく精せい悍かんでたくましい。そして、俺はその人物に見覚えがあった。

　……この人。

　……カレンダル統合機動軍司令！

　凱がい旋せん都市エンジュの駅ホームで俺らを迎むかえてくれた人だ。

　その正体は、帝国に所属する全ての軍用人型機械体アンドロイドを一いつ括かつ管理する責任者。イリスやミカエルも、かつてはこの人の司令の下で幽幻種と戦っていたことになる。

「もう司令！　あたしってば好きで参集したわけじゃないですって」

「そう言うなヨミ。なにしろ事態が事態だ。今は帝てい国こく中の有識者を総動員し、知ち恵えを絞しぼって事態の打開策を練るべき時……と言いたいところだが」

　一いつ拍ぱく、溜ため息いきにも似た吐と息いきを挟はさんで壮年の軍人は続けた。

「すでにエルマリア神教界に先を越こされてしまった。帝国の将としては複雑な心境だ」

「というと？」

「帝国は、エルマリア神教界の提示する作戦に全面的に協力する。帝国司令部が大統領閣下と夜通しの会議を経たうえで決めた結論だ」

「──チビ聖女の案か」

　思わず口を挟んでしまった。

　帝国がエルマリア神教界の傘さん下かに加わるようなもの。俺の中じゃ、たとえ人類が滅亡してもありえないだろうっていう奇き蹟せきの合意に近い。

「狐きつねにつままれたような顔つきだな？」

「そりゃ驚おどろきますって」

　そう答えるヨミ先せん輩ぱいすら、驚きを隠かくせずに目を大きく見開いている。

「確認したいんですけど、それって紗砂の……ええと、エルマリア神教界の聖女が司令部に呼びかけた作戦のことですよね？」

「違ちがいない。紗砂・エンデンス・凜りん・ケール本人から、直じき々じきに大統領閣下と司令部宛あてに声明が届いた。曰いわく、今回の侵攻を食い止める唯ゆい一いつの策を提案できるとな。帝国の滅亡か、それとも合同戦線への参加か。二つに一つどちらかを選べと」




〝話は届いてるわけね。エルマリア神教界ウチの提案だからまるっきり無視されるかとも思ったけど、帝国が決断に迷うくらいは検討してもらえてると〟




　そういうことかよ……

　ようやくだ。ようやく、チビ聖女が俺ん家ちで言ってきたことの意味がわかった。俺らに話を寄こす前にとっくに帝国司令部に話を持ちこんでいたのか。

　だけど司令部が素す直なおに頷うなずくかは未知。いざという時は力ずくで作戦に協力させるようツァリとイリスを現地投入って腹だったんだ。

「そこまでは了解いたしました。ツァリ、肝かん心じんの作戦内容を聞かせてください。特に、なぜ帝国の協力をそこまで強く求めていたのか」

「ああ、それ俺も気になるな」

　イリスはまだしもツァリにいたっては武宮唐那国の武官だ。自国の守りを放ほう棄きしてまで帝国司令部の協力のために動く理由がわからない。

　三大国がバラバラに幽ゆう幻げん種しゆと戦う。

　三大国が合同で戦線を展開する。

　この土ど壇たん場ばではあまり後者の意味がない。なぜなら、こんな土壇場だからこそ普ふ段だんの仲間が頼たよりになるものだろう。せっぱ詰つまった場面で見慣れぬ仲間が増えたからって、とっさの時に背中を預けられる信頼なんて築けるわけがない。

　が──

「大事なのは帝国の協力じゃない。帝国にお嬢じようの計画を邪じや魔まされないことさ」

「ん？　なんだそれ？」

　ツァリの返事は、俺たちの予想とまるで違ったものだった。

「ここなんだよ」

　議長席に立つ彼女が自らの真上を指さした。

　その視線は天てん井じようでなく、大統領府そのものでもなく、さらにその上空を見つめていて。




「幽幻種の扉とびらは、この帝都上空を中コ心アにして世界中に拡大する」




　もう理解しただろう？

　そんな表情でツァリが俺に不敵な笑えみを向けてくる。

「……この帝都が、真っ先に侵攻の犠ぎ牲せいになるってことかよ」

「それは幽幻種の気分次し第だいさ。ただ、いざ幽幻種が顕けん現げんした時に真っ先にソレを観測できるのは帝都上空で間違いない。そしておそらく、もっとも多くの幽幻種の標的となるのが帝都であるのも間違いない」

　無意識のうちに、俺は議事室にかかった壁かべ掛かけ時計に目をやっていた。

　九時五十分。

　幽幻種の侵攻まで、あと八時間。

　たった八時間後には帝都そのものが消しよう滅めつするかもしれない。

「ええと、俺は専門知識ねぇからたとえ話でいくぞ。水道管が破は裂れつして水が噴ふきだしたら、誰だれだって水道管の破裂箇か所しよを直して閉じようとするよな。つまりは──」

「そのとおり。お嬢の究極結界も同じさ。幽幻種の扉が開いた場所を中心に発動するのがもっとも効果が高い。つまり究極結界は帝都で発動させる必要がある」
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「わかった。大まかには理解できたぜ」

　チビ聖女と部下の精せい鋭えいたちがわざわざ帝都までやってくる必要性。

　おそらく数百人、数千人規模の一大軍力だ。そんなのが帝都の中に入ってくるのを帝国司令部が許可するはずがない。

　だけど帝都でなければ究極結界も発動できない。

「同じ説明が司令部にもあったよ」

　頷く帝都の老兵。

「エルマリア神教界として、帝国司令部による帝都の防衛に口出しする気は無い。ただ、聖女による結界発動には巨きよ大だいな祭さい殿でんと多くの人手がいる。そのためのスペースと、そして祭殿を守るための護衛を提供願いたいとね」

「それで司令部はその提案を受けいれたと。正直、よく受けいれましたね？」

「なにしろ誰だれ一人ひとりとして代案が出せない。苦肉の決定だよ」

　告げるヨミ先輩に、カレンダル統合機動軍司令の応こたえは溜息だった。

　……苦肉の決定ね。

　……それが司令部の本音なんだろうな。

　心の底からは納なつ得とくしきれてない部分もある。それが当然だ。なにせ帝国司令部としては、何十年と自分たちが帝国を守ってきたって自負がある。おいそれと他国の提案そのままを受けいれられるわけがない。

「が、ここは名を棄すてても実じつを取るべき時ではある。結論としては先に言ったとおりだ。帝国はエルマリア神教界の提案を受けいれ、司令部の現状は、聖女の祭殿のためのスペースの確保と護衛部隊の結成を急いでいるというわけだ」

「よくわかりましたわ。で、司令はそのためにここへ？」

「無論。ちょうどヨミ君、そして少年や不完全神性機関とも面識があったからな。……というわけで私からの説明は終わりだ。またすぐ、本件の担当官がやってくる。それまでここを自由に使っていてくれて構わない」

　鍛きたえあげられた背中をこちらに向け颯さつ爽そうと議事室を後にする老軍人。

　しかし何を思ったか、議事室の扉を半分ほど開いたところで足を止め、彼は再びこちらにふり向いた。

「そうそう少年、あまりユメルダ嬢を困らせないでやってくれ。ああ見えて彼女、私がちょうど君くらいの歳としに世話になった将校の大事な一人ひとり娘むすめでな」

「嬢……ああ、ユメルダ先生のことですか」

　そういや凱旋都市の駅舎で、二人とも知りあいっぽい口調だったもんな。

「なんつぅか、その……ユメルダ先生がユメルダ嬢なんて言われるの俺にとっちゃ違い和わ感かんあるというか。ほら、さすがにあの人もうすぐ三み十そ路じだし？　何かにつけて見合い相手に逃にげられるとか嘆なげいてるし」

「その三十路近い彼女から私宛てにプライベートメールが入ってな。もし君たちを帝都で見かけるようなことがあればすぐにでも連れん絡らくしてほしいとのことだ」

「げ……」

「さすが先生。こちらの行動バレバレですね」

　なぜか感心した面おも持もちでイリスが腕うで組ぐみ。

「うむ。私としても此こ度たびの件に君たちがかかわっている以上、単に帝都で見かけた程度と連絡するつもりだったが、三十路近くなっても結けつ婚こん相手に恵めぐまれないことを少年が心配していたことまで伝え──」

「マジ洒落しやれにならないんでやめてくださいお願いしますっ!?」

　くそ、なんでこんな時まで先生に怯おびえなきゃいけないんだよ俺は。

　さてはミカエルが助言しやがったな。あいつなら俺が軍学校アカデミーの参集命令サボったことで何かしら勘かんづいてもおかしくない。

「ユメルダ嬢は、君のことをずいぶんと案じていたようだが？」

「そうですか……」

「そうとも。何か危険に首を突つっこまぬよう、見つけたら睡すい眠みん薬やく三日分を投とう与よのうえ、鉄てつ条じよう網もうで縛しばり上げて宅急便で送りつけてくれと」

「それ怒おこってる！　完全に怒いかり狂くるってる時のユメルダ先生だから！」

「はっはっは。良き師を持ったな少年」

　豪ごう快かいな笑い声を響ひびかせてカレンダル統合機動軍司令が去っていく。

　その姿が完全に扉向こうへ。

「さて、こちらも一通りの話は終わりだ」

　ツァリがまたしても跳ちよう躍やくして議長の机に飛びのった。……あ、一応、帝国軍人の前じゃ遠えん慮りよしてたのか。

「しかし逆に手持ちぶさただな。お嬢の率いる一大部隊が到とう着ちやくするまであと二時間もある。となれば、さっさと帝国司令部と話を詰めたいところだが」

「司令部との話し合いもだけどよ、俺らの作戦会議みたいなものは？」

「それはお嬢が来てから。まさに最後の場面でだな」

　軽い調子でツァリが肩かたをすくめてみせる。対して俺は、そんな彼女の目をじっと見つめて一歩近づいていった。

「じゃあ何か話は？　どうせアンタのことだから帝国の動きも摑つかんでるんだろ？」

「賢かしこいじゃないか。私が聞いたかぎり、帝国側が用意する祭さい壇だん用のスペースは、大統領府を向こう３００メートルほどいった広場らしい」

「帝てい都と記念広場かしら？　あそこ悪くないわよ。周りもせいぜい噴ふん水すいくらいで建物もないし。あたしもよく人型機械体アンドロイドの起動実験に使うもん」

　議事室の窓向こうを指さすヨミ先せん輩ぱい。

「そこを紗砂たちが使うってわけね。で、あたしらどうするの？　エルマリア神教界の人のことよく知らないけど、帝国の人間も一いつ緒しよになって戦うわけ？」

「そそ。俺もそこが一番気になってる」

　さっきも気になってた点だけど、やっぱり帝国の軍人とエルマリア神教界の人間が肩を並べて戦うのは難しいと思う。

「ほら、やっぱ指揮系統が面めん倒どうくさいと思うぜ。帝国の組織を理解してない奴やつに指揮官任せたって上う手まくいかないと思うし、逆に帝国の名軍師がエルマリア神教界の名軍師になれるかっていうとまた違うと思う」

「そのとおりだろうな」

「じゃあ──」

「私個人の話でいえば、状じよう況きよう次し第だいで勝手に動くさ。お嬢から注文があれば別だが、決めておくとすればイリスとの微び調ちよう整せいくらいか」

「私ですか？」

　不思議そうに目を瞬またたかせるダ家メ政イ婦ド。

「そう。お嬢が究極結界の準備で動けない。私とお前が、この帝都の戦せん況きようを左右する二大戦力になる。だから互たがいの守しゆ備び範はん囲いだけは事前に決めたい」

「たとえば帝都の北半分が私で、南半分があなたという意味ですか」

「いいや。それだと幽幻種が北半分に集中した時に片方が手持ちぶさたになる。奴らが帝都のどこに降ってくるかわからない以上、エリアで守備範囲を決めるのは無しだ」

　不敵な笑み。

　試ためすような口ぶりでツァリはこう言った。

「大量殲せん滅めつと個体撃げき破は、どちらがいい？」

「──なるほど」

「奴らの侵しん攻こう時にもっとも強力な個体を私が引き受ける。そいつを倒たおしたら次に強力な奴に移るといった具合だ。一方で、お前はもっとも敵数の多いエリアを任せたい。そこを殲滅したら次に敵数の多いエリアに移るといった具合でな」

「逆の分担も考えられますが、それでよろしいのですか？」

「私の都合さ。幽ゆう幻げん種しゆをいっぺんに掃そう討とうしようとすると、私なら周りの味方まで吹ふき飛ばしかねない。細かい調整は苦手でな。逆にお前は機械だから、その手の細かい照準合わせはお手のものだろう？」

「承知しました。凪、それで良いですか」

「お？　ま、まあな……」

　イリスに見つめられ、俺は反射的に何度も頷うなずいてしまった。

　一対一と集団戦か。

　ツァリの意見はもっともで、幽幻種相手にエリアで防衛担当を決めるのは効果が薄うすい。ならツァリとイリスがそれぞれ自分の動きやすいよう動く方がマシだ。

「お前が選んでくれていい。無茶しないって条件でな」

「ありがとうございます。ならツァリ、そちらの提案でいきましょう」

　ツァリへと向き直るイリス。

　……それでいいんだよな？

　イリスにどんな任務を与あたえ、どの位置に配置するか。この決定が、八時間後の戦況に間違いなく大きな影えい響きようを及およぼすはずなんだ。

「ならば、これで今できる決め事も済んだわけだ」

　再び議長の机からツァリが飛び降りる。

「あとは帝国司令部の担当官と話し合いだ。さっきの将校はああ言ったが、何しろここは帝国領だ。お嬢じようの提案を受けいれるとはいえ、必ず何かしらの条件なり制約を突きつけてくるだろうさ。その交こう渉しようをあと二時間以内、つまりお嬢が来るまでに済ませるぞ」

「チビ聖女の負担はなるべく少なくってか」

「少なくじゃない。零ゼロにする」

　そう答えるツァリの言葉に迷いはなかった。

「究極結界以外のあらゆる手間と負担を、ここにいる私たち四人で肩かた代がわりする。もともと、十四歳のあの子が究極結界を発動させるなんてことが無理難題そのものなんだ。これ以上の負荷はかけられない」

「…………」

「なんだ？」

「アンタ、いい奴なんだな」

　本人のいないところで、こんな追いつめられた状況で、当たり前のようにこんなことが言える奴なかなかいないんじゃないか。

「事実を言ったまでだ。お嬢が失敗すれば後がない。できるかぎりのことをするまでさ」

「ああ、わかってる」




〝じゃあね、頼たよりにしてるわよ！〟




　そう言われた時から決めていたことだ。

　あと二時間でチビ聖女が帝都につく。その六時間後には幽幻種の侵攻が、この帝都を中心にして世界中に広がっていく。

「──させねぇよ」

　たった四人だけの議事室で、俺は誰だれにともなくそう宣言した。
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　大統領府五階・議事室。

「あと一時間か……」

　午前十一時。

　チビ聖女の到着があと一時間に迫せまるなか、俺はぽつんと、このバカ広い議事室の中央部に突っ立っていた。

「ほんと、不思議な感覚だよな」

　議事室にこだまする自分の声。

　誰の返事も返ってこないことはわかってる。ツァリは帝都の地理を歩いて覚えてくるといったきり、イリスもヨミ先輩に呼ばれて最終調整中。

　俺一人。

　俺だけが議事室に残ってる。

「やらなきゃいけないことあるのに、何から手をつければいいんだろうな」

　年末の大おお掃そう除じみたいな気分だ。

　片付けなきゃいけないことがあるのに、なぜかそのことに集中できずに時間だけが過ぎていくこの感覚。

「待て、落ちついて考えろ俺。チビ聖女の到着まで一時間しかねぇんだぞ。アイツが到着したら打合せやら準備やら手伝わされるに決まってる。そうしたら午後六時まであっという間だ。この一時間の間に、ほかに用事があれば済ませるべきだろ？」

　だけど──

　その「用事」が決まりきらないでいる。

　宝ほう条じよう軍学校アカデミーのユメルダ先生には心配かけてるだろうけど、今ここで連絡なんかしても邪じや魔まになる。それはシィやミカエル、いいんちょたちへも同じことだ。

　自分の銃剣ガンウエポンの点検だって残ってる。

　さらに言えば、あと一時間、最後まで射撃訓練することも選せん択たく肢しの一つだろう。ツァリみたいに議事室の外に出て帝都を巡じゆん回かいすることだってできる。

「俺は」

　何度目かの独り言を呟つぶやきかけた矢先、胸むな元もとで通信機が小さく振しん動どうした。

　通信？　誰だ。

『……やってくれましたわねぇ凪、宝条軍学校を一人抜ぬけだして小旅行ですの？』

「ミカエルっ!?」

　通信機を握にぎる手が一いつ瞬しゆんで汗あせばんだ。

　やべ、この声。ちょっとやそっとの怒り具合じゃねえぞ。激げき怒どモード。てことはやっぱり俺が帝都にいることも。

「よ、よお。どうしたんだよ。こんな状況で」

『こんな状況？　この差し迫った時にぬけぬけと帝都まで出かける素行不良生徒に言われたくないですわねぇ』

　ほらみろ。

　やっぱ帝都まで来てるってバレてるか。大方さっきのカレンダルのおっさんがユメルダ先生に伝えて、それがミカエルにも伝わったっぽいな。

『言うことは？』

「え」

『何か言うことはないのか、と聞いたのです。わたくしだけじゃありませんわよ。先生やシィ、いいんちょ、クラスの皆みんなに心配をかけたことに対して』

「…………」

　それはそのとおりだ。

　俺の直属の上司はユメルダ先生で、今回の俺の行動なんて厳密には帝国の誰に命令されたわけでもない。緊きん急きゆう時に一緒に行動することになってた班はんのメンバーにも迷めい惑わくをかけただろう。

　その結果、取り返しのつかない惨さん事じが起きたのなら俺の責任だ。

「いや、お前のいうとおりだ」

『というと？』

「何か言うことはって聞かれてさ、たぶん、本当は言わなきゃいけないこと沢たく山さんあるんだよ。お前やシィ、いいんちょに謝らなきゃいけないこともそうだし、俺が今ここにいる理由だって気になるだろうから、それもちゃんと説明しなきゃいけない」

『……そうですわね』

「でも今は待ってほしいんだ」

『それはなぜですの？』

「お前に謝るならシィに謝らなきゃいけないし、シィに謝るならいいんちょ、ユメルダ先生、クラスの皆にもだ。それだけで一時間はかかる。そこに俺の事情を話し始めたら何時間かかると思う？」

『…………』

「ちゃんと話すよ。全部終わって、宝ほう条じよう軍学校アカデミーに戻もどったら全部話して、謝るから。今はその約束だけで勘かん弁べんしてくれないか」

『約束、ですか。そういえばわたくしの全身メンテナンスの件もほったらかしですわね』

「それも忘れてねぇよ」

『結構。ですが、やっぱり聞き入れることはできません。今回のあなたの件、軍学校アカデミーの生徒としてあまりに反規き範はん的です。どんな事情があってもユメルダ先生には話を伝えておくべきでしょう』

「そうだけどよ、それを話してる時間も──」




「だから、わたくしがこの場で聞きますわ」




　…………。

　……え？

　通信機からのノイズがかった声じゃなかった。今の、最後のミカエルの声だけはまるで、すぐ目の前に彼女がいるかのように澄すみきった声で。

「どこを見てるんですの、こちらですわよ」

　弾はじかれたように俺は顔を上げた。

　この議事室の、古めかしくも荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きの木扉とびら。それがいつの間にか全開になっていて、そこに真しん紅くの髪かみをした人型機械体アンドロイドが立っていた。

「……何の冗じよう談だんだよ」

「心外ですわね。わたくしなりに考えた結果ですわ」

　左手に通信機、右手に巨きよ大だいな機き関かん銃じゆうケースを担かついだミカエル。一歩、また一歩、俺の方へと歩みを進めてくる。

　そんな彼女に、俺は呆ぼう然ぜんとして何も言葉がかけられなかった。

　……まさか帝てい都とにミカエルが。

　……ウソだろ。だってカレンダルのおっさんが伝えたにしたって早すぎるぞ。

　宝ほう条じよう軍学校アカデミーから帝都までどんなに急いでも三時間はかかる。

　だけど俺がカレンダル統合機動軍司令と話してからまだ一時間だ。その直後に俺の情報がユメルダ先生に伝わったとしても無理がある。

「あなたがこの非常事態に参集に応じない。何か裏があると思ってしかるべきでしょう？　イリスさんという不完全神性機関の主人で、エルマリア神教界の聖女とも顔見知りの仲にあるあなたが。そんなの、昨晩にあなたから連れん絡らくを受けた時点でバレバレですわ。ああ、何か大きなことをしようとしてるんだなって」

「……それで」

「あんな夜ふけに連絡してくるんですもの。翌朝早くから行動するのは予想がつきました。事実、わたくしが朝四時にあなたの家に行った時にはもぬけの殻からでしたわね？」

「お前、俺の家に来てたのかよ！」

　しかも朝四時に。

　俺が家を出たのが朝三時半だから、ちょうど入れ違ちがい。

「朝早くに家を出た。となれば列車を使った遠出の可能性が高い。思いあたって駅舎に行けば、人相の悪さでは凶きよう悪あく犯真っ青の少年を目もく撃げきしたとの情報があっさりと」

「おい。いや待ておい」

「そこですぐさま宝条軍学校に向かって、ユメルダ先生に無理言って出張許可を頂いたというわけですの」

　話の筋は通る。

　みんなが避ひ難なんした後だから駅舎もほぼ無人だったし、そこに朝早くから俺とイリス、ヨミ先せん輩ぱいが出向けば嫌いやでも目立つって仕組みだ。

　駅員でも監かん視しカメラでも、ちょっと聴ちよう取しゆすればすぐに足取りは摑つかめるだろう。

「だけどよ……」

「何のためにかって？　先に言ったとおりですわ」

　機関銃ケースを壁かべに立てかけるミカエル。

　何をするかと思えば、彼女は自分の胸元を指さして。

「わたくしが話を聞いてさしあげます。そしてもしも、あなたの行動に納なつ得とくいく答えが見いだせたなら、軍学校アカデミーに戻った時には一いつ緒しよに弁明してさしあげます。こう見えてわたくし、教師陣じんには絶大な信しん頼らいを置かれてるんですから」

「マジで？　いや待て、おかしい。話がうますぎる。お前何を企たくらん……ぶぇっ!?」

「なぜ人の好意を疑うんですか。殴なぐりますわよ」

「もう殴ってんじゃねえかよ!?」

　あー……ったく。

　結局どうあがいても殴られる運命だったってわけですか。

「列車代は今の一発で容よう赦しやしてあげます。……それとここに来た理由ですが、わたくしがクラスリーダーだから放ほうっておけなかったということにしておきましょう」

「まるで何かほかにありそうな言い方だな」

「別に。わたくし紫苑のことなんか気になってませんわよ？」

「紫苑か」

「ち、違います！　あ、あくまでわたくしはクラスメイトの暴走を止めるべく、仕方なく帝都まで来たんですからね！」

「はいはい。わかったよ」

　適当に手をふって受け流す俺。

　……俺も剣けん帝ていが何してるか気になってたしな。

　……ミカエルも紫苑が気になって、その手がかりを探しに来たかったのか。

　あるいは俺が紫苑を捜さがすために帝都に来た、そう思ったのかもな。だとしたら前みたく、俺が紫苑に誘さそわれたと思って駆かけつけてくれたってことになる。

「何にせよ一人での行動は感心しませんわ」

「イリスも一緒だっての。ていうかお前こそ、こんな時に一人旅かよ。よくユメルダ先生も一人で帝都まで来させたな」

「あら？　わたくしが一人で来たなんて言いました？」

　ん。それどういうことだ。だって目の前にいるのはミカエル一人だろ。ほかに議事室の中を見回したって──

「って、あれは」

　俺が目を留めたのはミカエルが入ってきた扉だ。

　よくよく見てみれば、その扉の端はしっこから綺き麗れいな金きん髪ぱつがふわふわとなびいて見え隠かくれしてるじゃないか。それに学生服っぽい白スカートの端っこも覗のぞいてる。

　金髪で、スカートで、帝都まで来る。

「シィ、お前それじゃ隠れた内に入らないからな」

「あ！　ば、バレちゃった！　いいんちょさん。ど、どどどうしましょう！」

　いいんちょまで一緒かよ。

　遠出だから女二人旅より男がいた方が安心ではあるんだけど。

「結局みんな帝都に勢せい揃ぞろいってか」

「そう言うな。そもそもクラスの評議委員である俺に一言くらい告げておけ」

「そうです！　なぎせんぱいってば一人で出かけちゃうなんて水くさいですよ！　わ、わたしだって声かけてもらえればいつでもお伴ともに……」

　眼鏡めがねのブリッジを押しあげるいいんちょ。その後ろからは、握にぎり拳こぶしを勢いよく振ふり回したシィが力強く走ってくる。

「わたくしが帝都に行くと言ったら、二人とも一緒に行くって聞きませんでしたの」

　小声でミカエルが俺にそっと耳打ち。

　そりゃそうだ。つい数日前まで一緒に大統領府まで来た仲だ。俺が帝都に再出発したなんて知れば気になって仕方ないはず。

「それで凪、噂うわさではイリスさんが素す敵てきな装そう甲こうをお召めしになったと聞くが」

「どっからそんなレア情報手に入れてくるんだよ。あー、いまちょうどその最終調整してるんじゃね？　ヨミ先輩の研究ラボに二人でいるぞ。暇ひまなら行ってこい」

「本当か！　行くぞシィ、どのみちヨミさんには俺たちが来てることも伝えておいた方がいい。善は急げだ」

「ま、待っていいんちょ。そんなこと言って本当はイーちゃんの着き替がえ覗こうとしてますでしょ！　だ、だめです！　そんなことはいけませんですってば！」

　目を輝かがやかせたいいんちょと、いいんちょに無理やり手を摑まれたシィ。宝条軍学校アカデミーの制服を着た二人が、静まりかえる廊ろう下かを駆けていく。

「それで凪、今の状じよう況きよう教えてくれますわよね」

「……わかったよ」

　ミカエルに首しゆ肯こうし、俺はちらりと議事室の時計を見やった。

　十一時二十五分。

　あと三十分でチビ聖女が到とう着ちやくするから説明も早めに切り上げないとな。実際、チビ聖女がもっと早く帝都に到着することだって考え──




『あー、駄だ犬けん？　私よ。もうすぐ帝都に着くから』




「って早すぎるだろおい！」

「？　どうしたんですの」

　突とつ然ぜんに怒ど鳴なった俺を不ふ審しんそうに見つめるミカエル。

　ああ、そうか。チビ聖女の念話は俺にしか聞こえてなくて、周りからすりゃ俺がいきなり奇き声せいをあげたように見えるのか。

「ったくよ、どうしてこう、偉えらい奴やつってのは時間にルーズなんだろうな。来るなら十一時半に来るってあらかじめ言ってくれよ」

『無茶言わないの。それよりそっちは……またずいぶん広い部屋にいるわね。しかも赤毛の人型機械体アンドロイドも一緒？』

「おう。シィといいんちょもな。こっちはそれ以外変わってねえよ。今日の作戦も聞いたぜ。まあ何だ、大船に乗った気でいろなんて言わないけどさ、俺もイリスも一緒にいてやるから心配すんな。うまくいくさ」

『当然よ。絶対、成功させるんだから』

「おし。それで、俺は何をすればいい？　例の祭さい壇だんができるっていう記念広場で待ち合わせとかも大だい丈じよう夫ぶだぜ。作戦会議もするんだろ」

『じゃあ五時間後に記念広場ね』

「遅っ!?」

　謎なぞの絶ぜつ叫きようが喉のどの奥から飛びだした。なんだその五時間後って。五十分後の間違いじゃないのかと思いたくなる時間だ。

『話を聞きなさい。まず私が到着すれば帝てい国こく司令部の幹部が勢揃いで出で迎むかえる手て筈はずになってるわ。そこでエルマリア神教界と帝国の最終協議があるの』

「そこまでは予想つくぜ」

『それに最低一時間。さらに祭壇の建築作業は私が見ておかないといけないから、さらに四時間は拘こう束そくされる。この祭壇も究極結界に必要な儀ぎ礼れいの一つなの。絶対に完成させなきゃいけないし、絶対に破は壊かいされてもいけない』

　つまり五時間はかかるということだ。

　幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こうまで間もないが、その五時間は絶対に削けずれない五時間になる。

「話はその完成後ってわけだな」

『そう。その最後、残った時間にヨミ、ツァリ、それにあなたとイリスを祭壇に呼ぶから。それまで待っててほしいの』

「……わかった。そういう事情なら俺も邪じや魔まはしない」

『ツァリには同じ話をしたわ。ヨミがイリスと何か喋しやべってるみたいだったから、二人の手が空いた時に駄犬から話を伝えておいてくれる？』

「頼たのまれとく」

『任せたわ。じゃ、また記念広場でね』

　任せた。

　これで二度目。間違いなんかじゃないよな。

「話は終わりましたの？　念話？」

「正解。さて、と。時間惜おしいから歩きながら話をしようぜ。ヨミ先輩の研究ラボなら大統領府を出てちょっと歩いたとこだから。シィといいんちょも先に行ってるはずだし」

　議事室の扉とびらを指さしてみせる。

「周りに聞こえても大丈夫な内容ですの？」

「もう帝国司令部公こう認にんの作戦だからな。正真正しよう銘めい、これが本当に最後になると思うぜ」

　……そう、最後にするんだ。

　両手の拳を強く握りしめ、俺は議事室を後にした。
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　帝てい都と・中央道。

　大統領府から縦にまっすぐ延びる大通りだ。これを南に歩けば商店街、北に歩けば記念広場にも直結する道で、帝都の北ほく端たんからほぼ南端まで続いているんだとか。その横よこ幅はばだけで20メートル。まさに帝都最大の歩道だろう。

　今はほぼ無人。

　その道で──

「紫苑がつい五時間前までここに!?」

「あくまで推測だけどな」

　目を見開くミカエル。

　対して俺はあくまで淡たん々たんと首を横にふってみせる。とはいえ、俺もその話を聞いた時には思わず周りを見回しちまったからな。ミカエルの反応も無理もない。

「ユーリスって機き神しんも実際に見たわけじゃないらしいぜ。あと、これは俺らが聞いた時点で五時間前な。その話を聞いたのがもう四時間前だから」

「現在換かん算さんなら九時間前の話ということですわね」

「そういうこと。それだけあったら人間だって隣となりの都市まで逃にげられるだろ。機神の機動力なら他国まで逃げてもおかしくないぜ」

「……でも有力な情報ですわ」

　愛用の重機関銃ヘヴイマシンガンを抱だきしめるように担かつぐミカエル。

　ジェラルミンケースは議事室に置いてきた。いま彼女が携たずさえる銃じゆう器きは、引き金さえ引けばいつでも秒間何十発という高速射しや撃げきが可能になっている。

「逆に、まだ留とどまっているかもしれませんし」

「俺もその可能性は考えたんだけどよ、でも剣帝や紫苑がここに留まる理由があるか？」

　解放するべき機神は司令部によって先に解放された。

　そんな状況で帝都に残る理由は？

　あの二体の機神はバカじゃない。帝都の警備も幽幻種に気が向いてる。この隙すきに帝都を脱だつ出しゆつしない手はないんだ。

「────」

「やっぱ紫苑の方が気になるのか？　チビ聖女の究極結界の時は反応薄うすだったくせに」

「幽幻種を封ふう印いんする結界のことなら、わたくしが考えても始まりません。結論はあなたと同じで、エルマリア神教界の聖女を守ることにのみ集中する。これだけですわ」

「まあな」

　俺と違ちがってミカエルは帝都の地理に詳くわしい。どこに重要な施し設せつが集中してどこを守ればいいのかってわかるのが強みだ。

「そう考えると、俺もツァリの真ま似ねして帝都のなか歩いて回らないとだめだよな」

「なら、このついでに案内してさしあげますわ」

　並び歩く人型機械体アンドロイドが、その歩調をわずかに速めた。

　俺を先導するかたちで歩道を進み、その交差点を左に曲がる。ちなみに、これを右に曲がっていればヨミ先せん輩ぱいたちのいる研究ラボだ。

「いま歩いていた大通りが帝都を北から南まで結ぶ中央道ですわ。道に迷ったら基本、この道に戻もどること……というのが基本ですが、迂う回かいルートも最低一つは覚えておくこと」

「いまの道、そこら中に傭よう兵へいのバリケードが設置されてたもんな」

「そういうことです。流ながれ弾だまに当たりたくなければ、戦せん闘とう中はとにかく中央道から遠ざかった方が懸けん命めいですわね」

　中央道。

　帝都でもっとも巨きよ大だいで広い道。おそらく幽幻種の多くがこの道に落下し、大統領府目がけて侵攻してくる。もっとも戦闘が苛か烈れつになるであろうエリアだ。

　……イリスとツァリもこの道を確認してるはず。

　……二人が幽幻種と戦うのも、この中央道のどこかでなんだろうな。

「迂回ルートってのは？」

「こちらのルートです。中央道のすぐ真横を並走するこの道。すぐ真横が中央道だけあって、狭せまい道ながら帝都の北端から南端までほぼ続いているんですの」

「狭い道の方が幽幻種にも気づかれにくいしな」

「ええ。危なくなったら脇わき道みちに逃げることもできますわ。あとは──」

　まっすぐ北に延びた道を指さすミカエル。

「再確認になりますが、ここを北にいけば大統領府に戻れますの。その領地を突つっきれば、今回の最重要拠きよ点てんである記念広場に着きます」

「広いんだよな？」

「ええ。エルマリア神教界の祭壇の設置はもちろん、その護衛を待機させる場所にも申し分ないはずですわ。そして当然、その地下には住民の避ひ難なんするシェルターも」

「……なるほどね」

　ミカエルの言葉の意図を察し、俺は神しん妙みような面おも持もちでうなずき返した。

　エルマリア神教界の祭壇。

　そのすぐ真下の地下には、住民の避難しているシェルターが設置されている。

「死守しなきゃな」

「そう。あの記念広場だけは一いつ匹ぴきの幽幻種も立ち入らせてはいけませんの。その点に関しては帝国もエルマ──…………」

　言いかけた言葉が止まった。

　それだけじゃない。先を行く足すら止めて、赤毛の人型機械体アンドロイドは斜ななめ前にある脇道を怖こわいほど真しん剣けんに睨にらみつけていた。

「ん？　どうしたんだよそんな急に」

「…………」

「お、おい？」

「まさかっ！」

　担いでいた機き関かん銃じゆうを右脇わきに固定するや、突とつ然ぜんにそう叫さけんでミカエルが駆かけだした。その足先は視線と同じ、斜め前にある脇道だ。

「ちょっと待てミカエル！」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて追いかける俺。

　が、その時にはもう赤毛の人型機械体アンドロイドの姿ははるか先。一瞬にして脇道の奥へと彼女の身体からだが消え去ってしまう。くそ、こっちは銃剣ガンウエポンも持ってないってのに、全速力で走っても重機関銃ヘヴイマシンガン持ちのミカエルの方が断然早いってのは卑ひ怯きようすぎるだろ。

　──ミカエルの入った脇道へ。

「くそっ、ここにもいねえじゃねえか」

　人一人がようやく通れるくらい狭い隙すき間ま道だ。さらにまっすぐ進んだ分ぶん岐き道、そこまで走ってようやく、右側の分岐の先にミカエルの赤毛が目についた。

「ミカエル、おいミカエル！」

「…………」

　返事はない。

　だけど足を止めている彼女が再び走りだす様子もなかった。……なんだ。いったい何を追いかけてるっていうんだよ。

「見失いましたわ」

「まず誰だれを追いかけてたのかから説明してもらえると嬉うれしいんだけどな」

「彼女に決まってるでしょう」

　溜ため息いきをつくミカエル。構えた重機関銃ヘヴイマシンガンの引き金には、いまも指先を引っかけたままだ。

「紫苑に決まってます」

「っ、……アイツがいたってのか！」

「このご時世、あんな着物めいた服を愛着する変わり者は彼女くらいです」

　その名のとおりの薄うす紫むらさき色の服。

　たしかに彼女のトレードマークではあるけれど、正直言ってすぐには信じられない情報だ。まさか、まだ紫苑が帝てい都とに留まってるわけが……

「わたくしの見誤りと思ってます？」
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「人型機械体アンドロイドの光学識別能力がすげぇことは疑わねぇよ。ただ、どうしてここにアイツがってのが理解できないだけだ」

「それを聞くために追いかけたんですわ。だけど……」

　自分たちが走ってきた道をふり返る彼女。

「あいにく分岐道が多すぎて紫苑がどの道を通ったのかさっぱり。しかもいざとなれば、彼女なら道のない場所だって建物を飛びこえられますし」

「そりゃ無理だ」

　地の利も向こう。機動力も向こう。

　そんな条件で機神を捕つかまえようってことの方が無茶すぎる。むしろよくミカエルが追いかけようって判断したと思うくらいだ。

「剣けん帝ていは？」

「話に聞く黒コート姿であるなら、紫苑の周りには見えませんでしたわ。ただわたくしが見た紫苑も、さっきの脇道から身体半分を覗のぞかせていただけですから」

　紫苑の背後に剣帝が潜ひそんでいた可能性はあるか。

　……くそ、これで状じよう況きようが一気に面めん倒どうくさくなった。

　……あいつらが帝都に留まってるなら、何か絶対に理由があるはずなんだ。

「俺らがここに誘おびき寄せられた可能性は？」

「もちろん考えられます。とにかく用心して戻りますわよ。今度は凪、あなたが前を歩いてください。わたくしが背後と左右を警けい戒かいします」

「わかった」

　安直に走りだすような真ま似ねはしない。

　一歩進むごとに周囲を確かく認にんし、さらに一歩進んでいく。軍学校アカデミーの訓練で密林に仕し掛かけられた罠わなの解除訓練を体験したけど、まさにそんな心境だ。

　──汗あせがほおを伝っていく。

「…………」

　俺もミカエルも無言。

　脇道をすすんで例の迂う回かいルートへ。さらにそこも渡わたって最初の中央道までたどり着いた時点で、ようやく俺は深々と息を吐はきだした。

「襲おそってこなかったな」

「ええ。意外なくらい無反応でしたわね。向こうもわたくしを見てすぐに退ひきましたし、目もく撃げき者が現れて逃にげの一手を選んだか」

「……だといいんだけどな」

　帝都に留まるには理由があるはず。

　その理由が、今さら目撃者が現れたからといって動じるものなのか？　そんな疑問を胸に宿しながらも俺はうなずくことにした。

　俺だって、こんな状況で剣帝や紫苑と事を構えたくはない。

「いったんヨミ先せん輩ぱいの研究ラボに集合するか。イリスもいるし、あそこなら連中もまず襲ってくることないだろ」

「異議無しですわ」
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　真っ青な空に穿うがたれた鮮せん血けつ色の亀き裂れつ。

　帝都の上空１０００メートルに現れたその扉とびらは、あと二時間後に幽ゆう幻げん種しゆが世界規模での侵しん攻こうを開始する徴しるしとされている。

　……徐じよ々じよに大きくなってる気がするな。

「午後四時か」

　ヨミ先輩の研究ラボ。

　雑草の生おい茂しげる庭先で、俺はぼんやりと空を見上げていた。

「凪」

　カサッ、と背の高い雑草をかきわけてやってくるイリス。

　その姿は機械装そう甲こうを装着した状態だ。とはいえ装甲の合間には家メ政イ婦ド服の布が見え隠かくれ……ってことは本当に家メ政イ婦ド服を着こんだまま戦うのか。

「お待たせしました」

「おう、ヨミ先輩との話は終わったか？」

「終わりました。でも中身は内ない緒しよですよ。女の子は内緒を共有して情を深めあうのです」

「なんだそりゃ」

　にへへ、となぜか満足げに笑えむ銀ぎん髪ぱつの人型機械体アンドロイド。

　てっきり最後の調整の話かと思ったんだけどな。まさかの女子会でしたってオチになるのは勘かん弁べんしてくれ。

「凪はなにを？」

「ん……なんかぼんやりしてた。こんな時に緊きん張ちよう感かんねえよなって自分でも思うけど」

「それはすごいです。ヨミ先輩がさっき言ってたけど、バリケード周りを守ってる傭よう兵へいも軍人も、ピリピリ緊きん張ちようしてて話せる雰ふん囲い気きじゃなかったって」

「あっちは本職だからそれでも平気なんだろ。俺は今から緊張してたら体力一瞬で溶とけて六時までに力つきちまうし」

「今後の目標は体力作りですね」

　古ぼけたベンチを見つけ、そこにイリスがそっと腰こしかける。

「凪は、もしかしたら根は文系なのかも」

「はい？」

「好きなのも得意なのも理系分野だと思いますが、もともとの根っこは文系なのかなって。本読むの好きですよね？　それに色んなところで物思いに耽ふけるところとか。作家さんとか詩人とかがそういうイメージです」

「……ま、昔は絵本とか紙かみ芝しば居いに夢中になってたのは事実だな」

　子供の頃ころに読んだ絵本。

　そこには銀色の甲かつ冑ちゆうをまとった騎き士しがいて、悪の軍団にたった一人で果か敢かんに立ちむかっていた。その英えい雄ゆう譚たんが好きで何度も何度も読み返したのを覚えてる。

　……そういう英雄。

　……だけど、いざ考えてみりゃコイツも似たようなもんだよな。

「なんですか？」

「いや。お前、もしかしたら数十年後とか数百年後にすごい有名になってないかなって思っただけ。絵本とか童話の主役になってないかなって」

　何千体という幽幻種にたった一体で立ちむかう銀髪の機き神しん。それが少女の姿をしてるなら、まさに伝説・伝承の素材としては申し分ないだろう。

「私は凪にそうなってもらいたいです」

「ハードル高いなおい？」

「そして憧あこがれの大作家。本の原げん稿こう収入により凪は一大財産を形成し、我が家の家計は大助かり。私も家メ政イ婦ドとして楽ができます」

「腹黒いにも程ほどがあるっ!?」

「冗じよう談だんです」

　くすっと肩かたをふるわせてイリスがベンチによりかかる。

「でも、そんなことを夢見ることができるくらい平和な時間がほしいなって」

「……そうだな」

　片かた膝ひざを曲げて、それを両手で抱だきかかえる彼女。

　そのなにげない仕草を横目に見やる俺。

「最後の戦いが近いってことはだぜ、それさえ乗りこえれば、そんなことを考える時間ももうすぐってことだろ。あとちょっとじゃねえか」

「はい」

　にっこりと満面の笑みで応こたえる銀髪の少女。

　が、そんな笑顔もほどほどに急に真顔になったかと思えば、ベンチに両足を抱かかえてうずくまるような姿勢になってしまった。

「…………」

「ん？」

「……あの、凪？」

「おう」

「あ……う…………い、いいえ……その、なんでも……ないです！」

　イヤイヤと言わんばかりにうつむいて首を横にふってくる。

「なんだよ妖あやしいな」

「あ、妖しくないです！」

「じゃあ言ってみろよ。なに言おうとしてたんだ？」

「そ、それは……あの……」

　またしても口ごもるダ家メ政イ婦ド。

　なんだ本格的に黙だまり調子じゃねえか。ここまで頑がん固こに口ごもるコイツを見たのは久しぶり。いや初めてかもしれない。

「言いたくないならいいけどさ、大事なことなんじゃないのか？　だから迷ってるんだろ」

「だ、大事なことです。すごく大事なこと……」

「なら言ってみろって。笑ったりしねえから。ちゃんと聞いてやるから」

「うー…………」

「じゃ、じゃあ……あ、あの……大声じゃ恥はずかしいので…………」

「来いってか？　まったくどうしたんだよ」

　ベンチで膝ひざを抱かかえてうずくまる彼女の下もとへ。

「ほら」

「…………はい」

　抱えていた膝を伸のばし、ゆっくりと顔を持ち上げるイリス。

　真っ赤に紅潮した頰ほおと、まるで涙なみだで濡ぬれたようにゆれる大おお粒つぶの瞳ひとみがそこにはあった。

　──いつものコイツじゃない？

　普ふ段だんのイリスじゃない。悪い意味じゃなくて、なんだかものすごく……こう、淑しとやかと喩たとえるべきなのか、いままでにない不思議な魅み力りよくがあった。

「凪」

「な、なんだよあらたまって」

　その雰囲気に圧あつ倒とうされかけて思わず声が上ずってしまう。

「…………」

　立ち上がったイリスがまっすぐ両手を伸ばす。

　俺の肩かた先さきに触ふれ、そのまま彼女の両手が俺の背中に回されて、そして──




「ねえ、凪？

　もし……もし私がこの戦いで…………………………」




　紅潮した唇くちびるがその先を紡つむごうとした直前。

　誰だれかが草を踏ふみわける音。

「ジール、イリスどこ？　紗砂がすぐ広場に来てって言ってるの。例の祭さい壇だんだか何かができたらしいわよ」

「ひっ、っひゃっぁぁっっっっっっいっ!?」

　目をぐるぐる回してイリスが大あわてで返事。その時にはもう、あっという間に俺から10メートルは離はなれた場所に飛び下がってしまっていた。

「あ、こんなとこにいたんだ？」

　相変わらず研究服姿のヨミ先輩。

　その後ろには付きそい役のシィといいんちょも。

「なぎせんぱい、早く早くですよ」

「うむ。ミカエルは待ちきれずに先に行ってしまったぞ」

「……どいつもこいつも気がはええよ」

　ちらりとイリスを横目で覗のぞき見。だけど肝かん心じんのイリスが顔を真っ赤にしたまま俺と目を合わせようとしない。

　……さっきのアイツ。

　……俺になに言いかけたんだ？

「ジール、早く来なさい」

「あ、ああ。わかってるって。もう時間がないんだろ」

　手招きするヨミ先輩の後ろを小走りで追いかけた。

　この先のことに集中しなきゃいけない。そうわかっていても、イリスの言葉の続きが気になって頭の片かた隅すみから離れなかった。
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　帝てい国こく記念広場。

　帝国における大統領閣下の習わしの一つに、在職中に何か一つ、帝都内で大きな公共施し設せつ事業を行うというのがある。大昔の人間がピラミッドや巨きよ大だいな墳ふん墓ぼを作ったのと同じで、いわば自分の権力アピールみたいなもんだ。

「この記念広場は、たしか二代前の大統領閣下の作った施設だっけ？」

「三代前です。二代目は中央道の道路拡張工事ですね。どちらもかなりの税金が投入されたと聞きますが、結果としては住民にも好評とのことです」

　緑の芝生しばふがどこまでも広がる広場内。

　無機質な帝都のなかで数少ない自然豊かな場所だ。その歩道を、俺とイリスは並んで歩いていた。後ろにヨミ先せん輩ぱい。その左右をシィといいんちょが付きそっている。

「ヨミ先輩、例の祭壇てのは？　これだけ広場がでかいとわからねえよ」

「噴ふん水すい前で工事中らしいわ。まっすぐ行って左右の分ぶん岐きを左よ。ほら、あっちにエルマリア神教界の人がたくさんいるじゃない」

　淡あわい色合いのローブを羽織った司祭が数人単位でそこかしこに配置されてる。たぶん、あの数人で一グループなんだろうな。

「なあイリス、あいつらの足下になんかペンキみたいな塗と料りようが散乱してねえか。あそこだけ雑草の色合いが違ちがうぞ」

「刻印儀ぎ礼れいの一種かと思われます。魔ま笛てきに対たい抗こうする沁しん力りよくを宿した文様で、あの塗料内のサークルそのものが結界の役割を果たします。あの内部に幽ゆう幻げん種しゆが踏みいれば、それだけでダメージを与あたえる仕組みです」

「へえ。エルマリア神教界ならではの罠わなってことか」

　あらためて見わたせば、記念広場のそこら中で同じような文様でサークルが描えがかれてる。半径数メートルのものから半径十数メートルの巨大なサークルまで。

「紗砂の話じゃ司祭だけで数百人規模連れてきてるらしいわ。たぶん広場中に散らばって片かたっ端ぱしからあのサークルを設置してるんじゃないかしら」

「そりゃ頼たのもしいな？」

「あいにく紗砂本人は焼け石に水程度って言ってたけどね」

「やれることをやるってのは間ま違ちがってないって。で、その肝心のチビ聖女は……と」

　サークルの描かれた歩道を通過する。

　俺が歩いても何の効果も現象も起きないけど、よく見ればサークルを描く文様がほのかに蒼あおく輝かがやいているのだけはわかった。

　そして──

「おぉ、でかいな」

　目の前に、見上げるほど巨大な祭壇がそびえたっていた。

　祭壇の土台となるのは透すきとおった巨大な氷ひよう塊かい。そこに真しん鍮ちゆう色と銀色で何かの文字が何重にも刻まれて複雑な文様を描きだしている。

　──これだけでかい祭壇。

　──祭壇ていうか、もうこれは塔とうって言った方がいいんじゃないのか。

「氷の台座？　水すい晶しようじゃないよな」

「真後ろにある噴水の水を使ったのだと思います。氷結晶からわずかに沁力の反応がありますので、ただ冷気で凍こおらせたものとは違うかと」

「だろうな。でなきゃさすがに一時間もあれば祭壇がとけてなくなっちまう」

　氷の台座。

　思えば究極結界というのは、幽幻種と穢歌の庭エデンを凍らせるという話だった。それとあの氷の台座、関係がないとも思えない。

「だけどさ、あんな氷の上で何かするんだったらチビ聖女寒くねえのかな」

「寒いに決まってるでしょ。本気で凍とう死し寸前になるんだから」

　声は真後ろから。

　ふり向けば、そこには白を基調とした法ほう衣い姿のチビ聖女が。

「お、出たな主役。それエルマリア神教界の衣い装しようか？　すげぇ高そうだけど」

「値段は知らないけど由ゆい緒しよ正ただしいのは確かよ」

　ふん、と腕うで組ぐみで応こたえるチビ聖女。

「とにかく集まったわね。じゃあこっち来て。遠えん慮りよいらな──ぶぇっ!?」

　……おーい。大だい丈じよう夫ぶか。

　一歩歩きだすなり、長い法衣の裾すそを踏んづけて転びましたよこの聖女。しかも俺らだけじゃなくて、部下にあたる司祭が何十人と見守るなかで。

「こ、これだから堅かた苦くるしい服は嫌きらいなのよ！」

「ああ、お前が普段から身軽なシャツとスカート着てた理由がわかったよ」

「うるさい！　とにかく黙ってついてきなさい」

　芝生の草を払はらって再びチビ聖女が歩きだす。だけど今度は、さっきより心なしか慎しん重ちように歩を進めてる気がしたり。

　──立ちならぶ簡易テント。

　──用よう途とはけが人の救助とか医い療りようだろうな。

　その中で、チビ聖女が歩いていくのは一ひと際きわ巨大なテントだった。垂れ下がったカーテン代わりの薄布をくぐったそこに、パイプ椅い子すに座るツァリとミカエル。

　どちらも待ちくたびれた雰ふん囲い気きだ。

「お待たせ。ようやく話ができる時間が取れたわ」

　テント内のパイプ椅子に適当に腰こしかける俺ら。対してチビ聖女だけはその場に立って俺らの顔を見回しながら──

「まずは、ご覧のとおり祭壇はひとまず完成したわ。後は各おの々おのが……私も含ふくめ、エルマリア神教界の人間も帝国の人間も関係なく、とにかく全員が全員、自分に与えられた責務を全まつとうするだけよ」

「で、その自分の責務が何なのかって確かく認にんするんだよな？」

「再確認よ。もうおおよそわかってるでしょ」

　聖女の法衣をばさりとひるがえす少女。

「まず私のことを話すわ。……この話が終わり次し第だい、すぐにでも祭壇の一番上で結界の発動に必要な儀礼に入る。結界の発動に必要な手順は『祈いのり』と『共鳴』と『詠えい唱しよう』。これは専門的な話だから説明は省くけど、それぞれ最低でも三時間。特に最初の『祈り』は禁断水晶アマリリスとの『共鳴』に移るために六時間は絶対かかる」

　祈りで六時間。

　残りの共鳴と詠唱で三時間ずつ。

　つまり必要な全過程をたどった場合、十二時間は必要というわけだ。

「それで明日あしたの朝六時頃ごろが結界発動って話だったんだな」

「ええ。今が午後四時すぎ。ここから最低十二時間見積もっても朝五時よ。実際はもっと延びるだろうから朝六時が目安ってわけ。あとは戦せん況きよう次第。私がどれだけ加勢せずに済むかが時間短縮の鍵かぎになるわ」

「加勢せずに……っつぅか、チビ聖女は加勢なんかできねえだろ」

「祈りの時間さえ終われば話は別よ。祭壇にいたって周りの状じよう況きようは確認できるし、必要とあらばここから加勢はできる。ただ、それは最終手段。私が一度でも手を出せば結界の作業がそれだけ遅ち延えんする。できるなら一度の加勢もしたくない」

「そのための我々というわけだ」

　パイプ椅子の背によりかかりながらのツァリ。

　俺たちを出で迎むかえた時は帝国の軍服姿だったけど、さすがに今は武宮唐那国の衣い装しように着き替がえている。

「この広場はエルマリア神教界が防衛に専念する。ここを除いた帝都の全領土が帝国側の防衛範はん囲いだ。あとはそれぞれ決められた箇か所しよを守ればいい。さっき決めたように私とイリスだけは例外的に動き回るがな。強力な個体の個別撃げき破はと、数の多いエリアの殲せん滅めつ。この二つを引き受ける。とはいえこれも単独では限界があるだろうが」

「無茶すんなよイリス」

「無茶しないです。ところで皆みなさんの配置は？」

「わたくしと凪、それにシィといいんちょは立場上ヨミの護衛班はんになりますわ。わたくしたちはまだ軍学校アカデミーの生徒ですもの。正規の傭よう兵へい、軍人たちで固めたグループに入れてもらう余地はありません」

　真っ先に反応したミカエルだ。

「ただし、あくまで所属上の話。ですわよねヨミ？」

「ええ。あたし別に隊長みたいな真ま似ね事ごと得意じゃないし。ほかの部隊に邪じや魔まにならなきゃ好きに動いてもらっていいわよ。ジールにもさっきそう言ったし」

「おう。で、俺だけど……」

　周りの視線が集中するのを肌はだに感じながら、大統領府の方を目線で指ししめした。

「大統領府の周りを適当に走り回ってるさ。俺も戦せん闘とうは素人しろうとだし、どっちかというと破損した軍用人型機械体アンドロイドを片っ端から修理して回る方がいいかもなって。もちろん幽幻種に見つかったら戦わなくちゃいけないんだろうけどな」

「俺とシィもだ」

　背筋を正したいいんちょが、こちらも落ちついた声で二の句を継つぐ。

「俺たちは逆に人間の負傷者を大統領府内のメディカルセンターに運ぶ。あとはヨミさんの指示にしたがって雑務全ぜん般ぱんだ」

「賢けん明めいね。これで猪ちよ突とつ猛もう進しんに戦闘前線に参加するなんて素人じみたこと言ったら頭ごなしに怒ど鳴なりつけてやるつもりだったけど。よく自分たちの適性を理解しているわ」

　やれやれとでも言いたげに首をふるチビ聖女。

　が、すぐにその視線は最後の一人、赤毛の人型機械体アンドロイドへと向けられていた。

「それであなたは？」

「わたくしは……軍用人型機械体アンドロイドの部隊に加勢しようと思ってますわ」

　巨大な重機関銃ヘヴイマシンガンを器用に両りよう膝ひざの上にのせ、ミカエルは力強い声で宣言した。

「人型機械体アンドロイドであれば多少の攻こう撃げきや流ながれ弾だまを受けても平気です。人型機械体アンドロイドにしかできない戦い方もあるので、逆に人間部隊からは距きよ離りを置いた方がいいですわ」

「……ミカさん、本当に大丈夫です？」

「心配いりませんわシィ。大きな負傷などあればヨミのところに戻もどります」

「大きな負傷くらいならいくらでも直してあげるけど、致ち命めい的てきな負傷で提てい督とく府まで戻れないなんてのは勘かん弁べんよ？」

　ミカエルのすぐ左ひだり隣どなりに座るヨミ先輩が苦く笑しよう。

　たしかにヨミ先せん輩ぱいが大統領府で待っていて、負傷した人型機械体アンドロイドを片っ端から診みてくれるっていうのは心強いかぎりだ。もちろん俺も帝てい都とを駆かけまわってヨミ先輩の真似事をするつもりだけど、機神だけはおそらく無理だ。

　……機神の構造はとにかく最新技術の塊かたまりだから初見じゃ手がつけられない。

　……紫苑と同レベルの構造をしたミカエルも、こんな土ど壇たん場ばでいきなり修復できるかって言われると厳しいかもな。

　だとすれば、俺がかろうじて修復できるとすればイリスだけか。

「とにかくよ、これで話はおしまい」

　幕引きとばかりにチビ聖女が手を打ち鳴らした。

「いま四時半。私とイリスの予想は午後六時だけど、この侵しん攻こうが一時間早まっても遅まっても不思議じゃない。すぐにでも持ち場につきましょう。私も早く準備に取りかかれば、そのぶん結界の発動も早まるから」

「あいよ」

　誰だれからともなく立ち上がり、一人また一人とテントを後にする。

　最後に──

「駄だ犬けん」

　最後にテントから出ようとした俺を呼び止めたのは、チビ聖女だった。

「どうした？　何か伝え忘れたか？」

「伝え忘れじゃないわ。ちょうど駄犬一人に言おうと思ってたことがあるの」

　テントの外を様子を見ながらのチビ聖女。

　いくぶん抑おさえた声で、囁ささやくような小声で彼女は俺に言ってきた。

「……死なないで」

「ん？」

「か、勘かん違ちがいしないで。あなたを特とく別べつ扱あつかいしてるわけじゃないんだから！　た、ただ事実を言っひゃまわでで」

「そこで嚙かむなよ、大事な話なんだろ」

　ろれつの回らない彼女に向かって溜ため息いき。

「ったく、人が見てないからって気を抜ぬくんじゃねえよ」

「ち、違うわ！　わたしは……その…………あなたが死んだら……この作戦は終わる。それだけは絶対に忘れないでって言いたいだけ」

　しどろもどろになりながらも。

　俺をじっと見上げる聖女のまなざしは真しん剣けんそのものだった。

「あなたが死ねば、まずイリスが戦意を喪そう失しつして動けなくなるわ。感情制せい御ぎよすらままならずに暴走するかもしれない」

「……それはヨミ先輩にも似たこと言われたな」

「あなたのクラスメイトも同じよ。ヨミだってまず平常でいられない。ヨミに何かあれば機神を修復できる者もいなくなるわ」

「…………」

「そして、私だってもしかしたら……いいえ、きっと…………」

　触ふれただけで折れそうなほどか細い肩かたをふるわせる聖女。

　その弱々しい姿は、目の前の彼女がまだわずか十四歳に過ぎない少女であることを再認識させるには十分すぎた。

「私は……聖女だから、あなた一人を特別扱いできない。……だからいままでエルマリア神教界の部下だって全員を平等に扱あつかってきた。……だけどやっぱり、私がみんなを平等に扱ったとしても……私自身の気持ちを埋うめる欠片は……誰もが同じってわけじゃない。欠片ピースの形も大きさも違うの」

　唇くちびるを嚙みしめて、こくんと息を吞のみこむ彼女。

「悔くやしいけど……白状するわ。私だって、ヨミやイリスが願ってるのと同じくらい、あなたに無事でいてほしい。それだけ伝えたかったの。そうでないと、あなたは……必ず無茶をする人間だってわかってるから」

「…………」

「だから無事でいて。あなたは不完全神性機関を通じて禁断水晶アマリリスの洗礼を受けて、傷エだリらスけ・のエ世ル界マを宿してる。それはきっと力になる。だから、それだけ肝きもに銘めいじて十二時間、耐たえぬきなさい。あなたのためでもあり、仲間のためにも」

「安心しろよ。俺だって好きで無茶しねえって」

　椅い子すに立てかけておいた銃剣ガンウエポンを担かつぎ、俺はチビ聖女に背を向けた。

「てめえこそ気負いすぎんじゃねえぞ。俺も大統領府の周り走ってるし、何かあればいつでも言ってこい。俺にできることは手伝ってやるさ」

「……約束よ？」

「よし。じゃあ俺はいくぜ。また後でな」

　そうして俺はテントを後にした。

　その背に、エルマリア神教界の聖女の視線を感じながら。
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　午後五時。

　幽ゆう幻げん種しゆの侵攻が予想される時刻まで一時間に迫せまった頃ころ、俺は大統領府に続く中央道をまっすぐ南側に向かって歩いていた。

　そのすぐ隣となりにはミカエル。

　銃剣ガンウエポンを肩に担ぐ俺と並び歩くかたちで、彼女の方は重機関銃ヘヴイマシンガンをしっかり脇わきに構えた姿で歩いている。

「凪なぎ、あなたはこの道を左ですわ」

　唐とう突とつに足をとめ、左手側に見える脇道を顎あごで指ししめす彼女。この道には見覚えがある。なにしろ数時間前に教えてもらったばかりの道だ。

「えっと、ここに入ると中央道のすぐ真横の道にぶつかるんだよな」

「そのとおり。中央道の様子も見えるし、人型機械体アンドロイドが破損したらすぐ駆けつけることもできるはず。それまでは、この目立たない道で控ひかえておくのが賢明ですわ」

「だな。お前は？」

「わたくし、もうちょっと先のバリケードにいる軍用人型機械体アンドロイドに合流します。昔の仲間に話を通してありますわ」

　さすが元軍用。そうだよな、考えてみりゃ紫し苑おん以外にも顔なじみの仲間がいたっておかしくない。

　それと対照的なのが俺か。

　正規の傭兵や軍人部隊には間違っても入れてもらえないし、かと言って一人で突とつ撃げきしたって逆に場を乱すだけ。黒くろ子こに徹てつするくらいしか役に立つ手段がない。

「じゃあ──」

「ええ」

　互たがいに簡単な身み振ぶりだけをかわして背を向ける。ミカエルのつま先の方向には、彼女が合流するであろう軍用人型機械体アンドロイドの一大部隊。

「……行くか」

　その背中を見送って俺も歩きだす。

　ミカエルから教えてもらった脇道を通って、奥の路地裏へ。と──

「凪！」

「お……てか、あれイリスどこだ？」

　別行動してるはずのダ家メ政イ婦ドの声が。

　だけど反射的に後ろにふり向いても彼女がいない。もちろん前方、その先の袋ふくろ小路こうじになってる道にも姿がないわけで。

「こっちです」

「うおっ！　てかいきなり飛び降りてくるんじゃねえよ。一いつ瞬しゆん何かと思ったぞ」

　真上から急降下してくる銀ぎん髪ぱつの人型機械体アンドロイド。

　どういうことかと思ったけど、要は密集する建物の屋上を飛び移りながら走ってきたってことなのか。

「よく俺の場所わかったな」

「凪の匂においをたどってきました。私、三千メートル範はん囲い内なら匂いだけで凪の場所がわかる自信ありますよ」

「狩しゆ猟りよう犬も真っ青な嗅きゆう覚かくだな……と、それはいい。別にそんな話しに来たわけじゃないんだろ？　いいのかよ、さっき提督府のそばで様子見るって言ったばかりじゃん」

「──上空千メートルで、停てい滞たいする魔ま笛てきが流動を始めました。大統領府の頭上に固まっていた気配が、帝都全域に散らばろうとしています」

「侵攻の前まえ触ぶれか？」

「おそらく」

　いよいよ侵攻まで秒読み。この瞬間にも、頭上の扉とびらが開いて無数の幽幻種が襲おそってきてもおかしくないわけだ。

「今はその拡散する気配の群れを追いかけていた最さい中ちゆうでした」

「そこにちょうど俺がいたわけか」

「はい。あの……凪がどこにいるのか気になってたんです。でも、そうですね。この場所は良いと思います」

　背の高い建物に囲まれた裏路地を見回してイリスが首しゆ肯こう。

　さすがミカエル推すい奨しようの潜せん伏ぷくスポットだ。ここなら中央道での抗こう戦せん状じよう況きようが手に取るようにわかるし、幽幻種に襲われてもすぐ細い道に逃にげることができる。

「ヨミも大統領府の一階にある研究室で待機しています。自宅からの機材の運うん搬ぱんも終わって、人型機械体アンドロイドの修復環かん境きようは問題ないとのことでした。修復パーツも一階倉庫に十分な在庫があるし、いいんちょとシィが支し援えん役で傍そばについてます」

「わかった。チビ聖女は記念広場だろうし、ツァリは？」

「私と同じで走り回ってます。現在は帝てい都と北部、つまり記念広場を少し北上した位置に武ぶ宮きゆう唐とう那のな国のくにの部下も駆かけつけているそうで、そちらで待機しているようです」

　全員、すでに移動は完かん了りようしている。

　いつでも臨戦態勢に入れるというわけだ。

「一安心だな。あと、帝都全体の防衛体制なんかもわかるか？　軍用人型機械体アンドロイドと傭よう兵へい、軍人たちの配置態勢とかバリケードの設置状じよう況きようとか」

「こちらも配置は完了しています。中央道の分ぶん岐き点、ほかにも各重要施し設せつの手前に複数のバリケードと幽幻種観測機器が設置されています。それぞれの防衛ポイントごとに大隊本部が配置され、その下に中隊三個、総計七百人ほどの傭兵・軍用人型機械体アンドロイドの混成部隊が編制されているそうです」

「ああ、最初に大統領府行く前に見た部隊だよな」

　光学迷めい彩さいによって、バリケードの外側からは十数人の軍用人型機械体アンドロイドしか映らない。これが幽幻種に対して奇き襲しゆうとなるのかどうか。

「特に大統領府、また記念広場には機き神しんを中心に二重三重の防衛体制が敷しかれています。相当な数の侵しん攻こうに見み舞まわれても一定時間の迎げい撃げきは可能なはずです」

「わかった。だけど油断はしないようにしようぜ。お互いな」

「はい。凪……」

「ん？」

「い、いえ……何でもありません。ご無事でいてくださいね」

　陰かげを落とした表情で俺を見つめる少女。

「だから心配すんなって。勘かん違ちがい特とつ攻こうする奴やつならまだしもよ。俺は大統領府周辺でこそこそ隠かくれてるだけだっての」

「それでいいと思うんです。大事なのは凪が生きてくれること。そうじゃないと……私、本気で泣きますからね？　ご主人様なら家メ政イ婦ドを泣かせたりしないですよね？」

「おう。約束するから。だからお前もな。十二時間後に」

「はい。十二時間後に、また必ず──」

　軽く膝ひざをまげたかと思いきや、はるか頭上まで跳ちよう躍やくする銀髪の人型機械体アンドロイド。

　建物の壁かべを蹴けってさらに上へ。それを三度四度繰くり返し、あっというまに何十階建てという建物の屋上まで駆け上がっていく。

「じゃ、俺も持ち場で待機するか」

　言い聞かせるように口にして、俺も中央道横の細道へ。

　無人となった民家が密集する路地裏だ。粗そ大だいゴミ置き場に捨てられていたパイプ椅子を拾ってきて腰こしを落ちつける。

「えっと、発はつ煙えん筒とうと、あと大事なのが工具キットだよな」

　背負っていたバックパックを足あし下もとに下ろして中身を取りだす。とりあえず俺はここを拠きよ点てんにして様子見だ。

「あ、でもしまったな。さっき聞いとけばよかった」




〝ねえ、凪？〟

〝もし……もし私がこの戦いで…………………………〟




　せっかく二人きりだったんだ。

　あの時イリスがなんか神しん妙みような面おも持もちだったし、ヨミ先せん輩ぱいの家の庭先で聞けなかったこと聞いておけばよかった。

　だけど、時すでに遅おそし。

「しょうがねえな。いやむしろ集中だろ。こっからはマジでいつ幽幻種が襲ってくるかわからねえんだ。本気で用心してな────」

　首を振ふりながら顔を持ち上げた、その時。

　目の前──袋小路に続く建物の陰からこっちを見つめる視線に、俺は気づいてしまった。

　黒の機神。

　鋭するどい眼光を映した黒い瞳ひとみに、光を反射しない鳶とび色いろの長ちよう髪はつ。

　成人男性よりも頭半分は高い長身瘦そう軀く。年ねん齢れいは二十代中なか頃ごろだろうか。眉び目もくのととのった白はく皙せきの面立ちながら、表情はどこか哀あい愁しゆうを感じさせる。

　その機神の名を俺は知っていた。

「剣けん帝てい！」

「…………」

　ゆらり、と落ちついた歩調で姿を現す機神。

　傷エだリらスけ・のエ世ル界マによって超ちよう大規模容量の強制データを受けていたはずが、今の立ち振ふる舞まいにその影えい響きようはまるでない。

　……さすがに復帰してやがったか。

　……ちゃっかり黒コートまで直ってやがるし。

「ずいぶんと」

「ん？」

「ずいぶんと惚とぼけた様子だったな。まるで隙すきだらけだ」

「いきなりご挨あい拶さつじゃねえか。てめぇこそどうしたんだよ。俺にぶん殴なぐられて、さっさと国外に逃げたとばかり思ってたのによ」

「そう思ったか？」

　肩かたをすくめてみせる機神。

「前回の帝てい都と襲しゆう撃げき。逃げのびた機神は俺と紫苑の二体だけだ。残り四体は自ら囮おとりとなって大統領府を襲撃し、捕ほ縛ばくされた。その解放が残っている。……いや、残っていたか」

「よく知ってるな」

　その四体は、来るべき幽ゆう幻げん種しゆの侵攻に備えて釈しやく放ほうされた。今は帝都の各主要部を守る一大勢力として配置されている。

「ユーリスっつったか？　あの機神さ、ヨミ先輩にありがとうって言ってたぜ」

「…………」

「お前はどうなんだ。眠らざる者ゴーストの工こう廠しようは破は壊かいした。ヨミ先輩だってお前のこと恨うらんじゃいない。なのにまだ気は晴れねぇのかよ。そんなに暴れ足りないのかよ」

「勘違いするな。俺はとうに行き先も目的もない」

「てめぇに無くても俺にはあるんだよ。あと紫苑、アイツはどうした？　てめぇと紫苑の両方に話さなきゃいけねえことがある」

「紫苑の居場所は俺も知らない。帝都のどこかにいるだろうがな。帝都襲撃後はそれぞれ好きに動いている、それだけだ。それに──」

　黒の機神が頭上を指さした。

　午後五時四十五分。紅あかく染まった薄はく暮ぼの空に、今にも落ちてきそうなほど肥大化した鮮せん血けつ色の扉がはっきりと見てとれる。

「この予兆、気づいているだろう。おそらく侵攻の個体数は億を超こえる。それがここ帝都を中心として世界を巡めぐり、遅からずして全すべての大地が魔笛に侵しん食しよくされる」

「てめぇも諦あきらめたクチか」

「興味がない。人間の勝利にも敗北にも」

「それを諦めたっつぅんだよ。興味がない？　はっ、現実を見すえる性しよう根ねもないだけだろうが」

　感情の一いつ切さいを交えぬ淡たん々たんとした口ぶり。

　そんな機神に対し、俺は自分から一歩だけ足を踏ふみだした。

「現実？　性根？　理解不能の理り屈くつだな」

「じゃあわかりやすく言ってやるよ。てめぇはただ、いまもヨミ先輩の前で謝る勇気が持ててないだけだ」

「────」

　一いつ瞬しゆん、機神の鉄の表情がわずかに揺ゆらいだ。

「ユーリスとかいう機神はヨミ先輩に謝ってたぜ。謝って、いまは帝都の防衛に協力してる。ほかの三体だって同じだ。お前だけなんだよ剣帝。お前だけが、自分のトチ狂くるった行こう為いから目を背そむけてる」

「意味のない議論だな。お前には関係のないことだ」

「いいや、大アリだね」

　射い貫ぬくように鋭い剣帝の眼光。

　それを真っ向から受けとめて、俺もじっとにらみ返した。

「てめぇはここで幽幻種と戦う義務がある」

「……俺に、今さら人間に味方しろというのか」

「そうじゃねえ。人間を守れなんて言わねぇよ。恨みたければ恨んでもいい。だけどよ、大統領府にはヨミ先輩がいる。それに帝都を巡じゆん回かいしてるイリスもだ。てめぇにとっちゃイリスは妹みたいな関係だろうが」

「…………」

「生みの親と、妹にも等しい人型機械体アンドロイドがいる。その二人だけは、お前が守ってやらなきゃいけないんじゃないのかよ」

「なるほど。それでお前にも関係のある話というわけか」

　口の端はしを小さくつりあげる機神。

　自じ嘲ちようとも嘲ちよう笑しようともつかぬ冷たい笑えみを浮うかべながら。

「確かに。俺以外の機神が人間側に再びついたというのなら、俺にも同じことをと要求したい道理はわからないでもない」

「で？」

「だが、それは俺を屈くつ服ぷくさせてからの要求だ」

　黒コートをひるがえし、剣帝が一歩近づいてくる。

「人間側についた機神も一度は捕とらえられ、投とう獄ごくされたうえで現在がある。仮に捕縛されていなければ、その機神たちも国外に逃のがれるか身を潜ひそめるか。少なくとも、いまのように帝都の防衛にはついていまい」

「…………」

「二度だ。貴様との戦いは過去二度とも決着がつかぬまま。貴様とて釈しやく然ぜんとしないだろう。この場で終しゆう止し符ふを打つのも悪くない」

「……ああ、なるほどね」

　俺の前に姿を現した理由をようやく理解した。

「くっそ下らねえな。俺はてめぇみたいな勝ちたがりでも負けず嫌ぎらいでもねえ。ついでに言えば面めん倒どうくせえ真ま似ねもご免めんだ」

「ならば俺への要求も──」

「だから一発だ」

　右手に銃剣ガンウエポンを携たずさえたまま、左拳こぶしを突つきだしてみせる。

「もう時間がねえんだよ。いつ幽幻種の侵しん攻こうが始まってもおかしくねえ。だから長ったらしい小こ競ぜり合いは一切無しだ。とにかく一発、先に相手にぶち込んだ方の勝ちで、やられた方は全面的に敗北を認める。これで文句は言わせねえ」

「ずいぶん強ごう引いんな要求だな。──が」

　首しゆ肯こうのかわり、剣帝の右手に握にぎられた黒刀。

　瞬まばたきする間もなく対ついの左手にもまったく同じ刀が握られていた。

「受けてやる。俺に打ち勝てば好きにしろ。俺を破壊するもよし、俺に帝てい都とを守れと命令するも貴様の自由。だが俺が勝てば、貴様の要求は決して叶かなわぬことと知れ」

「上等だ。ようやく意見があったじゃねえか」

　銃剣ガンウエポンの安全レバーを解除する。

　さあどうする？

　……この狭せまい路地裏だ。銃剣ガンウエポンの射しや撃げきをかわす隙すき間まはない。

　……なんて思った瞬しゆん間かんにやられる相手だからな。

　一発目の射撃から二発目へ。

　その一秒足らずの時間差さえあれば、この機神は有う無むを言わさずに距きよ離りを詰つめてくる。なら撃うつのはむしろ相手が接近してからだ。

　──超ちよう至し近きん距きよ離りでの射撃。

　──けれど、それは剣けん帝ていの剣が俺にも届く距離だ。

「どうした。撃ってこないのか」

「てめぇこそさっさと近づいて来いよ。ビビってんじゃねえのか？」

　互たがいにそれを理解している。

　だから容易に近づけないし、仕し掛かけられない。一センチ、いや一ミリ単位で靴くつ先さきを進め、自分の射しや程てい距きよ離りとなるよう調整していく。

「…………」

　互いに無言。
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　一歩近づいたかと思いきや半歩下がる。容易に間合いに入らせない。全てがたった一発の先制攻こう撃げきで決まるのだから。

　いつ仕掛けてくる？

　何を仕掛けてくる？

　……こいつのことだから、どうせ何か企たくらんでるんだろうしな。

　この機神の恐おそろしいところはそれだ。

　機神の中でも最強の機動力を備えておきながら傲おごることなく、正攻法にこだわることもない。戦せん闘とう環かん境きよう下のあらゆる地形、時間、障害物を利用した搦からめ手てで攻せめこんでくる。

　が。

　いずれにせよ時間がない。

　決して先走って勝てる相手でないというのに、このまま均きん衡こうが続いては肝かん心じんの幽ゆう幻げん種しゆとの戦いに支障をきたす。

　……一瞬でいい。

　……とにかく一瞬、この戦いに集中しろ。

　呼吸をとめ、相手の顔でも剣でもなく足先だけを注視する。わずかな移動、体捌さばきをも見み逃のがさぬよう意識を注ぎこむ。

　十秒、二十秒。そして一分が過ぎようとした直前──

　ジャリッ

　剣帝のつま先で、足あし下もとの小石が弾はじけた。

　──動く！

　脳の信号を受けて全身の筋肉が一気に収縮。最速の踏ふみこみにそなえて身を沈しずめ、重心を限りなくつま先へ。

　瞬まばたきする間に迫せまる機神を前に、こちらも銃剣ガンウエポンの照準を────




　■Oe/Dia=Uxephcley,（■■、■……■■、■）■Dishelateopheskaon（■■、……■……■■）




　はるかな天上から。

　それは一旋せん律りつにも満たない刹せつ那なの合唱として、帝都を中心に、またたく間に世界中に音の津つ波なみとして拡ひろがっていった。

「……魔ま笛てき？」

　押しつぶされそうなほどの重圧に満ちた呪じゆ詛その合唱。

　あらゆる嘆なげきと憤ふん怒ぬと悲ひ哀あいの化け身しんとしか喩たとえようのない、無数の幽幻種たちの合唱が頭上の空から降りそそいだ。

　轟ごうッ！

　と同時、地上が突とつ然ぜんに鳴動を始めた。

「始まったのか!?」

　午後五時四十五分。

　イリスの予告よりも早くソレは始まった。

　高度千メートルの上空において──

　夕焼けの空に穿うがたれた巨きよ大だいな深しん紅くの扉とびらが超ちよう質量とともに顕けん現げんし、そこから黒こく煙えん状の煙けむりがとめどなくあふれ出てくるのが見えた。

　いや、煙じゃない。

　あの煙に見えるものの微び粒りゆう子し一つ一つが幽幻種。帝都全域を覆おおうほどの黒煙が、無数の幽幻種の侵攻そのものなんだ。

「くそ、おい剣帝っ！　勝負は────…………」

　我に返ってふり返る俺。

　だけど、そこに黒コートの機神はなかった。俺が頭上の異変に気を取られていた間に、どこへともわからぬ場所へと立ち去ってしまっていた。

　──遅おそすぎた。

　内心ほぞを嚙かむ。

　剣帝ヘケト・マグナ。これで最強の機神がこの侵しん攻こうに加勢するという万に一つの可能性は完全に潰ついえてしまった。

「いや、とにかく考えるのはやめだ」

　頰ほおに汗あせが伝っていくのがわかる。

　かつてない緊きん張ちようが極度のストレスとなり、心臓がじわじわと痛みだす。

　……覚かく悟ごはしてた。

　……だけど、ここまでとんでもねえのかよ。

　上空を漂ただよう無数の獣けものたち。

　すでに何百万個体という数が帝てい都との上空を浮ふ遊ゆうしている。だというのに、頭上の扉からとめどなく溢あふれだす個体の勢いはまるで衰おとろえる気配がない。

　あれだけの個体が一いつ斉せいに帝都を襲おそったら……

　絶望的な光景が脳のう裏りをよぎっていく。

　まさにその矢先。




【Yu/ris-iaSophie,わたしにできるArma-Selahただ一つの願いを……】




　透すきとおった氷を想おもわせる蒼の奔ほん流りゆう──

　直径数百メートルはあろうかという光の柱が、帝都の北側から立ちのぼった。

「っ!?」

　蒼の光柱。

　無数の光の粒つぶを放出しながら一いつ瞬しゆんにして空へと上じよう昇しようし、雲を突つきぬけ、そのさらに先に顕現した深紅の扉に突きささる。

　直後、その光に触ふれた何百という個体の幽幻種が消しよう滅めつした。




　Yu/Uhw=Cr-sancucEden眠れる楽園に彩られ




　term-l-pilexel,xin,流れ落ちる星、時、olefusenelchel夢はまぶたを閉じる




　光の方角から、微かすかに届く清らかな奏かなで。

　先の魔笛の合唱と対照的に、冷たくも清らかな清流そのものとも言うべき旋律が。

「記念広場か？」

　光の方向も、聞こえてくる歌声の方向も。

　だとしたらこれが。




　xearcsletlaphinyahe,透明な指先で綴られたbieomiaheclihitclar　言葉の扉に鍵はなく




　noi-roo-xin,noimelrasIいつしか連なる世界のなかで　noe-l-habesp玉なる幽玄のianicciaeyen嘆きも鎮む




　=Chypnphenoria,眠れよ子らよ　Eecqhaonneseigetie,あなたたちの翼はまだ若く　nepiespaflefbiこの地の安らぎscleykiseiroosの技はまだ遠い




　=Chypnphenoria,眠れよ子らよ　Eecwatneseigetieあなたたちの翼はまだ弱く　biskillscleykiseimihasこの地の凍れる大地はまだ痛い




　プロジェクト・エデンの究極結界？

「これがその『祈いのり』ってやつ……だよな」

　まずは第一段階、『祈り』の儀ぎ礼れい。これに六時間を要し、最終的な結界の完成までには十二時間を要するという。

「…………」

　わずかに。

　本当にわずかにだが、希望にも似た感情が胸の奥底に残ってる。

　記念広場から噴ふき上がる蒼そう光こう。

　あの光に触れただけで何百体という幽幻種が消滅した。そしてアレすら究極結界の儀式を示す一現象に過ぎないというのなら、完成後の結界本体がどれほど強力なのか。

「……いいぜ、やってやるよ十二時間」

　朝六時。

　拳こぶしを握にぎる。夜明けとともに決着がつくというのなら耐たえぬくまでだ。

　直後──

　轟ッ！

　帝都の南側から、銀色の閃せん光こう。

　広場の蒼光に勝まさるとも劣おとらぬ光量をともなった一いち撃げきが、上空で蠢うごめく幽幻種たちへと撃ち上がり、吹ふき飛ばした。

　あの銀色の光、見覚えがある……

「イリス！」

　そう。この砲ほう撃げきこそが──

　幽幻種にとっての侵攻、そして人類にとっては命運を賭かけた抗こう戦せんの幕開けだった。

　ざぁっ……

　奇き怪かいな羽ばたき音を響ひびかせて霧む散さんする黒煙。帝都上空を漂っていた無数の幽幻種たちが、イリスの一撃を機に四方へと飛び散った。

　帝都から世界へ。

　大陸の全方位を覆いつくしての同時侵攻。そして当然に、穢歌の庭エデンの扉の真下に存在する帝都にも──

「幽幻種が侵攻開始。個体数……計測不能！　来ます！」

　それは誰だれが叫さけんだ言葉か。

　いや、おそらくは帝都に残る者すべての心の声だったに違ちがいない。

「……上等だ。こいよ、片かたっ端ぱしからかかってきやがれ」

　銃剣ガンウエポンを握る手に力がこもる。

　そして、俺は中央道脇わきの小道をまっすぐに駆かけだした。




　──究極結界の完成まで、残り十二時間。




　　　　２




　始まる。




　帝都のはるか上空に開かれた門から舞まい降りる無数の幽ゆう幻げん種しゆ。その動向を、エルマリア神教界の聖女は誰より明確に感じとっていた。

　個体数測定不明。

　帝都を覆いつくす魔笛の濃のう度どが高すぎる。一体一体の魔笛を観測し、そこから個体数を割り出すことは不可能に近い。どのみち、もはや個体数の算出など意味もない。

　──狙ねらいは帝都南部？

　真っ先にこの記念広場が狙われることを覚悟していたけれど。

　イリスの機転だ。記念広場から離はなれた場所から先制攻こう撃げきを仕し掛かけたことで、怪かい物ぶつたちの注目が一斉にイリスへと集まった。

　もともと不完全神性機関の沁しん力りよくは圧あつ倒とう的てきだ。

　幽幻種たちの注意を引きつける囮おとりとしては申し分ない。そう読んだうえでの行こう為いだったに違いない。

　……頼たのんだわよ。

　……私も、必ず間に合わせるから。

　十二時間という長大な発動儀礼。

　究極結界が発動さえすれば、人間と幽幻種の最終戦に終しゆう止し符ふを打てる。けれどそれまで自分は完全な無防備だ。

　儀礼のための祭さい壇だん。

　その正体は、とてつもない冷気を外部に放出し続ける巨大な氷ひよう結けつ晶しようだ。




　そして自分は──その氷の内部にいる。




　いわば氷こおり漬づけの状態。

　駄だ犬けんの反応を見るに、彼はどうやら氷ひよう塊かいの上に座って祈るのを想像していたに違いない。けれど結界の儀礼はそんなに優やさしいものじゃない。

　常じよう軌きを逸いつした超低温。

　すでに唇くちびるも頰も血の気を失い、指先はおろか全身の感覚も消滅している。氷の内部で、寒さに震ふるえたくても指一本動かせない完全凍とう結けつだ。

　かつてエルマリア神教界の術者の誰だれ一人ひとりとして、この結界の発動儀礼十二時間を耐えぬいた者はいなかった。冷気に耐えきれず助けを求めるか、そうでなくても冷気によって意識を失って祈りを中断してしまうかだ。

　自分だってそうだ。

　一度は、修しゆ行ぎよう場の寺院から逃にげだしたことすらあった。

　……今度は……違う……ウソじゃない。

　……耐えぬいてみせるから。

　だからお願い。この場に集つどった全すべての者よ、共に耐えぬいて。
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　大統領府一階。

「し、侵しん攻こう来ましたです！」

　窓ガラスから上空を見上げるシィが悲鳴に近い声を上げた。

「ど、どど、どうしましょう!?　やっぱりあたしたちも加勢に!?」

「落ちつけシィ。落ちついて、まずはその物ぶつ騒そうなものをしまえ」

　シィの肩かたに手をかける眼鏡めがねの男子生徒。落ちついた口調で諭さとし、反射的に彼女がひき抜ぬいた自動小しよう銃じゆうをホルダーへと戻もどさせる。

「いいんちょ君たら良い判断じゃない」

「伊だ達てに評議委員ではありません。それよりヨミさん、体調は？」

「あたしは平気よ。もうお腹なかだって痛くないもん」

　椅い子すに座ったまま自分の腹部を指さしてみせる。

　実のところまだ包帯やら消毒やらは欠かせないのだが、それでもいざという時に動く分には差しつかえない。

「シィ、そこにお茶があるから一いつ杯ぱいだけ飲んでおきなさい。緊きん張ちようで唇もカサカサでしょ？　今を逃のがすと次はいつ飲めるかわからないわよ」

「は、はいです……」

　テーブル上の水すい筒とうに口をつけるシィ。

「落ちついた？　なら確かく認にんよ。この研究ラボには軍用人型機械体アンドロイドのパーツがひとしきり揃そろってるわ。破は壊かいされた人型機械体アンドロイドが運ばれてきたら片っ端から直していくのがあたしの作業で、二人はその助手ね」

「はい」

「わかりましたです」

「頑がん張ばるわよ。たぶん、すぐに忙いそがしくなるんだから」

　握り拳をつくってみせる。

　……だけど。

　覚かく悟ごはしていたけど、なんて数なんだろう。

　ガラスごしに睨にらみつける空は濃こい紫むらさき色いろ。夕方六時、本来の美しい夕焼けの空が幽幻種たちによって埋うめつくされている。

　……負傷する軍用人型機械体アンドロイドだけで何万体になるでしょうね。

　……あたしがどこまで直せるか。

　……特に、機神の破損はあたし以外に直しようがない。

「幽幻種が地上に到とう達たつ。中央道の迎げい撃げき部隊が応戦開始とのことです」

　通信機に耳をあてながら、いいんちょ。

　軍用学校の生徒に配布されているものじゃない。自分の通信機を彼に渡わたしてあるので、帝てい国こく司令部からの自分宛あて極ごく秘ひ情報も彼は知ることができるというわけだ。

　シィは得意の銃じゆうによる護衛。

　いいんちょは情報収集。

　そして自分は修理に専念。三人それぞれに専門の役割がある。

「さあやるわよ！」

　物心ついた時から趣しゆ味みだった機械工作。二十年近い月日をただそれだけに費ついやしてきた。その培つちかった知識と技術の全てを、この十二時間に捧ささげよう。
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　中央道第四分ぶん岐き点。

　帝都ウェルエルベルンを北から南までまっすぐ縦走する公道であり、その通りにそって商店街をはじめ巨きよ大だいな建築物が建ちならび繁はん栄えいしている。

　それが──

「いったい何匹びき寄ってかかってくれば気が済みますの！」

　重機関銃ヘヴイマシンガンを右脇にかかえてミカエルは真横に跳ちよう躍やくした。その勢いのままアスファルトの地面を転がってビルの物もの陰かげに。




　■Oe/Dia=Uxephcley,（■■、■……■■、■）■Dishelateopheskaon（■■、……■……■■）




　幽幻種の魔ま笛てき。

　霧きり状じようの獣けものの全身が紫むらさき水すい晶しようにも似た輝かがやきを放つ。輝きが光を生み、その光が髪かみの毛よりも細い光の繊おり糸いとに移り変わっていく。その光の糸が螺ら旋せん状の複雑な模様を描えがき、同心円状に拡ひろがって……

　光の触ふれた建物の角が、どろりとヘドロ状に溶とけだした。その溶けた物体が地面に落ちるや、地面のアスファルトすら同じように溶けていく。

「あの光の直撃だけは遠えん慮りよしたいですわね……」

　溶けていくビルから離れるよう路地裏を選せん択たく。人一人がようやく歩ける幅はばの道を疾しつ走そうし、再び中央道へと復帰する。

　否いな、その直前、路地裏の出口に紫色の怪物の姿が。

「挟はさまれた!?」

　後ろからはさっきの一体。目の前にも新たに一体。

「くっ」

　両足の動力リミッターを咄とつ嗟さに解除。膝しつ関かん節せつ部に過大な負荷がかかることを覚悟したうえで、ミカエルはその場で高々と跳躍した。

　建物の屋上へ。

　鉄てつ柵さくに手をかけ、懸けん垂すいの応用で全身を持ちあげる。

「あいにくわたくしは淑しゆく女じよですの。しつこい殿との方がたには退散願いますわ」

　重機関銃ヘヴイマシンガンの銃じゆう口こうを真下へ。

　翼つばさを広げて上じよう昇しようしようとする二体目がけて一いつ斉せい掃そう射しや。

　連射速度２０００発毎分。

　滑かつ空くうするヘリコプターをも容易に撃げき墜ついする装そう弾だん機き構こうが、飛びかかろうとする獣の魔ま笛てき障しよう壁へきと体内の核かく晶しようをまとめて撃うちぬいた。

　が──

　安あん堵どする間もなく、ふっと視界に暗い影かげがさした。

「真上っ？」

　二匹、いや三匹か。

　死角である真上からの襲しゆう撃げき者をぎりぎりでかわし、機き関かん銃じゆうを一いつ掃そう。が、当たったのは一匹だけ。残り二匹が左右にわかれて襲おそいかかってくる。

　……この場合、足の速い方を先に叩たたくのが常じよう套とう。

　……伊だ達てに軍用人型機械体アンドロイドしてませんわよ。

　獅し子しの姿をした獣に照準を合わせて射撃。銃弾を避よけようと敵が左右に高速で跳躍するが、その反応は過去の軍隊時代にとっくに経験済みだ。

　一体撃破。

　と同時、最速で残りの一体へ照準を──

「消えたっ!?」

　前後左右。先のように真上を警けい戒かいしても影すら見あたらない。どこだ、この状じよう況きようでわざわざ狙ねらいを変えるとも思えない。

　じゅっ。

　左の踵かかとに違い和わ感かんを覚えたのは、その時だった。

　ビルの屋上。そのコンクリートの地面に真っ黒い染しみが生まれ、自分の足あし下もとを中心にみるみる肥大化していっている。

「っ！　ケダモノのくせに機転を！」

　屋上の壁かべを掘ほって潜もぐって身を潜ひそめていた。あとはビル壁の内部を掘り進んで自分の足下にまで近づいていたというわけだ。

「────」

　機関銃を真下に向けた姿勢で凍こおりつく。

　敵は真下のコンクリート壁の内側だ。ここで機関銃を発射しても壁に弾はじかれる。だが、敵の魔笛はコンクリートなど薄うす紙がみのごとく浸しん透とうしてくるだろう。

　つまり敵の攻こう撃げきだけが一方的に届く状況。

　距きよ離りを置く？　いや、離はなれたところで自分の不利は変わらない。

「……と思ってるんでしょうが」

　冷ややかな眼まな差ざしでもって、ミカエルは自分の足下を睨みつけた。右手で重機関銃ヘヴイマシンガンを抱えたまま、空いた左手を自分の左の髪留めへと伸のばす。

　黒のヘアピン。

「あなた一匹に時間をかけてる余よ裕ゆうはないのです」

　ピッ。

　機械的な電子音が鳴るのを確認し、ミカエルは自らの足下に放ほうり落とした。それがコンクリートの地面に触れるより先、身をひるがえして真横に跳躍。

　爆ばく音おん。

　留め具サイズの高性能爆ばく弾だんが、ぶ厚いコンクリートを瓦が礫れきに変え、どす黒いほどの真っ赤な火か炎えんが内部の幽ゆう幻げん種しゆをも焼きつくした。

「圧勝。とはいえ……誤算ですわね」

　左右の髪留めに扮ふんした高機能爆弾。

　自分が持っている中では最大火力の破壊兵器だ。万が一のことを考えて大型幽幻種が現れた時に残しておきたかったけれど。

　──もともとは左右の髪留めで計二つ。

　──一つは数日前、ここ帝都でかつての同どう僚りよう相手に使ってしまった。

　その選択に後こう悔かいはない。

　だが早くも切り札を失ったというのは大きな痛手だ。

「しかも、何ですかこの群れは……」

　頭上を見上げるまでもない。

　自分の立つビルの屋上を取り囲むように浮ふ遊ゆうする幽幻種の集団。その数、ざっと数十体。しかも今この時にも、上空から次々と新たな個体が降ってくる。

　……覚悟はしていましたが。

　……まるで集団処しよ刑けいのごとくですわね。

　ただでさえ目立つビルの屋上に、真っ赤な髪をした人型機械体アンドロイド。

　さらに今の大規模爆発だ。

　幽幻種の警戒と注目を集めたところで何らおかしくない。

「────」

　迷わなかった。

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんすら見せず、ミカエルは髪をなびかせて屋上の鉄柵へと全速力で駆かけだした。鉄柵を飛びこえて地上に降りる。裏路地の構造はクモの巣のごとく複雑だ。そこに誘おびき寄せて一体ずつ仕留めればいい。

　……そう。

　……わたくしは機き神しんじゃないのですから。

　中央道で戦っている軍用人型機械体アンドロイドと何一つ性能は変わらない。正面きって戦う必要など何もない。

　タン、小さく足音を響ひびかせて床ゆかを蹴けりつけ、屋上の鉄柵を飛びこえる。

　その直後。

「────がっ!?」

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきを全身に受け、ミカエルは真後ろの方向へとはじき飛ばされた。

　視界が暗転。

　人工三半規管にエラー発生。三次元でのバランス確保が８パーセント遅ち延えん。

　頭部のシステムに衝撃。

「……なるほど、そういうこと……」

　制せい御ぎよシステムの復帰を待たず、自分が吹ふき飛ばされた鉄柵の方を睨みつける。

　……ズっ、……ズズズ……。

　屋上の壁と鉄柵がどろりと融ゆう解かいし、その真下から現れる濃こ紫むらさき色の獣たち。見れば屋上の全方位から同じように怪かい物ぶつたちが這はい上がってきているではないか。

「癪しやく……ですわ、ね。先……回りですか」

　自由のきかない身体からだで、重機関銃を支えにしてかろうじて立ち上がる。システム復帰まで残り十四秒。

「……なるほど、これは確かにひどい状況ですこと」

　たかだが自分相手にこれだけの数の幽幻種。

　だが数千体という軍用人型機械体アンドロイドに対し、帝都を襲撃している幽幻種は数百万から数千万という数になる。百を超こえる数の幽幻種に襲われて何も不思議でないのだ。

　さらには自分と同じ状況が、帝都の全エリアで起こっていることになる。

　……凪、シィ、いいんちょ。

　……あなたたちは……無事で……いますか？

　システム復旧まで残り八秒。

　が──

　まず一体、屋上に降り立った個体が真後ろから飛びかかってくる。

「くっ……！」

　汚お泥でい色の爪つめを機関銃で受けるも、堪こらえきれずに銃を弾かれる。

　バランスを崩くずしたところに左右から二体。その爪と牙きばでもって肩かた口ぐちと脇わき腹ばらが大きく抉えぐられて、制服とともに人工肌はだの破は片へんが宙に舞まう。

「……っ」

　露ろ出しゆつした鉄色の腹部を押さえて後方へ跳ちよう躍やく。が、着地した瞬しゆん間かんにも重心制せい御ぎよがままならず、ミカエルはその場に片かた膝ひざをついた。

　システム復旧まで残り四秒。

　が、左右から先の二体。さらには上空を埋うめつくす数の個体までもが一いつ斉せいにビルの屋上めがけて舞い降りてくる。

　……これ……は。

　……さすがに……マズイです……わね。

　武器もなく、素す手でであしらうにしてもシステム復旧まで間に合わない。

「────」

　ただ無言で唇くちびるを嚙かみしめる。

　刹せつ那な。

「伏ふせなさい」

　怪物たちの無数の羽ばたき音に混じって、誰だれかの声を聞いた。




「────真実────────紅ぐ蓮れんの────を」




　視界が紅あかく染まった。

　自分の立つビルの屋上が、否いな、ビルそのものを覆おおう巨きよ大だいな炎ほのおの竜たつ巻まきに吞のみこまれた。

　コンクリート壁をも焦こがす灼しやく熱ねつの疾しつ風ぷうが渦うず巻まき、そこに浮遊する幽幻種たちの悉ことごとくを鎌かま鼬いたちのごとく切りさいて彼方かなたへと吹き飛ばし、消しよう滅めつさせる。

「…………」

　立ち上がる。

　残ったのは、ただ一人身を伏せていた自分だけ。

　そこに集つどう百体以上の幽幻種が、まるで夢む幻げんのように消え去っていた。

「今の…………」

　伏せなさい。

　そう自分に言った声の主は。そして今の術式の主は。

「うそ……まさか！」

　弾かれたようにふり返る。頭上を見上げ、周囲を隈くま無なく見わたした。けれどそこに、自分の描えがく「彼女」の姿はどこにもない。

「────あなただと……いうのですか」

　応いらえはない。

　だが自分の周りには今も、いまだ強烈な熱風が吹き荒あれている。

「…………」

　弾かれた重機関銃ヘヴイマシンガンを拾いあげた。

「どういう風の吹き回しかは知りません。あなたの行動はいつだってわたくしには理解不能です。だけど──」

　焦げついたコンクリートの床を歩きだす。

　つま先の向きは再び鉄てつ柵さくへ。

「今の加勢にだけは素直に礼を言いますわ」

　そう短く呟つぶやいて、ミカエルはビルの屋上から飛び降りた。




　──究極結界の完成まで、残り十一時間。
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　帝てい都と・中央道第三分ぶん岐き点。

　大統領府から数キロと離れていない防衛地点は、もはや最低限の指令系統すら成立しない混乱状態に陥おちいっていた。

「くそ、おい大だい丈じよう夫ぶか!?　ああくそ……っ、機能障害起こしてるじゃねえか！」

　動作停止した軍用人型機械体アンドロイド。

　銃じゆう弾だんが驟しゆう雨うのごとく飛びかうなか、俺はそいつの軍服を引っぱって奥の脇わき道みちへと運んでいった。

　──肝かん心じんの機械水すい晶しようは無事だ。

　──なら破損コードを繫つなげてシステム復旧さえできれば。

「……悪わりぃ。ちっと開けるぞ」

　破損した左頭部の人工肌をナイフで切り開き、現れた金属蓋ふたをこじ開ける。その裏には複雑に入り組んだ赤と青のコード群。その中で破損したコード二本を、それぞれ接合器具で繫ぎ直す。

「幽幻種に真後ろから襲おそわれたか……」

　幽幻種の脅きよう威いは魔ま笛てきだけじゃない。

　獅し子し型であれば爪や牙、竜りゆう型であればその巨きよ体たいが難敵そのものだ。この人型機械体アンドロイドも、おそらくは後頭部を爪で抉られたのだろう。

「左手は……コレはヨミ先せん輩ぱいだな」

　左ひだり肩かたから先の腕うでがない。

　こっちはおそらく魔笛を浴びたのだろう。それが全身に侵しん食しよくするより先に自分から左肩を切除した。ミカエルがそう言っていたのを覚えてる。

「よし、動けるか？」

「──はい」

　隻せき腕わんの人型機械体アンドロイドがよろよろと起き上がる。

「ならこっちの道をまっすぐ北だ。大統領府の一階に行けばヨミ先輩っつぅのがいるから、その人に頼たのめば四十秒でスペアの左腕を繫いでくれるはずだ」

「ヨミ・レッセント研究主任でよろしいですか」

「おう。間ま違ちがっても中央道は通るなよ。じゃ、行ってこい！」

　一礼して走りだす軍用人型機械体アンドロイド。

　それだけ確かく認にんしてすぐ、俺は再び中央道に続く小道につま先を向けた。

「……これで八体目か？」

　額には大おお粒つぶの汗あせ。

　制服の下の迷めい彩さいシャツもとっくに汗を吸って重たくなっている。緊きん張ちようと疲ひ労ろうと、さらに帝都全域で上がる火の粉のせいだ。

　……そこら中で火事が起きてる。

　……電線が切断してショートしたのか、それとも弾薬倉庫に火がついたのか。

　どっちであろうと状じよう況きようが悪いことに違いはない。

「くそ、気合い入れろよ。まだ開戦二時間も経たっちゃいねえんだぞ」

　午後七時五十分。

　さすがに空は真っ暗……じゃない。空はとっくに陽ひが落ちて暗いはずなのに、帝都上空に顕けん現げんしてる真っ赤な扉とびらの輝かがやきに照らされて、帝都の空は燃えるような炎の色を映しだしていた。

　あと十時間。

　中央道の方はまだ何とか食い止めてるっぽいけど、ほかがどうなってるのか見当もつきやしねえ。

「……大統領府は無事なんだろうな」

　乱れた息のまま通信機を取りだす俺。

　記念広場のことも気になる。チビ聖女は結界に専念してるから返事できないだろうし、記念広場に一番近い大統領府からなら様子もわかるはず。

「────」

　通信機の相手をいいんちょに設定。いや、設定しようとした直前だった。

　──チャッ。

　アスファルトの路面を鋭えい利りなつま先が蹴けり上げる音。

「っ」

　ふり向くより先、俺は真横に跳とんでいた。

　直後に頰ほおを掠かすめていく汚泥色の爪。それに続き、全身に濃紫色の霧きりをまとった幽ゆう幻げん種しゆが俺の数センチ真横を突とつ進しんしていった。

　……なんだ、こいつの姿。

「狩しゆ猟りよう犬？」

　四本足だが、獅子じゃない。それより小こ柄がらだが流線形に近い体型。

　とにかく動きが俊しゆん敏びん極きわまりない。今のだって、俺の真横を通過した瞬間も黒い突風が過よぎっていったようにしか見えなかった。

　こいつと接近戦はやばい。

　敵が空をきって壁かべに衝しよう突とつした隙すきに身をひるがえす俺。とにかく銃剣ガンウエポンで撃うち落とすにしろ距きよ離りを開けなきゃ話にならない。

　全速力で左の小道を曲がって建物の陰かげへ。

　──が、そのすぐ真後ろに気配。

「もう追いついて来やがった！」

　逃にげきれない。

　そう悟さとった瞬間、俺はその場で地べたに身を伏せていた。

『──ッッ!?』

　幽幻種が一いつ瞬しゆんたじろぐ。

　俺の背中に飛びかかろうとした跳躍が空をきり、地べたに寝ねころぶ俺の頭上を勢い余って通過していく。止まることもできず対面の壁に衝突。全身を覆う魔笛によって家屋の壁へき面めんがドロリと溶とける一方、肝心の怪かい物ぶつ自身はもちろん無傷だ。

　が。

「無傷だからって良いことばかりじゃねえぞ？」

　その場で上半身だけを起こして俺は銃剣ガンウエポンを構えた。

　照準はもちろん狩猟犬型の幽幻種。あいつの疾しつ走そう速度ならこの距離で撃っても余よ裕ゆうでかわせるに違ちがいない。そう、ただかわすだけならば。

「衝突する先を考えるんだな」

　直後。

　大量の瓦が礫れきが幽幻種が押しつぶした。

　あの怪物がぶつかった家屋だ。レンガを積み重ねてできた壁をアイツが破は壊かいしたせいで、その真上に積み重なっていたレンガと屋根までもが連れん鎖さ的に崩ほう壊かい。結果、真下にいる奴やつが下した敷じきになるのは自明だった。

『────ッッ！』

　怒いかりの咆吼を上げて襲いかかってくる個体。

　だが遅おそい。瓦礫から這はい上がってきた時には、俺だってとっくに銃剣ガンウエポンの狙ねらいは定まってる。

　轟ごう！

　鼓こ膜まくをつんざく爆ばく音おんが響ひびき、狩猟犬を模かたどった幽幻種が霧へと還かえる。

「これで……ようやく三匹びき目か」

　溜ため息いきをつく。

　救出した軍用人型機械体アンドロイド八体、倒たおした幽幻種三匹。

　まずまずのペースだ。特に人型機械体アンドロイドの修理が一体最低でも十分かかることを考えれば、幽幻種の撃げき破は数だって決して悪くない。

　そう、決して悪くない。

　……だけど。

　……なんだ、この胸のあたりの嫌いやなざわめきは。

　心臓あたりの違い和わ感かんが治まらない。

　極度の緊張状態では心臓に心因性の痛みが生じるというが、それとも違う気がする。こういうのを本当の意味で『ヤな予感』て言うんだろう。

　単なる悪お寒かんで終わらない何かがある。

「ずいぶんと神しん妙みような面おも持もちじゃないか」

「っうぉい!?」

　真後ろから音もなく肩かたを叩たたかれた。

「……アンタかよ」

「こういう驚おどろかせ方をするのは私くらいのものだろう？」

　武宮唐那国の武ぶ闘とう服に身を包んだツァリ。目にかかった横よこ髪がみを指先でさっと払はらうその姿に外傷は見られない。それどころか疲労とか心労みたいなものも何一つだ。

「幽幻種との戦せん闘とうも初めてじゃないだろうに。どうした、そんな煮にえきらない表情」

「そ……、それはいいんだよ。そんな悠ゆう長ちような話をしてる暇ひまはねえだろうが！」

　こっちは人型機械体アンドロイドの救助で手て一いつ杯ぱいだし、今も中央道では銃弾の炸さく裂れつ音と火花が散っている。応おう援えんを呼ぶ声だって聞こえてる。

　この路地裏だって、さっきみたいにいつ奴らに襲われるかもわからない。

「私の言ったことを覚えているか？」

「……心当たりがありすぎてわからねえよ」

「コレさ」

　握にぎり拳こぶしをつくる彼女。

　それをゆっくりと突つきだして、俺のちょうど胸のあたりで止める。

「傷エだリらスけ・のエ世ル界マ」

「ん？」

「禁断水晶アマリリスの洗礼を受けた人型機械体アンドロイドが機き神しんになるのと同じだ。その洗礼を人が受ければ強力な結界として発動する場合が多い。紗しや砂さにとっては究極結界だったように、お前の場合は傷エだリらスけ・のエ世ル界マだったわけだ。だから大切にしろ。そう言った」




〝お前は不ふ審しんがっているようだが大事にするといい〟

〝お前が望むなら、その結界でお前は自分の運命だって変えられる〟




「……そのことか」

　いきなりイリス共々連れ出されて殴なぐられた時だ。なんでも俺の傷エだリらスけ・のエ世ル界マを試ためすのが目的だとか言ってたっけ。

　ああ、だから拳を作って見せつけてきたわけね。

「だけど今はそんなこと──」

「お前が少なからず不安を感じているなら、それは信しん頼らいできると言いたいのさ」

「っ!?」

　俺の不安のことを見み抜ぬいてる。

　それだけじゃなくて、それが間違ってないってツァリは言ってるのか。

「傷エだリらスけ・のエ世ル界マは他者の害意に反応する結界だ。お前の感じているざわめきというのも、既すでにソレが発動しているのにほかならない」

「発動つったって、そりゃ幽幻種はとんでもない数がいるけどよ」

「それじゃない。そのさらに上空にいる相手だ」

「上空？」

「もう現れる。だから私がここに来た」

　真っ赤に燃え上がる空を睨にらみつける彼女。その表情は、まるでとっておきの獲え物ものを見つけたかのごとく不敵な笑えみで。

「ようやくの到とう着ちやくか。さすが高位幽幻種だけあって余よ裕ゆう綽しやく々しやくじゃないか。なあ？」

　朱しゆの唇くちびるが何者かに向けてそう発した、刹せつ那な。




　燃え上がる空が、一瞬にして漆しつ黒こくへと塗ぬり替かえられた。




「上空の扉が消えた？」

「違うな、単にアイツの図ずう体たいの裏に隠かくれただけさ」

　瞬まばたき一つせずに真上を睨みつけるツァリ。

「よく見ろ。この帝てい都との上空を覆おおっているのは雲でも夜空でもない」

「……冗じよう談だんだろ」

　蠢うごめいていた。

　帝都全域を覆いつくしてもまだ収まりきらない巨きよ体たい。雲だと思っていたのはソイツの巨大な触しよく手しゆで、夜空だと思っていたのはソイツの身体からだの影かげにすぎない。

　超ちよう弩ど級きゆう幽ゆう幻げん種しゆ。

　帝都よりもデカい。こいつが単に落下してくるだけで帝都全域がぺしゃんこに潰つぶれて壊かい滅めつするであろう理り不ふ尽じんな巨体。

　そんな怪物が、まさに俺とツァリの真上に悠ゆう然ぜんと浮ふ遊ゆうしていた。

「世界喰ぐらいの王。エルマリア神教界が建国したての頃ころに一度だけ出現報告がある。もはや伝説伝承クラスの存在だな。知られている限り最大規模の高位幽幻種だ」

「そん時は……どうしたんだよ」

　声が掠れて出ない。喉のどの水分が乾かわききってカラカラだ。

「さてな。だがこうして現れている以上、当時はどうやっても勝てなかったんだろうさ。とはいえ放置というわけにもいかないだろう」

　後うしろ髪がみをなびかせて腰こしを屈かがめる彼女。

「お、おい！　まさかあんなのと!?　ウソだろ！」

「私が止めねばどうする？　あのバケモノがただ地表に降りてきただけで帝都全土が押しつぶされるぞ。記念広場も大統領府もな」

「……っ！」

　反論の余地なんて最初からなかった。

　チビ聖女が動けない今、真上の化け物を押さえられる可能性があるとすればイリス、そしてこの人類最強しか考えられないのだから。

「凪、一つ伝言を頼たのむ。ヨミ宛あてだ」

「え？」

　伝言という単語に反応したわけじゃない。この女から名前で呼ばれたことが、自分の中ではとても珍めずらしいことのように思えたからだ。

　少年。今まで多くはそう呼ばれていた。

「私が負けたら、なんていう不ふ吉きつな伝言以外にしろよ」

「阿あ呆ほう。もっと前向きだ。前向きだが、中身はもっと不ふ穏おんな内容さ」

　頭上の超弩級幽幻種を指さすツァリ。

「もしもの話だ。もしも──あの世界喰らいの王より強力な幽幻種が現れたら、逃げろ。絶対に戦おうとするんじゃない。私かイリスとの合流だけを考えろ」

「っ!?」

「歴史上知られている最強格は世界喰らいの王だ。コイツで打ち止めなのかは私にもわからないが──」

　まだ先がいる。

　穢歌の庭エデンの底知れぬ深しん淵えんを人類はまだ知らない。一いつ切さいの余よ裕ゆうを捨て去った表情がそう告げていた。

「任せた」

「！　待てツァリ、話はまだ────っ」

　言葉をかける間すらない。

　ビルの壁へき面めんへと跳ちよう躍やくしたツァリが、壁面を蹴けり上げて対面のビルの屋上へと飛び移る。その屋上の縁ふちから、さらに高いビルへと跳躍をくり返す。

　高く。

　遥はるかな高度へ。

　地上に向かって降下しつつある世界喰らいの王へ。無数の小型幽幻種を蹴け散ちらしながら、さらに上空に浮うかぶ王へとツァリが挑いどむ。

　……あの高度じゃ銃剣ガンウエポンの射程範はん囲い外がい。

　……当たったところで、アイツを撃うち落とすには何十万発必要かもわからない。

「いや、やめだ。考えるのは無しだ」

　俺は俺にしかできないことをする。

　この帝都を一歩でも多く駆かけまわって、破損した軍用人型機械体アンドロイドを助けだす。そして、それがイリスであるなら絶対にだ。

「無茶するんじゃねえぞ」

　帝都のどこかで無数の敵を相手どっているであろう我が家のダ家メ政イ婦ド。今のツァリにしたってそうだ。楽な戦いなんかどこにもない。

「わかったか？　こっちはヨミ先せん輩ぱいの伝言も任せてるし、ほかにもやること手一杯で大おお忙いそがしの身なんだ。だから──」

　銃剣ガンウエポンを持ちあげ、俺は背後にふり向いた。

　……ズッ。

　すぐ目の前にそびえ立つ巨大ビルの壁かべが溶とけ、そこから二体、三体と現れる濃こ紫むらさき色の獣けもの。さらに上空からも別個体が降ってくる。

「来るならさっさと来いよ黒毛玉。こっちは急いでるんだ」

　銃剣ガンウエポンの刃やいばをまっすぐ構え、俺は眼前の怪かい物ぶつたちと対たい峙じした。




　──究極結界の完成まで、残り十時間。
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　帝都・第十四区。

　広大な帝都において、北部の大統領府から南西に十五キロ地点。帝てい国こく司令部直ちよつ轄かつの工こう廠しようと工こう房ぼうが数多く設立された軍事エリアだ。

　タンッ

　その工廠の排はい気きダクトを足場に、遥か上空まで飛びあがる銀ぎん髪ぱつの少女。

「対神破は壊かいシステム『その運命に牙剝く者アマデウス』起動、出力32パーセントで限定展開────」

　彼女を中心に生まれる光の円えん環かん。

　半径数百メートル規模まで拡張した蒼そう光こうの結界が、幽幻種とその魔ま笛てきを一いつ瞬しゆんで浄じよう化かする。だが少女の姿をした機神の跳躍は止まらない。

　もとから群れなす小型個体など眼中にない。

　人類にとっての脅きよう威いは、さらにその上空で待ちかまえていた。

「──個体数二、反応値上じよう昇しよう」

　沁しん力りよく結界を突とつ破ぱして接近する巨大反応が二つ。

　それは、四枚の翼つばさによって浮遊する双そう頭とうの竜りゆうだった。全身にどす黒いほどの魔笛をまとい、禍まが々まがしいまでの敵意と重圧を発する高位幽幻種。
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　轟ごうッ！

　その翼が生みだす風圧だけで工廠の屋根が抉えぐれ、窓ガラスが微み塵じんとなって砕くだけちる。

　──ここが軍事エリアで良かった。

　──もしこれが居住区なら。

「はっ！」

　右手に掲かかげた銀色の大おお鎌がまを一いつ閃せん。宙に描えがかれる銀色の煌きらめきが、双頭の竜二体が展開する魔ま笛てき障しよう壁へきをまとめて切りさいた。

『────ッ』

　幽幻種二体に走る動どう揺よう。

　瞬きにも満たぬ一瞬の虚きよをついて、イリスは大鎌を真横に薙ないだ。

　その煌めく刀身から放たれる無数の斬ざん光こうが竜の一体に直ちよく撃げき。その体内深くにある核かく晶しようまでも切りさいて消しよう滅めつさせる。

「一体の反応消滅を確かく認にん。続いて──────、ぐっ!?」

　衝しよう撃げきは真後ろから。

　たった今、自分の大鎌を避よけたもう一体の竜からの一撃だ。

　──高速移動？

　──いいえ違ちがう、反応値ごと真後ろに転移した。

　最初の一体もこの転移で鎌を避けることはできただろう。だがあえて、不完全神性機関じぶんに奇き襲しゆうするために囮おとりとなったということか。

「……このパターンの連れん携けい情報は未確認。ですがっ！」

　不意の一撃を受けながらも空中旋せん回かい。

　鎌を逆手に持ちかえる。

『……ッ!?』

　虚こ空くうでもろに硬こう直ちよくする幽幻種。

　確実に与あたえたはずの一撃がダメージどころか足止めにもならない。その事実を知っての狼ろう狽ばいだ。

「ヨミ、感謝します」

　横に薙いだ鎌が双頭の竜を薙ぎはらい、はるか彼方かなたまで吹ふき飛ばし消しよう滅めつさせる。──が、銀髪の機き神しんはそれで終わらない。

　人型機械体アンドロイドの少女が見すえる先、居住区へと羽ばたく数百個体の怪物たち。そのいずれもが、地上で交戦を続ける傭よう兵へいたちを狙ねらっていて。

「魔笛の放射を予測。迎げい撃げき装そう甲こう『ubinis-r-delisment織りなす忘却の欠片たち』を構築開始──」

　イリスが左手に握にぎる銃じゆうの銃把グリツプ。

　そこから銀色の筋が伸のび、宝石さながらの真っ青な合金がその細い線を覆おおうように銃身を形成していく。それは彼女本人よりも巨きよ大だいな対物ライフルアンチ・マテリアル・ライフルだ。

「銀単子を核かくに固定し、外がい殻かくにセラミック装そう甲こうをコーティング。破壊限界を５０００倍に設定します。全工程完かん了りようまであと３……２……１……」

　カウント完了。

　と同時に、その銃じゆう砲ほうから千を超こえる光の粒りゆう子しが放たれた。水すい滴てきほどの大きさの光の粒つぶが、加速とともに延えん伸しんして光の糸へ。光の糸が、さらに拡大して光の奔ほん流りゆうへ。

　無数の煌めきが、宙を旋回する怪物たちを貫つらぬいた。

　光子の半分によって上空の獣を殲せん滅めつさせ、放たれた魔笛をも残り半分の光子が追いついて浄化する。

「────」

　工廠の屋上に着地する少女。

「……損そん壊かい率35パーセントといったところですか」

　機神装甲。

　自分の背中側に手を回し、そこに入った亀き裂れつを指でなぞっていく。対幽ゆう幻げん種しゆ用にヨミが製作し、ぎりぎりまで調整を重ねていたものだ。

　そのコンセプトは短期決戦用。

　どんな強固な素材で鍛きたえあげようと、この世界の素材では幽幻種の魔笛の前にいずれは崩くずれ去る。ならば永続的に被ひダメージを抑おさえる設計ではなく、数回だけ攻こう撃げきを無効化する装甲であるべき──

「すばらしい出来です。さすが凪のお師し匠しよう」

　跳ちよう躍やく。

　工廠の屋上から飛び降りて中央道へと続く小道を駆けぬける。

　──まさかあの竜の攻撃も防いでくれるとは。

　──おかげで私も攻撃に全システム容量を集中できます。

　装甲そのものはイリスを防衛するが、その真価はむしろ、イリスが自身の攻撃力に全エネルギーを集中できることにある。

　そうでなければ、とうに帝てい都とは幽幻種の侵しん攻こうに沈しずんでいただろう。

「現在、二十二時四十九分」

　侵攻開始から五時間が経過しつつある。

　究極結界の完成まで七時間。

　イリスの確認するかぎり、帝都各所の防衛態勢はまだ維い持じできている。軍用人型機械体アンドロイドが集つどうバリケードも、突破されたものの方が少ないだろう。

　とはいえ予断は許されない。いまだ上空の扉とびらからは幽幻種が顕けん現げんし、しかもその中に強力な個体が増えてきたというのが問題だ。

　その代表が世界喰らいの王。

「ツァリ、大変な相手ですがどうか耐たえて」

　帝都そのものを押しつぶそうとする超ちよう弩ど級きゆうの個体と、それを押し返す鬩せめぎ合い。すでに三時間以上も均きん衡こうが続きながら、まだ終わりが見えない。

　それでも、わずかではあるが世界喰らいの王の質量低下が観測できる。ツァリの攻撃が、あの伝説級の怪かい物ぶつを確実に削けずりつつあるのだ。

　大統領府も。

　それに記念広場も。

　少数の侵攻は許しているものの、それを確実に迎げい撃げきできている。四体の機神の活かつ躍やくが大きいことも観測値から明らかだ。

「……みんな頑がん張ばってる。凪も、みんな無事でいる」

　このまま耐えぬく。敵の増ぞう援えんと味方の疲ひ労ろうを考えても、残り七時間を守りぬける勝算は、今の現状が続けば決して低くない。

　そう。今のまま──

　この均衡が続くのならば──

「…………」

　交戦の続く中央道へ。

　飛びかう銃じゆう声せいと舞まい上がる火の粉。砕けた地じ盤ばんと破は壊かいされた家屋が建ちならぶ中央道を、イリスはさらに南へと走り続けた。

「……嫌いや」

　駆かけながら、左胸を押さえつける。

　機械水すい晶しよう。自分を定義するＡＩが組みこまれた記録媒ばい体たいは、何層もの金属繊せん維いと装甲によって覆われている。だからこそ胸の部分が肥大化し、私は人間でいう女性に似た体型をしているのだという。

　……だけど、この胸の疼うずきの理由は？

　……この止めどもない不安は、いったい何が原因なの？

　まだ何かを見落としている。

　幽幻種に関する何かとてつもない誤算をしている。そんな不安はなぜだろう。




　──究極結界の完成まで、残り七時間。
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　帝都・中央道第四分ぶん岐き点。

「っ……はぁ……ここま……で……くれば平気だろ」

　燃えさかるビルの炎ほのおに巻かれない距きよ離りまで移動し、俺は路地裏にある家屋の陰かげに身を寄せた。コンクリートの壁かべに身を預けて息をととのえる。

「さすが……に、少し……立ち止まりってか」

　幽幻種の姿が見えないことを確かめて、ベルトのホルダーから水すい筒とうを取り外す。

　九時間。

　幽幻種の侵攻が始まってから俺が走り続けた時間だ。実際には走ったり止まったり、場合によっては足音を殺して歩く場面もあった。そんな中での初めての水分補給。とっくに脱だつ水すい症しよう状じようを起こしかけて頭痛気味だ。

「あと三時間……気力の勝負になってきやがった…………」

　空になった水筒をダストボックスに放ほうり投げる。

　カラン、と音を立ててはね返る音。狙った収納口から外れたのだが、もはやそれを拾って投げ入れる体力すら惜おしい。

　──朝三時。

　夜明けにはまだほど遠い。

「状じよう況きようは……いま……どう、なってやがるんだ」

　もっとも戦せん闘とうが激しいのが中央道。

　この中央道の交戦は、激戦と休戦が交こう互ごにくり返されている状況だ。幽幻種の猛もう攻こうを食い止めたかと思いきや、さらなる軍勢によって後退する。それを機き神しんはじめ、時にイリスの支し援えんで押し返す均衡状態がもう何時間と続いているらしい。

　──その確認ができたのが一時間前。

　今はどうなっているかもわからない。ただ、中央道へと続く脇わき道みちから覗のぞいた向こうからカノン砲ほうの音が鳴り響ひびいているのだけはわかる。

「ヨミ先せん輩ぱいんとこは……さっきシィから連れん絡らくがあったもんな。……修理待ちの人型機械体アンドロイドで大統領府の一階が渋じゆう滞たいしてるとか。で、機神二体が運び込まれてシステム修復中、もう一体も片かた腕うで取れて戦線離り脱だつ……だっけか？」

　もはや敵が数万も数億も関係ない。

　いっそ無限に増ぞう殖しよくする相手と割りきるべきなのだろう。そのうえで、あとどれほど持ちこたえることができるのか。

「ミカエル大だい丈じよう夫ぶかよ、通信にも出やしねえし……」

　大統領府と記念広場はまだ持ちこたえてるはず。

　自分もこのとおり、建物の炎えん上じようと工こう廠しようの爆ばく発はつに巻きこまれそうになったが、負傷といえばその時の火傷やけどくらいだろう。

　逆に、一番の危険地帯にいるのが最前線にいるミカエルだ。

　シィの言う修理待ちの人型機械体アンドロイドの中に彼女が入っていないことを願いたい。いや、むしろそれならまだ安全だ。両足を破損して助けも呼べないケース、さらには魔ま笛てきを浴びて全身が腐ふ蝕しよくしつつあるケース。考え出せばキリがない。

　……肝かん心じんの本人が通信機に出ない。

　……くそ、じゃあ俺が走って確かく認にんしにいくしかねえじゃねえか。

「ああくそ！　アイツ何て言ってたっけ。俺が最初にいたところより少し先のバリケードにいるんだっけか？　てことは今が第五分岐点だから、アイツがあの場所に踏ふみとどまってるなら逆に通りすぎたのか」

　北側に逆走。

　いや、ちょうどいい時期だ。大統領府や記念広場のことも気にかかる。

「──行くか」

　右手の銃剣ガンウエポンを左手に。

　もう右手はとっくに握あく力りよくがなくなって握れない状態だ。銃剣ガンウエポン本体だって過か剰じような連続発射で熱を持ってしまってる。これ以上の連続射しや撃げきは精密機器に影えい響きようを与あたえかねない。

「あと少しなんだ。頼たのむから持ってくれよ？」

　祈いのるように呟つぶやき、俺は路地裏を駆けだした。




　──究極結界の完成まで、残り三時間。
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　帝都・中央道第二分岐点。

　大統領府の屋上からも眺ながめることができるそのエリアは、地上何十階という巨大庁舎と商業ビルが建ちならぶ帝都のまさに中心区だ。

「何とか逃のがれられたようですわね」

　──カラン。

　地上二十階建ての商業ビル。

　その半ばから完全崩ほう壊かいした建造物の根元で、うずたかく積もった瓦が礫れきの中からミカエルはゆっくりと這はいあがった。

　……危なかった。

　……ビルの瓦礫に押しつぶされる危険か、幽幻種に見つかる危険か二つに一つ。

「良かった。まだツキはあるようですわ」

　愛用の重機関銃ヘヴイマシンガンが無事であったことに胸をなでおろす。

　巨きよ大だいな統とう率そつ個体とともに現れた数百体の幽幻種。それも中央道と空中、左右の分岐から挟はさみこむかたちで圧おされたため敵味方問わずの大混戦になってしまった。

「ビルの崩壊に巻きこまれたのが……十五分前でしたっけ」

　システム上の永久時計も正常だ。

　瓦礫の津つ波なみに吞のみこまれるも、すぐに飛びだせば幽幻種たちに見つかるのは自明。瓦礫のなか、じっと機を窺うかがっていたというわけだ。

「しかし、さすがにガタが来ますか」

　簡易チェック作動。

　瓦礫の圧あつ迫ぱくによって右みぎ肘ひじと左ひだり膝ひざの電子神経群が損傷。システム制せい御ぎよによる修復困難。損傷パーツの交こう換かんか、あるいは外部施せ術じゆつによる電子コードの再結合が必要になる症しよう状じようだ。

　──ヨミのところは手て一いつ杯ぱい。

　──もしも凪が電子コードの再結合施術ができるなら。

「と思いましたけど、現実は残ざん酷こくと……」

　真っ二つに砕くだけた通信機。

　胸ポケットから取りだしたそれを地面に放り投げた。瓦礫の下にいる時か、あとはその前にも爆ばく風ふうを正面から受けた時か。

「ヨミとの合流。といっても無事に大統領府までたどり着ければ、の話ですが」

　重機関銃ヘヴイマシンガンを左手に持ちかえて歩きだす。

　左膝から下が動かない。人間が溜ため息いきをつくのはこういう時だろうと考えながら、ミカエルは左膝を引きずるかたちで歩きだした。

　──中央道は今も上空に幽ゆう幻げん種しゆがあふれかえっている。

　凪に教えた脇道へ。

　ビルの壁へき面めんに身体からだを密着させながら横ばいに、物陰を進んでいく。上空を旋せん回かいする怪かい物ぶつの一体にでも見つかれば何十体という群れに襲おそわれる。

「多勢に無勢。思えば少し前もこんなことがありましたね」

　ミオ渓けい谷こくへの遠足。

　三〇〇〇体超ちようの幽幻種に襲われた時も似た感覚を味わった。シェルター内に隠かくれ、やりすごす。あの時は不完全神性機関という強力な機き神しんに助けられたが、今度ばかりはそうも期待していられない。

「なにせ、機神のうち二体がヨミの下もとで修復中ですし……」

　さらに追加で一体も損傷を負ったという。おそらく残り一体が大統領府と記念広場を死守しているはずなんだ。中央道から離はなれたこんな脇道、誰だれも見向きもしない。

「ええ、ですから────このまま隠れさせてくださいと言っているのです！」

　右足を屈くつ伸しんさせ、片足だけでミカエルは跳とんだ。

　宙返りする猫ねこのごとく虚こ空くうで身体をねじる。身体を反転させ、左腕一本で重機関銃ヘヴイマシンガンの照準を固定した。

「上！」

　二つ隣となりの家屋だ。その屋根を蹴けり上げる音を聞き逃していれば、数秒後には背中を深々と爪つめで串くし刺ざしにされていただろう。

「人型機械体アンドロイドの聴ちよう力りよくを甘くみましたわね」

　一発。

　極限まで狙ねらいを定めた弾だん丸がんが、わずか一発で狙い違たがわず怪物の中心部を貫つらぬいた。

　……音は？

　……聞かれなかったはず。

　もともと消音設計を施ほどこした銃じゆう器きだ。空中を飛びかう個体も今の一発ならまず聞き逃してくれる。なかばそう確信しかけた刹せつ那な。

『───────ッッッッッッッッッッ！』

　絶ぜつ叫きよう。

　核かく晶しようを破は壊かいされた個体が、その最後の力でもって断だん末まつ魔まの雄お叫たけびを上げた。

「なっ!?」

　そして気づく。自分が身を潜ひそめていたビルそのものが、すでに何十体という数の怪物に取り囲まれていたことに。

　──さっきの一体は斥せつ候こう。

　──最初からわたくしに気づいたうえで尾び行こうを!?

　上空だけじゃない。正面の建物の物陰から現れる個体、真横の家屋の壁かべを突つき破って現れる個体。さらには自分が直前に歩いてきた道から姿を現す個体もいる。

「待ち伏ぶせ……!?」

　この道自体が罠わなになっていた。

　人間か人型機械体アンドロイドのどちらかが通りすぎるのを待っていたんだ。

「くっ！」

　片足を引きずりながらも全速力で中央道へ。

　敵に見つかった以上、この脇道にいる理由はない。中央道にさえ出れば味方が通りかかってくれる可能性も万に一つ残ってる。

　わずかな希望を──

　眼前の中央道から現れた巨大な怪物の影かげが、いともたやすく握にぎりつぶした。

「くっ？」

　目の前の通路そのものを塞ふさいでしまう巨きよ体たい。形そのものは大地を這う地ち竜りゆうに酷こく似じしているが、その全身から発する負の感情はまさしく幽幻種のそれだ。

　……これは、さすがに敗色濃のう厚こうですわね。

　高位個体。

　迫せまってくる巨体を見上げ、ミカエルはたった一言。

「……ごめんなさい」

　それだけを口にした。

　目の前の怪物に許ゆるしを請こうたわけじゃない。

　凪に、イリスに、シィに、いいんちょに。自分を慕したってくれる全すべての者に。もう生きて会えないことを悟さとったうえでの謝罪だった。

　高位個体の巨きよ腕わんが振ふり下ろされる。

　その一いち撃げきをかわすこともできず、ただその場にミカエルは立ちつくし、そして。

　──しゃらん

　涼すずやかな鈴すずの調べが響ひびいたのは、その時だった。

「らしくない。貴女あなたが罠にかかるとは何事ですか」

　薄うす紫むらさき色の着物をその身にまとう少女。

　濡ぬれ羽ば色いろの黒くろ髪かみをなびかせて、その双そう眸ぼうに神秘的な薄紫色の輝かがやきを宿した人型機械体アンドロイド。機神とも称しようされる彼女のことをミカエルは誰よりも知っていた。

「────紫苑!?」

「叫さけぶ余よ裕ゆうがあるのならビルから離れてはどうでしょう」




「術式『真実彩さい色しよく』。世界に群ぐん青じようの可能性を」




　ちゃぷんっ。

　彼女のまとう裾すそからこぼれる数滴てきのしずく。

　それがビルのコンクリート壁へきに付着したと同時に氷の粒つぶと化し、その氷ひよう結けつ晶しようから芽生えた氷の蔦つたが壁と地面を伝って全方位に成長していく。

「真実を『蒼あお』で塗ぬりかえる」

　輝く蒼そう氷ひよう。

　ビルが、地面が、そして蔦に触ふれた幽幻種全てが、一いつ瞬しゆんにして巨大な氷雪に覆おおわれた。ぞっとするほど美しい結けつ晶しようでありながら、その正体は閉じこめた物を決して逃さない究極の封ふう印いん因子であると聞いたことがある。

「……紫苑」

　たった数秒で全ての怪物を一いつ掃そうしてしまった機神。

　いや、かつての同どう僚りようである少女。彼女がふり向くのを、ミカエルは呆ぼう然ぜんと見守ることしかできずにいた。

「何をしているのですか」

「え？」

「所属の軍学校アカデミーに帰ったと思いきや再び帝てい都とに。よりによって敵の侵しん攻こうがもっとも苛か烈れつであろうエリアに自ら戻もどるとはどういう心境ですか。と聞いたのです」

「──そ、それはわたくしの台詞せりふです！」

　我に返った時には、黒髪の機神は自分のすぐ目の前に立っていた。それも、伸のばした彼女の手が自分の右肘に触れるほど近く。

「っ！」

「右肘、損傷してますね。左膝も神経コードがやられましたか」

「よ、余計なお世話ですわ！」

　触れられた右肘を引いて後ずさる。

「……それよりどういうことですか。なぜわたくしを助け────……いえ、それは後回し。あなたが帝都に留とどまる目的から話してもらわなくては」

「思い出」

「なんですって？」

「私たちの開発者の研究所は一つではない。眠らざる者ゴーストの工こう廠しようは潰つぶすしかなかったけれど、残りの研究所はせめて元の形で残したかった。それだけです」

　わずかに顔を背そむけて告げる少女。

「つまり、幽幻種から帝都を守ろうと……？」

「それは拡大解かい釈しやくですよミカエル。私が守りたいのは開発者に関かかわる建造物だけ。眠らざる者ゴーストの研究に携たずさわった帝てい国こくへの感情は怒いかりしかない。残る大統領府やほかの工廠はどれだけ潰れたって構いません」

「──あくまで人間に抵てい抗こうし続けると」

「それもまた拡大解釈ですね。人間に関してはヨミのように理解ある者もいる。私の方からこれ以上何か手を出すということは考えていません。互たがいに煩わずらわしいだけでしょう」

　話は終わり。

　そう言いたげに背を向ける彼女。

「あ、ま、待ちなさい！　話はまだ半分も終わってませんのよ！」

「それで？　こんな目立つ場所で延々と話して、また幽幻種に見つかる気ですか」

「っ……」

　正論だ。悔くやしいけれど反論の余地もない。

　奥歯を嚙かみしめ、ミカエルは歩いて来た道を再び歩きだした。動かない左足を引きずりながら。

「ほら、やっぱり左足が動かない」

「あなたには関係のないことですわ……そして、何をしているのです？」

　すぐ後ろをついてくる紫苑。

　てっきりすぐに身を隠すかとばかり思っていたのに。

「その足でヨミのところまでたどり着けると？」

「無理だとでも？」

「無理です。だから私がヨミの下までは付きそいましょう」

「……え？」

　黒髪の元同僚は、いつの間にか自分のすぐ真横に並んでいた。しかも自分の動かない左足を案ずるかのように、わざわざ自分の左側を歩いてくれていて。

　──今度こそ理解しようがない。

　──いったい紫苑は何が目的だと言うんですの。

「旧式あなたと新型わたしの違いはそこですね」

「？」

「あなた自身はとても感情豊かだけど、己おのれが感情豊かすぎて、感情を外に出さないモノに対しては鈍どん感かんこの上ない」

「っ！」

「とはいえ、この話をしたところで詮せん無なきこと。あなたは今のままでいい。今のまま安あん穏のんとした学園生活を送ればいいのです。あなたにはそれが似合ってる」

　──バカにしているのですか。

　そう言いかけようとして、ぐっと踏ふみとどまった。違う。もしそうならこうもわたくしの身を案じている理由がつかない。

　今だけじゃない。

　ビルの屋上で助けてくれたのも間ま違ちがいなく彼女なんだ。

　……であれば、彼女はわたくしをずっと見ていた？

　……それはつまり、守りたいと言っていた開発者の工場も最初から放置のうえで。

「紫苑」

「喋しやべる気力があるなら少しでも速く歩く努力をすべきです」

「あと一つだけです」

　重機関銃ヘヴイマシンガンを支えに、硬かたい地じ盤ばんに足を引きずりながら。

　ミカエルは、隣となりを歩く同僚の横顔をじっと見つめた。

「あなたの現い在まは、本当にあなたの望んだことですの？」

「……意味がわかりかねます」

「ノエシス統とう括かつ工廠であなたが言ったことです。あなたが機き神しんになったことには意味があると」




〝私があの時、あなたを裏切って機神になったのには意味があった。私なりに考えに考えたうえでの結論でした〟




「…………」

「どうですか」

「……迂う闊かつでした。感傷的になっていたのは私の方でしたね」

　顔を背けて紫苑がそう吐はき捨てる。

「正直、もう二度と顔を合わせる気すら無かった。そのうえでの発言のつもりだったのに。あなたときたらノコノコ帝都に現れたばかりか、あげくの果てには大ケガを負って一人では走ることもできない有り様」

「全てはあなたを誘おびき寄せる作戦ですわ」

「……やっぱりこのまま見捨ててしまいましょうか」

「ウソ、ウソですわ！　冗じよう談だんですからそんな────」

　颯さつ爽そうと身をひるがえす紫苑の裾を必死に摑つかむ。

　だがその直後、ミカエルの視線が見つめていたのは紫苑でなく、自分たちの後ろを追いかけてきた少年だった。

　銃剣ガンウエポンを左手に、息を切らせて走ってくる学生服の少年。

「……ミカエル？」

「……凪」

　その名を口にして、ミカエルは呆然と立ちつくした。




　──究極結界の完成まで、残り二時間。




　　　　４




　帝都・中央道第二分ぶん岐き点。

　始めにミカエルと別れ、その先にバリケードが設置されていた場所だ。

　でも俺が着いた時にはバリケードはとっくに破は壊かいされていて、軍用人型機械体アンドロイドの陣じん営えいは跡あと形かたもなくて。

「つい……さっき、だけど向こうのビルの下でよ」

　肩かたで息をしながら、赤毛の人型機械体アンドロイドにも伝わるよう後ろを指さしてみせる。

「見覚えのある通信機が壊こわれて落ちてたから。それでお前もやっぱりケガしたのかなってめっちゃ慌あわてて来たんだけど」

「わ、わたくしの為ために？　あ、あのですわね。それは何といいますか」

「で──」

　額を流れる汗あせを手でぬぐう。

　左足を引きずったミカエル。おそらくシステムじゃなくて電子神経コードが切断したか破損したかってところか。それはまあどうにでもなるとして、問題は。

「…………」

　無言で俺を見つめる薄うす紫むらさき色の機神。

　紫苑。

　剣けん帝ていと別行動してるっていうから気になってたけど、まさか。

「お前らまさか──」

　二人を指さす俺。

「また人型機械体アンドロイド同士で喧けん嘩かしてたんじゃねえだろうな」

「違ちがいます」

「違いますわ」

　二人揃そろって仲良く首を横にふる。

　……あれ、違うの？

「だってミカエルお前、紫苑の着物引っぱってるし。なんか遠くで見た時は紫苑もミカエルから逃にげようとしてたっぽい動きしてたし」

「あ、あれはですわね……」

「この赤毛のおバカさんが阿あ呆ほうなことを言ってきたからです」

　そう答えたのは紫苑。しかしこいつ、ミカエルにだけ毒舌なのは変わんねえのな。最初は嫌きらってるからとも思ったけどもともとなのか？

「まあいい。とにかく俺が聞きたいのは一個だけで、現状てめーは味方なのかってことだ」

「味方？　あなたまで私が人間の味方をするとでも」

「ミカエルの味方かって聞いてんだよ」

「…………」

　きょとんと目をみひらく仕草。

　なんだよ、俺の質問てそんな驚おどろくような質問か？

「……そうでした。凪・一いち咲さき・ジール、あなたはそういう人間でしたね」

　そう答える唇くちびるが微び笑しようのかたちに。艶つややかとも言える仕草でその口元を隠かくしながら、彼女は薄紫色の瞳ひとみで俺を見返してきた。

「ヨミのところに彼女を送り届けるところまでは」

「わかった。その後のことは二の次だ。ホントは俺が直してやれりゃいいんだけど、時間が時間だ。あと……」

「一時間四十分ですわ」

　さらりと答えるミカエル。

　朝の四時二十分。

　そう、あと一時間半だ。チビ聖女の結界が計画通りに行くならそれで全部終わる。ここでミカエルの手当てもしたいところだけど、紫苑がついているなら話は変わる。

「俺もこの先の第一分岐点まで戻もどるつもりだ」

「それで？」

「あとは同じだ。あんだけ絶望的だった状じよう況きようだけど残り一時間半まで耐たえてきた。ここで失敗しちゃ意味がない。はぐれ個体を見つけて倒たおしていく」

　ここにくるまで幽ゆう幻げん種しゆには襲おそわれなかった。

　たぶん紫苑が全部片付けていたんだろうけど、おかげで俺も銃剣ガンウエポンも小休止できたってわけだ。

「第一分岐点までは一いつ緒しよだろ。付き合うぜ」

「ええ。ここで別行動する理由はありません。ね、紫苑？」

「ご自由に」

　決まりだな。

　足を引きずるミカエルとそれに付き添そう紫苑。それを先導するかたちで俺が前に行こうと二人を追い抜ぬいた矢先──




『皆みんな、ありがとう。本当によく耐えてくれたわ』




「チビ聖女っ!?」

　記念広場にいるであろう彼女の声だった。

『結界の儀ぎ礼れいは成功よ。皆が耐えたおかげで私の予想以上に早く全すべての手順を終えることができた。あとは結界の発動を待つだけ』

「本当かっ！」

　思わず声が喉のどを突ついて出た。

「おいチビ聖女、結界の発動ってのはいつなんだ。もうじきなんだろうな！」

『あと三十分。皆、それだけ耐えてちょうだい。あと三十分で、穢歌の庭エデンと幽幻種を全て究極結界で凍とう結けつできる』

「──わかった」

　握あく力りよくのない右手で握にぎり拳こぶしをつくる。

　が、そんな俺を不思議そうに見つめるのは紫苑とミカエルだ。

　チビ聖女の念話が聞こえてない？　ああ、軍用人型機械体アンドロイドだけで帝てい都とに何万体といるもんな。キリがないもんで人間に絞しぼったのか。

「エルマリア神教界の聖女サマからだ。あと三十分でケリがつくってよ」

「！　それは本当ですか！」

　驚きよう愕がくの様子で目をみひらくミカエル。

　隣に立つ紫苑も同じ表情だ。

「ああ。だから──」

　俺が言いかけた矢先、上空にも変化があった。

　影かげ色の空。

　世界喰くらいの王によって帝都全域が薄うす闇やみ色に染まっていた。それが、何の前まえ触ぶれもなく消え去ったのだ。

　けれど、上空には依い然ぜんとして鮮せん血けつ色をした穢歌の庭エデンの扉とびらが残ってる。

　燃え上がるような天上が覗のぞくだけ。そう思っていた。

「──眩まぶしい」

　誰だれより先に口にしたのは紫苑。

　薄紫色の双そう眸ぼうを細め、着物の裾すそで自分の目元を覆おおいかくす。

「これは……」

「おい、もしかしてこれ」

　まぶたを灼やく明かりに目を細めながら、俺もミカエルも、いや帝都で戦う全ての人間が、頭上にかがやく日ひ射ざしを仰あおいだ瞬しゆん間かんだった。




　──夜が、明けていた。




「勝ったのか……？」

　それは誰が呟つぶやいた言葉だっただろう。

　結界の儀ぎ式しきは成功した。

　世界喰らいの王が消しよう滅めつしたのはツァリが倒したからに違いない。

　そして上空に顕けん現げんしていた扉も消えた。もう幽幻種はこれ以上現れない。今この頭上を旋せん回かいしてる奴やつらで打ち止めだ。

「中央道に出ますか？」

「同感ですわ。この細道では大統領府の様子もわかりませんし、大きな通りに出て戦せん況きようを確かく認にんしましょう」

「──意見一いつ致ちだな」

　路地裏の道を左へ。

　ビルとビルの隙すき間まから差しこむ日射しを目指し、俺たちは中央道に出た。

　焼けただれたアスファルト、魔ま笛てきによって融ゆう解かいしたビル壁かべ。粉々に砕くだけちった窓ガラス。あちこちから火の手が上がり、細い黒こく煙えんが空へと昇のぼっていっている。

　だけど。

「静かですわね」

「銃じゆう声せい、聞こえないな」

　戦いの音は聞こえなかった。

　頭上を旋回する幽幻種すら、なぜか俺たちを襲うことなくただ上空を飛んでいるだけ。敗北を認めて戦意を失ったようにも見える。

「このまま待てばよろしいんですわね」

「ああ」

　静かだった。

　上空を旋回する幽幻種すら小鳥か何かと思えるくらい大人しく、背中に当たる日射しからは穏おだやかな暖かさを感じる。

　世界で一番平和な瞬間。

　俺もミカエルも紫苑も、大統領府にいるヨミ先せん輩ぱいにシィにいいんちょ、そしてイリス。記念広場で祈いのりを続けているチビ聖女ですらそう感じずにはいられなかっただろう。

　そして──




　それが、人類おれたちがこの十二時間で見せた最初で最大の「隙すき」だった。




　人ひと影かげ。

　最初は誰か帝都の人間がそこに立っているだけだと信じて疑わなかった。

　ローブを纏まとった「何か」。

　夜色のローブを羽織り、地に杖つえをついた聖者の姿。

　けれど朝あさ陽ひを浴びながら中央道を闊かつ歩ぽするソイツを正面から一目見た途と端たん、全身をかつてない寒気が駆かけぬけた。

　……なん……

　……なんだ……っアレは。

　幽幻種？

　その組成が肉体ではなく濃こ紫むらさき色の霧きりという違いはあるが、俺たちの目の前にやってきたソイツは、よりによって人間に酷こく似じしていた。

　そして何より。

　今まで出会ってきたどんな幽幻種すら比ひ較かくにならないほど、禍まが々まがしい重圧と敵意に満ちていた。




　Heckt:TeEwinesLasphaヘケト：汝、-di-hecZelah.主であり母でなき者。EnesEmalefSelah,セラの意志、ilmeielah.大いなる者よ…………deushec?なぜ否定する？




　慎つつしみ深い聖人を思わせる声で奏かなでられる旋せん律りつ。

　それがソイツの奏でた魔笛であると気づいたのは、俺たちの真上に巨きよ大だいな黒の光球が迫せまってきてからだった。

　そして気づいた時には全てが遅おそかった。

「避よけなさい！」

　片足を引きずりながらミカエルが俺を突き飛ばす。

　そのミカエルをさらに紫苑が庇かばい、黒の光球を背に受けて──────────────────俺が追えたのはそれが限界だった。

　魔笛を受けた二人は遥はるか地平線まで吹ふき飛ばされ、そしてその彼方かなたで、猛もう烈れつな黒い炎ほのおに吞のみこまれた。

「…………あ…………」

　身体からだが動かなかった。

　唇がカラカラで声も出ない。なのに背中はぞっとするほどの寒気に強こわばって、指先の震ふるえが止まらなかった。

「……て…………」

　息すらできない。

　できないまま、俺は……強ばった足を引きずりながら、一歩。

　また一歩。

　聖者の姿をした幽幻種に近づいていって────

「てめぇっっっっっ！」

　銃剣ガンウエポンを投げだし、全力でソレに殴なぐりかかった。銃剣ガンウエポンとか重機関銃ヘヴイマシンガンとかの話じゃない。どれだけ強力な軍事兵器もコイツだけには無意味であると直感できた。

　だから俺には自分の拳こぶししかなくて。

　どれだけ無意味であろうと、それでも振ふりあげた拳を止めることはできなくて。

『────』

　直後、聖者の姿が消失した。

「なにっ!?」

　空くうを切る拳。

　……消えた？

　……どこだ。どこにいる！

『────』

　はるか頭上に聖者の影を見つけるまで、時間はさほどかからなかった。

　なぜならソイツが浮うかぶ虚こ空くうは、ついさっきまで無数の幽ゆう幻げん種しゆを生みだしていた扉が存在していたであろう場所だったから。

　……なんだ。

　……なんであんな場所にわざわざ。

『────』

　聖者の姿をした幽幻種が、右手にもった杖を頭上へと掲かかげる。

　その仕草はまるで楽団を束ねる指揮者のようで。さらに上空の幽幻種たちが、いつの間にかそれに応じるように虚空で動きを止めていた。

　そして。




　Oe/Dia=Uelmeiphenoora.謳え　全ての子らよ




　fez Mix lishe tes その愛と祈りとをもつてvalen, =U /x-warb 　セラの揺りかごをSelah weles.揺らしなさい




　fezmentislefMixnett,一欠片のその詠で　nelithypnelefmissisxeo.遥かな夜の眠りを拭い




　NolsisriaIsisp永久〈とこしえ〉に続くianiclefSelah.少女の嘆きを癒すため




「魔笛……？」

　何百何千体という幽幻種たちが織りなす魔笛の唱和。

　……合唱。

　……こんな……あの怪かい物ぶつたちが合唱だなんて聞いたことねえぞ。

　幽幻種だけが持つという呪じゆ詛その力。

　何千体という侵しん攻こうであろうと、その魔笛は各おの々おのの個体から放たれるもので、一つの魔笛を複数の個体が謳うたい上げたなんて情報はない。

「アイツか……！」

　あの聖者の姿をした幽幻種。あれがまさしく統とう率そつ個体なんだ。おそらくは世界喰らいの王さえ布石。あの主あるじとも言うべき幽幻種を迎むかえるための──

　だけどわからない。

　この魔笛は、合唱にはどんな意味があるというのか。




　Rissiasophia,願わくば全ての子よ、=Uelmaiphenoxede愛しきセラの名をlislishesSelah.思いだしなさい




　Mixzarabelcsdelisyumあなたの涙も忘却も




　/x-miel peq ilmei 大いなる御名とSelah pheno tes lishe.愛しみによつて満たされる




「……セラ？」

　複ふく雑ざつ怪かい奇きな奏において、その単語だけは何より明確に聴ききとれた。

　そうだ。

　チビ聖女が言っていた名前だ。人間は勝てないかもしれないと。だから、セラが目覚めるその前に穢歌の庭エデンを完全に凍とう結けつするのだと。

　──ではこの魔笛の合唱は？

　──セラの名を詠うたい上げるこの目的は。

「まさか」




　Oe/teresisxinwimille,凍れる時の渦の奥、xeinesImille.広がる世界のうねりの先。NolsisfelSelahElma.始まりにセラの独界ありき




　ElmadessnoiPhio,独界はセラの塔に隠れ、PhiodessnoiUls.塔は庭園に身を潜ませる。NelsisSelahUls,それはセラの庭園、cornisphia.始まりの場所




　=U/x-catiayumieさあ　囚われの慈母よ、Zelah,hiresmis,悲哀の少女よ




　endisIlisyaZeo──世界が貴女を愛するならば




　直感が告げた。

　この詠は、この魔ま笛てきだけは完成させてはいけないと。

「チビ聖女！　聞こえてるか！」

　声のかぎりを絞しぼって俺は叫さけんだ。

「結界急げ、わかってんだろ！　早くしないと手遅れになるぞ！」

『──わかってるっ！』

　怒ど声せいに対し、聖女からの返事は驚おどろくほどに早かった。

『禁断水晶アマリリスを媒ばい介かいして穢歌の庭エデンとの共鳴を開始。結界を発動させる──────────私にできるたった一つの祈いのりのために』

　魔笛に汚お染せんされ、大陸の四分の三が死の大地となった俺たちの世界。

　この傷だらけの世界において。




　noielmeineightisevhe全ての夜明けの奏のなかで




　elmeiMelcia大いなる少女は、xephucclarlefhiいと小さき者たちのzraviencegetie.歌声によりて目覚めるだろう




　同時だった。

　究極結界の『祈り』。そして幽幻種たちが詠う『讃さん歌か』とが、まさしく同時に奏かなでられる瞬しゆん間かんを、俺は確かに聴いていた。




　Selahセラ──cornis Zelah, 始原の母、/x-dien mis, elmei 鎖繫がる少女、pheno feo lisya I.世界を愛する全ての御名よ
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　Phase.5『希望イリス』







　　　　１




　その光景を、俺は一生忘れることはないだろう。




　記念広場から立ちのぼった蒼そう光こう。

　その光が空に達した途と端たん、無数の光子となって空中で神秘的な文様を描えがき、輝かがやける文様によって描かれた結界が世界を覆おおい包んでいく。

　帝てい都との空から帝てい国こく全域へ。

　帝国全域から近きん隣りん諸国へ。

　近隣諸国から、世界中の全すべての大陸と海へ拡ひろがっていく蒼光の結界。

　……あの蒼あおい光は、実は光じゃない。

　……光の正体は結界を構成する蒼氷で、光って見えるのは夜明けの日ひ射ざしを氷の表面が反射して輝いているから。

　それに気づいたのは、光が触ふれた大地がまたたく間に凍こおりついたからだ。

　思い返せばチビ聖女もそう言っていた。




〝幽ゆう幻げん種しゆの封ふう印いんと大陸の浄じよう化かは二つで一つよ〟

〝究極結界で封印するのは穢歌の庭エデンだけじゃない。世界中の汚染された大地もまとめて結界で覆いつくす。結界の内部は浄化作用があるから、あとは勝手に穢歌の庭エデンと大地が綺き麗れいになるのを待てばいい〟




　帝都の建物も地面もそうだ。

　魔笛によって汚染されたエリアが、蒼く輝く氷に包まれていく。あとは浄化されるのを待てばいい。今まさに、世界規模でこの究極結界が拡がりつつあるのだろう。

　帝都の空から放たれた光子が世界を巡めぐって再び帝都へ。

　沁しん力りよく──世界に奇き蹟せきを沁しみ渡わたらせる力。

　まさにその名前のとおり全世界に結界を浸しん透とうさせて還かえってくる無数の光子たち。すでに世界中の上空で輝きの文様が浮うかびあがり、まさに究極結界が完成……

　完成。

　そう、誰だれもがそう信じて疑わなかった。

　世界中に散らばった結界の光子たちが帝都の空に再び収束し、一つの巨きよ大だいな光となって結界を完成させようとしたまさにその刹せつ那な。




　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………




　音を立てて破は裂れつする結界の光子たち。

「なっ!?」

　帝都上空。

　閉じかけた結界をこじ開け、穢歌の庭エデンから何かが這はい上がってくる。大きさは……全長10メートルほど。小さくはないが、世界喰ぐらいの王からすれば小型も小型だ。

　真っ赤な扉とびらの向こうから現れる影かげ。

　細身の体たい軀くながらもわずかに丸みをおびた身体つきながら、その身体からだの表面は一いつ切さいの光をも反射しない影色に塗ぬりつぶされている。

「……人間の女の子？」

　そう。

　人間の少女のシルエットを模かたどった影そのものだ。

　だがそれも見た目だけ。

　その全身から立ちのぼる濃こ紫むらさき色の魔ま笛てきは、確かに彼女が人間ではないことを明確に指ししめしている。

「あれが……セラ、なの……か？」

　さっきまで上空にいた幽幻種は全て結界に触れて消しよう滅めつした。

　聖者の姿をした幽幻種の姿も見えない。

　あの一体だけが究極結界を内側からこじ開けようとしている。そう、まだ身体の大部分は穢歌の庭エデンの内側にいて顕けん現げんしきってない。

　閉じようとする結界を左手で押さえ、右みぎ肩かたと頭部だけが部分的に顕現した状態だ。

　なのに。

「こ、いつ……っ……？」

　ほかの幽幻種とは違ちがう。

　あの聖者の姿をした幽幻種も凄すさまじい禍まが々まがしさと敵意に満ちていた。だが上空のアレは違う。もっと別種の……見るだけで呼吸すらできなくなるほどの「嘆なげき」。

　──悲ひ哀あい。

　喩たとえるならばそう、対たい峙じするだけで頭を垂れて赦ゆるしを請こわずにいられない圧あつ倒とう的てきな神性。自分の犯おかした罪をまじまじと見せつけられるかのような自責の重圧。

　それ意外に喩えようのない特異の絶望感がそこにはあった。

『駄だ犬けん、そこから逃にげなさい！　セラと戦ってはだめ！』

　チビ聖女の念話は、遅おそすぎた。

　念話が届いた時には、俺は、セラという名のソレと目を合わせてしまった後だった。

『────』

　漆しつ黒こくの少女は何もしていない。ただ俺を見つめただけ。

　地上にいる俺と目と目を合わせ、何も動けずにいる俺に向かって……




　セラが微笑んだ、そんな気がした。




　直後。

　俺は、全身を青白い火花に灼やかれながら宙に吹ふき飛ばされていた。

「凪なぎっ！」

　悲鳴にも似た声。

　宙を舞まう俺の身体をイリスが抱だきとめてくれた。そう気づいたのは、俺を抱かかえて着地したイリスがゆっくりと俺の身体を地面に寝ねかせてからのこと。

　……身体が……動かない？

　……いま俺、気を失ってたのか？

「ツァリ、相手はまだ顕現しきっていない不安定な状態です。一発あてれば結界の内側に押し返せる！」

「影とはいえセラと対峙するはめになるとはな。イリス、お前は頭部。私は右みぎ腕うでだ」

　中央道を疾しつ走そうするイリス。

　その反対側からはツァリが、ビルの壁かべを蹴けって漆黒の少女へと接近する。

　だが。

「やめ……ろ……二人と……も」

　火傷やけどで血まみれの右腕を必死に伸のばし、俺は掠かすれた声をかろうじて口にした。

　違う。

　今こうして何らかの攻こう撃げきを受けて疑問が確信に変わった。

　あの漆黒の少女と戦ってはいけないと。

　そして──




　輝きが世界に満ちる。




　目の前で、ツァリとイリスが同時に吹き飛ばされた。

　俺の時と同じ。見たこともない青白い光がセラを守護するかのように立ちはだかって、二人の身体を火花が打ちすえたんだ。

「イリス！　ツァリ！」

　返事はない。

　二人共に中央道の右と左、並び立つビルに激げき突とつしてそのままくずおれる。

　……噓うそだろおい。

　……あの二人が……だってセラはほとんど動いてすらいないのに。

　拒きよ絶ぜつの光。

　あの火花の正体が魔笛なのかどうかもわからない。だけどあの光に触れただけでイリスとツァリが、あのほとんど反則的に無敵な二人がああも一方的に。

「てめぇ……よ」

　震ふるえる腕うでを支えに片かた膝ひざをつき、そこから立ち上がる。

「ちょっとそれは、ふざけんじゃねえぞ。……ここまで来て。十二時間……俺らが死にものぐるいで耐たえてきて……それを何だ……今になってノコノコ現れてよ……」

　全身の震えは痛みか敵の重圧か。

　否いな、これは目の前の幽幻種に対する純然たる激情による震えだった。

「人間だけじゃねえ。人型機械体アンドロイドだって同じだ。前線で戦って……それをヨミ先せん輩ぱいが必死で直してやって、シィといいんちょだってどれだけ…………」

　一歩。

　また一歩。

　結界をこじ開けて這い出ようとする幽幻種へと歩を進めていく。

「やめ……ろ……凪」

　ツァリだった。

　青白い火花の火傷だろう。頭部からおびただしい血を流している彼女。その衣い装しようすらぼろぼろに引き裂さかれた姿で、瓦が礫れきに半身を埋うずめながらも俺に向かって手を伸ばす。

「セラは……違うんだ……お前の思っているものとは…………」

「違わねえよ」

　さらに一歩、漆黒の少女へと近づいていく。

　何一つ違わない。幽幻種かそうじゃないのか。敵か敵じゃないのか。そういった範はん疇ちゆうでの話じゃない。俺が言いたいのはもっと別のこと。

「てめぇがいるかぎり、イリスは戦い続けなきゃいけないだろうが」

　セラが結界をこじ開ける。

　そうすれば、せっかく閉じこめた結界から再び幽幻種があふれ出るだろう。そして戦いはまたくり返される。

　イリスもまた戦い続けることだろう。自分の意志に関係なく。

　……ようやくだ。

　……やっとあいつが、ずっと最初から願ってた家メ政イ婦ドに専念できる日が来ると思った。

「てめぇはよ……満足かもしれねぇよ。そんなクソデタラメな強さで好き勝手暴れて……だがな、それがてめぇの願望なのか？　ただただ暴れて気にいらねぇ奴やつを屈くつ服ぷくさせるのがてめぇの望みか？」

　イリスは違う。

　誰より強い力を手にした人型機械体アンドロイドだったけど、自分の力を自じ慢まんしたことなんか一度もない。アイツが自慢したのは、自分が優ゆう秀しゆうな家メ政イ婦ドロボだなんていう可愛かわいい冗じよう談だん一個だけ。

「だからよ……俺は……」

　目に滴したたる血をぬぐいさる。

　地面に落ちていた銃剣ガンウエポンを拾い、握にぎりしめる。はるか頭上から俺を見下ろす漆黒の少女をにらみ返し、その威い力りよく制限を解除。

　試ためし撃うちすらしていなかった未知の威力。

「────イリスの全部を否定するてめぇを、認めるわけにはいかねぇんだよ！」

　その引き金を引いた。

　轟ごう音おんとともに発射された弾だん丸がんがセラに触ふれる直前、その体表を覆おおう魔笛に触れた途と端たんに音もなく消滅。

　その一部始終を最後まで見届けることなく──

　拒絶の光。

　青白い雷らい光こうにも似た光が、セラを中心に全方位に拡散して大気を焦こがす。

　地面のアスファルト。それに続く家屋の塀へいも、家屋本体も、その奥にあるビルも、上空を漂ただよう雲も何もかもがその光によって薙なぎはらわれた。

「…………」

　そして俺は。

　その光に全身を灼かれ、今度こそ指一本動かすこともできず、はじけ飛ぶ瓦礫とともに遥はるか遠くまで吹き飛ばされた。




　　　　２




　…………

　……俺、は…………どうなっ……たんだ？

　視界を覆う影かげ。

　それが自分の真後ろにそびえ立つビルの影だと理解するには、時間がかかった。

　数十階建てのビルが根元から屋上まで亀き裂れつが走り、その窓ガラスは全すべて木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけちっている。

　……何が……どうなってやがる。

　どれだけ時間が経たったかもわからない。かすむ目をこすって中央道の方を凝ぎよう視し。いまだ結界から這はい上がろうとするセラを見つけ、本当にわずかながらも安あん堵どする。

　気を失ったのは一いつ瞬しゆんだけだ。

　まだアイツは結界から抜ぬけだせちゃいない。おそらくはチビ聖女も決死の抵てい抗こうをしてるんだ。結界を閉じようとする彼女と、それをこじ開けようとするセラ。

　その鬩せめぎ合いが続いてる。

「まだ……だ…………」

　あの化け物が完全にこっちの世界に出てきてない。出てきていないから「この程度」。顕けん現げんしきるより先、今という瞬しゆん間かんしかセラを止める機会はない。

「……っ待っ……て、……やが……」

　目眩めまいのする頭を押さえ、痙けい攣れんする両足を叱しつ咤たして両りよう膝ひざだちに。そこから片足を持ちあげて、さらにもう片方の足も持ちあげて立ち上がる。

　立ち上がろうとして。

「──────────────あ？」

　ぐるんと視界が反転。

　気づいた時には、俺は再びさっきと同じ体勢でうつ伏ぶせに倒たおれていた。

　あ、あれ。

　おかしいな。俺としたことが足を滑すべらせちまった。もう一度だ。

　立ちくらみにも似た嘔おう吐と感を堪こらえ、ビル壁かべに手を突つきながら身体からだを起こす。よし、今度こそ平気だ。歩ける。歩け……

「──────────────え？」

　視界がブレる。

　意識が戻もどった時には、俺はまたも同じ体勢で倒れていた。

「…………は、はは？　な、なんだよ……これ……か、かっこわりぃじゃねえか」

　そして気づく。

　口にしたはずの言葉はもはや声ですらなかった。掠れた息がヒュウヒュウと音と立てて漏もれただけ。

　…………

　………………ああ。

　……そうか。

　火傷やけどで血まみれの手で顔を覆う。俺はもう、声すら出ないくらい消しよう耗もうしきってたのか。

　十二時間戦い続け。

　セラの拒絶の光に灼やかれ、全身に大火傷を負って。

「……そんなの……認めろって……いう、のか、よ」

　瓦礫の山に倒れ伏ふし、このままセラが結界から這い出るのを見届けるだけ。それだけは、それだけは絶対に嫌いやだ。

「俺は────」

　決めたじゃねえか。

　イリスを拾ったその時から。

　機械工学科への編入を諦あきらめて傭よう兵へい科で頑がん張ばろうって決めたのは何のためだ？　少しでも傭兵の経験を積んで、イリスが戦う幽ゆう幻げん種しゆを少しでも減らしてやるって決めたからだろ。今がその時なんじゃねえのかよ。今しかないんじゃないのかよ。

「まだ…………」

　懸けん命めいに腕を前へと伸のばす。

　朝あさ陽ひに照らされた右手。指先の爪つめが、その先に落ちた銃剣ガンウエポンに確かに触れた。

　──それが限界だった。

　力を失った右手が地に落ちる。

　いや、地に落ちる寸前で、誰だれかの手が俺の手を握りしめていた。

「良かった。凪、無事でしたか」

　朝陽に輝かがやく銀ぎん髪ぱつをなびかせた女の子。

　その身にまとっていた装そう甲こうは痛々しくも全て砕け散って、その内側に着ていた家メ政イ婦ド服すらズタズタに刻まれた恰かつ好こうで。

　──だけど。

　──目の前の彼女は、確かに俺の手を握って微ほほ笑えんでいたんだ。

「……イリ……っっ痛っ!?」

「喋しやべらないで。セラの光を浴びて体中痛めつけられているはずです」

　彼女の両手がそっと俺の右手を包みこむ。

「────凪」

「？」

「後は任せてください。私が、セラを結界へ押し返します」

「っ！」

　その一言に全身が震えた。

　そんなことができるっていうのか。だってさっきも俺やツァリ、お前だってセラの光に弾はじかれたじゃないか。

「拒きよ絶ぜつの光の正体は見当がついています。あれはセラの魔ま笛てきと私たちの沁しん力りよくが互たがいに反発しあうから。互いの魔笛と沁力が強すぎるがゆえに発生する共鳴現象です」

「……だけど、よ……」

「光を突とつ破ぱする方法はあります。そもそも私の沁力が強すぎるからセラと拒絶しあう。ならばどうするか。そのヒントはツァリが与あたえてくれました」

　ツァリが？

「ユトちゃん」

「？」

「ツァリがユトちゃんの姿になったのを凪も見ていたはずです。あれは彼女が沁力を極限まで低下させた際の仮かり初そめの可逆現象。沁力をほぼゼロにまで低下させた状態でなら魔笛との反発が起きることもない。あの姿でならセラの拒絶の光を突破できる」

「突破……できるっ!?」

　──ずっと疑問だったあの姿。

　だけどヨミ先せん輩ぱいもチビ聖女も、ツァリのあの姿を知って平然としていた。それはつまり、ツァリがああなる理由を二人は知っていたから？

「普ふ段だんからあの姿でいたのも、最セ悪ラとの対決を想定しての練習だったものだと思われます」

「じゃ、じゃあ……それこそツァリに……」

「できません。なぜなら彼女は、もう同じ手を聖者相手に使ってしまったからです」

　聖者、あの幽幻種のボスみたいな奴だ。

　あいつが指揮者みたいに杖つえを振ふって、それに従って周りの幽幻種どもが一いつ斉せいに魔笛の合唱を始めたんだ。

「あの魔笛は、ツァリが聖者を妨ぼう害がいしたことで不完全なまま終わりました。ツァリが妨害していなかったら、セラは完全に結界を抜けた状態で顕現していたはずです」

「……それで……あんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態なの……か」

「けれどツァリの代だい償しようも大きかった。沁力をほぼゼロにした状態で敵の魔笛に触れるわけですから、それが何を意味するか」

　考えるまでもない。

　そこらの幽幻種の魔笛に触れただけで、人間は全身が猛もう毒どくと呪じゆ詛そに侵おかされる。ならばあの聖者の魔笛に生身で触れることがどういうことか。

　……そんなの。

　……まるっきり自殺行こう為いも同然だ。

「そうです。セラに向かっていく時点で、あの時もうツァリは相当な深ふか手でを負っていました。だからこそセラを狙ねらう時も私が頭部で彼女が右手。最初から彼女は戦える状態じゃなくて、囮おとりを買ってくれていたんです」

　ツァリが右手を狙うのはフェイク。

　あの時すでに、彼女は頭部を狙うイリスに命運を託たくしていた。

「ね？　だからもう私しかいないんです」

　にこりと気き丈じように笑ってみせる人型機械体アンドロイド。

「だ、だけど……お前はそんなツァリみたいに…………」

「凪、らしくありませんよ。忘れちゃいましたか？　人型機械体アンドロイドにはもともと沁力は宿ってないんです。私が沁力を持ってるのは禁断水晶アマリリスから与えられたから。それを一時的に全制せい御ぎよすれば私もただの人型機械体アンドロイドと何一つ変わりません」

「──そういうこと言ってんじゃねえ！」

　喉のどの奥で血の味がした。

　無理して強く叫さけんだせいだろう。だけど、それでも叫ぶしかなかった。

「お前……それ何を言ってるのかわかってんのか」

　瓦が礫れきの中から上半身を起こす。

　両手両膝を地につけて、そこから片かた膝ひざをたてて。

「そんなことをしたらお前が──────────────っ………………」

　その先は言えなかった。

　言えるわけがなかった。

　──それ以上言わないで。

　まるでそう言わんとするように、俺はイリスにぎゅっと抱だきしめられていた。
















　……ねえ、凪。

　私、あなたと会えて良かった。




　今まで本当にありがとう。

　あなたと一いつ緒しよに過ごせた時間は、私にとって最高に幸せな一時でした。
















　私を拾って、私を直して。

　私に新しい生き方を教えてくれた人。




　みんなは私を「希望」というけれど。

　私にとっては、あなたこそが何にも代えがたい希望そのものでした。




　明るくて。

　まぶしくて。

　あなたが見ていてくれるから、あなたに生きて欲しいから。

　私は頑張れる……










「家事、最後までうまくならなくてごめんなさい」

「…………」

　……おい。

　……おい、バカ。なに言ってんだよ。

　……なんでこんな時に、そんな………………そんな言い方まるで…………

　何も言えず。

　ただ彼女に抱きしめられるままの俺に、銀ぎん髪ぱつの彼女は、ほんの少し恥はずかしそうに、ほんの少し照れくさそうな余よ韻いんとともに。

　桜色の唇くちびるを、俺の唇に重ねてきた。

「────ごめんなさい」

　くすっ、と微ほほ笑えむ少女。

　その表情はどこか寂さみしげで、陰かげのあるものだった。

「私が機械でごめんなさい。金属の唇なんて冷たくてイヤですよね？」

　抱きしめていた腕うでをほどく。

　一歩後ずさり、銀髪の機き神しんは背を向けた。

「…………っ……！」

　待て。

　そう叫ぼうとしたのに声が出ない。

　背を向ける彼女を追いかけたくても足が動かなかった。

　──そんな。

　──そんなのってアリかよ。

　──だって、だってお前はあの時…………




〝ねえ、凪？

　もし……もし私がこの戦いで…………………………〟




「ねえ、凪？

　もし……もし私がこの戦いで生き残ることができたら…………

　私を本当のお嫁よめさんにしてくれますか？」




　少女の姿をした機械。

　はにかみながらそう告げる横顔は、今まで見たどんな笑え顔がおより綺き麗れいで、可愛かわいらしくて、愛らしくて。

　その双そう眸ぼうからは透とう明めいな大おお粒つぶのしずくが一ひと粒つぶ、流れ落ちていた。

「…………」

　小さく会え釈しやく。

　それが、俺が見た最後のイリスの後ろ姿だった。

　跳ちよう躍やく。

　たった一歩で中央道まで到とう達たつし、そこからビルの屋上へと飛び移る不完全神性機関。

　それがどこへ向かっているのか──

　何をしようとしているのか──

「………………っ、……っざ……」

　たった一人残されて。

　すぐに両りよう膝ひざの力を失って跪ひざまずいて。

「……ふっ、ざ……けんじゃ………………ねえぞ…………っっ！」

　けれど立ち上がる。

　何度でも。

　立ち上がって。転んで。

　立ち上がって。転てん倒とうして。

　だけど、それでも倒たおれる時は前のめりに倒れた。

　前に。前に進むために。

「なに……が……家事……最後までうまくならなくて…………だ？」

　足を前に。

　一歩、また一歩。少しずつ、だが確実に加速する。

　奥歯を嚙かみしめて、両の拳こぶしを握にぎりしめて。

　そして。

「千年早いんだよ、勝手に諦あきらめてんじゃねえぞこのダ家メ政イ婦ドが！」

　俺は走りだした。

　イリスを──

　我が家のあの聞き分けのないダ家メ政イ婦ドを何としてでも助けだすために。
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　大統領府一階・西側──

　統合機動軍直下、独立機械化歩兵部門第四研究室。

　ヨミ研究主任が所属する技術者チームの研究室だ。残りの第一から第八研究室とも協力し、損そん壊かいした機神と軍用人型機械体アンドロイドの修理を行っていた。

　それが──

「っぐ。いまの衝しよう撃げきは……？」

　壁かべ際ぎわに叩たたきつけられた姿勢から、ようやく俺京きよう命めい院いん卿きよう大だいは立ち上がった。背中を強打したが幸いにも外傷はない。

　だが部屋の窓ガラスは微み塵じんに割れ砕くだけ、天てん井じようの照明は落下。大統領府の壁かべにも床ゆかにも糸のように細い亀き裂れつが何本も走っているではないか。

　……何だったんだ。

　……大規模兵器が至し近きん距きよ離りで爆ばく発はつしたような衝撃だったぞ。

　しかし違ちがう。

　そうであるならば大統領府が炎えん上じようしてもおかしくない。それがさっきのは、あたかも純然な波動というか衝撃というか、とにかく高純度のエネルギーが津つ波なみとなって押し寄せてきたような印象だ。

「！　シィ、ヨミさん！」

　我に返るや、倒れた本ほん棚だなの下した敷じきになっている二人へと駆かけよった。

「……い、いいんちょ」

「……いいんちょ君？」

「喋しやべるな。とにかくコイツをどける」

　転倒防止のチェーンすら破は壊かいする衝撃か……

　本棚の隅すみに手をかけ、それを斜ななめ上に傾かたむけた。二人の身体からだを挟はさんでいる部分が宙に浮うき、二人がよろよろと這はい出てくる。

「！　シィお前、まぶた切ってるじゃないか！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです……浅い切り傷です」

　まぶたの上らへんを赤く染めた彼女。

　とはいえシィも傭よう兵へい科の生徒だ。手慣れた仕草で常備のアルコールをハンカチに染しみ込ませて、それを傷口に押し当てる。

「ヨミさん、お怪け我がは」

「あたしは何とか平気。ちょっと足に青アザできてるくらい。それより──」

　膝ひざのあたりをさするヨミさん。

　割れた窓ガラスの向こうを、彼女は食い入るように見つめていた。

「いまの衝撃ちょっと普ふ通つうじゃなかったわ。爆発みたいな衝しよう撃げき波はだったのに爆発音がまったくなかった」

「確かに……まるで不意打ちでした」

　気がつけば壁際に叩きつけられていた。シィやヨミさん、おそらく大統領府にいる全すべての人間と人型機械体アンドロイドがそうだっただろう。

　まるで予兆を感じさせない──

　感知できぬエネルギー群。

「あの……いいんちょ、なぎせんぱいとミカさん……平気ですよね」

「だと思いたいが」

　弱々しい声で俺を見上げるシィ。

　そんな彼女をすぐには直視することができなかった。考えたくはないが、大統領府という要よう塞さいの内側にいた俺たちがこの有り様だ。ならば建物の外にいた者が、さっきの衝撃を直じかに浴びればどうなるか。

　凪。ミカエル。

　それだけじゃない。あのイリスさんですら無事である確証なんてどこにもない。

「……偶ぐう然ぜん、建物の内部にいてくれるといいんだが」

「そんなっ!?」

　シィが表情を引きつらせる。

「落ちつけシィ。まずは現状の確かく認にんだ。俺は凪、シィはミカエルの通信機に連れん絡らくを。長々と話す必要はない。無事かどうか、助けが必要なら現在位置だけ絞しぼって確認を」

「わ、わかりましたです！」

　応答してくれよ。

　祈いのりにも近い心境で通信機を取りだし、凪の通信機に連絡を入れる。

　待つこと三秒、五秒、十秒が過ぎて一分という時が経過してもなお、凪が通信に出る気配はなかった。

「………………」

「……ミカさんの通信機も……です」

　そう呟つぶやくシィの表情は、もはや血の気を失って真っ青だ。

「まだだ。単に通信機の不具合の可能性だって──」

「あたし捜さがしてきます！」

「っ、お、おいシィ！」

　慌あわてて手を伸のばすも遅おそかった。まばゆい金きん髪ぱつをなびかせて研究室を抜ぬけるや、全速力でシィが出口の方へと駆けていく。

「くっ……無茶を。今この状じよう況きようで一人で飛び出す奴やつがいるか！　ヨミさん！」

　下した唇くちびるを嚙みしめ、俺は背後の彼女へとふり返った。

「俺──」

「行ってあげて。一人で行かせるのだけはダメ」

　応こたえは早かった。

　と同時、俺もまたシィを追って追いかけた。

　……凪、ミカエル、それにイリスさん。

　……無事でいてくれよ。

　クラスの評議委員として、友人として、ただその一点だけを願いながら。
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「……カ……ル」




「……ミ……エル」




「システムの……が……魔ま笛てき……侵しん食しよく………………助か…………」




　…………

　……だれ……ですの。

　……わたくし……に……ささやいて……いるの。

　全身が動かない。

　強力な魔笛に汚お染せんされ、全身のパーツが腐ふ蝕しよくしつつある。とてつもない斥せき力りよくによって数百メートル先まで弾はじかれた衝撃で神経コードが損傷、運動野の制せい御ぎよシステムも起動率が20パーセントを切っている。

　助からない。

　魔笛に汚染され、廃はい棄きされる運命にあることをミカエルは理解していた。

　だからこそ自分の身はこれ以上気にしない。

　逆に気がかりなのは自分以外の者のことだった。

　……凪は。

　……彼は、無事ですの。

　あの聖者の魔笛にやられた自分と同じ運命を辿たどっていないだろうか。たとえ千に一つ、万に一つの可能性であっても逃にげのびていることに賭かけたい。

　……ああ……でも、よかった。

　……彼よりは……先に……死ぬことができそうですわね。

　軍用人型機械体アンドロイドにとっての最大の恥はじ。

　守るべき人間を守れずに、人間の方が先に犠ぎ牲せいとなってしまうこと。それを考えるなら、たとえ一いち撃げきであろうと人な間ぎを庇かばって廃棄されるなら本ほん望もうだ。

　この上ない満足だ。

　そう、これ以上望むものなど……

　…………

　……本当は。

　……彼にメンテナンスお願いしたことも、ほんのちょっとは心残りですけれど。

　意味もなく「その時」のことを想像したり。

　意味もなく「その時」のために新品の服を用意してしまってた。

　……我ながら可お笑かしいですわね。

　メンテナンスに服なんか必要ないのに。むしろ邪じや魔まなだけなのに。

　なのに、なぜか薄うす水みず色のドレス風ワンピースが無む性しように欲ほしくなって、何時間も迷ったあげくに奮発して買ってしまった。それを着た自分に彼がどんな反応を示すか。ただそれだけが気になって。

　自宅のマンションの部屋に、まだ一度も着ていないままハンガーに掛かけてある。

　……ははっ。バカなわたくし。

　……でもそれが、開発者おやがわたくしに定めたＡＩなら仕方ありませんわね。

　時として、ソレは軍用人型機械体アンドロイドには不要とすら思えた。

　戦うだけの人型機械体アンドロイドにそこまで複雑な思考回路は必要だろうか。あたかも人間のよう。時に人間以上に知覚し、思考し、感じることの先に何があるのか。

　……わたくしは。

　……わたくしは何のために生まれ────




「いいえミカエル。

　そんな貴女あなただからこそ、ミオ鉱山で禁断水晶アマリリスは貴女を選んだのですよ？」




「…………し……おん？」

　突とつ如じよとして周囲の音が明めい瞭りようになった。

　視界も、光一つない無明からおぼろげながら輪りん郭かくを帯びてきて──

「ああよかった。何とか魔笛の浄じよう化かが間に合いました」

　しっとりと微ほほ笑えむ黒くろ髪かみの機き神しん。

　右みぎ肩かたから先が大破し、身にまとう着物には背中部分に巨きよ大だいな穴があき、その背中すら表面の人工皮が全て焼けただれ、鈍にび色いろの金属面を痛々しく露ろ出しゆつさせた彼女。

「っ紫し苑おん！」

「……大丈夫ですよ。機神の力は伊だ達てじゃありません。ちゃんと防ぼう御ぎよしました」

　うつぶせの自分に、膝だちで寄りそう彼女。

　噓うそだ。

　とっさに凪を庇った自分を、あの時、さらに紫苑が自分を庇って魔笛を背で受けた。

　ほぼ無防備だったはずだ。大丈夫なはずがない。その焼けただれた背中を見れば誰だれだってわかる。

「それより深刻だったのはあなたの魔笛の汚染でした。動けますか？」

「……な、なんとか」

　制御システム37パーセントまで修復。

　両りよう腕うでに力をこめ、腕立て伏ふせの要領で身体を起こす。紫苑と同じ両りよう膝ひざだちに。

「そう。よかった」

　満面の笑みで微笑む紫苑。

　自分が、あるいはイリスにすら真ま似ねできないかもしれない自然で柔にゆう和わな笑えみで──




　彼女は……笑顔のまま地に倒たおれた。




「紫苑ッッッッッッ!?」

「それだ……け、声を……出せるなら……平気で、すね」

　笑顔のまま仰あお向むけに倒れた彼女。

「さあ行って。彼を……助けてあげ、に」

「彼？」

「凪・一いち咲さき・ジール……彼に、は、きっ……と……助けがいる」

「──でも……でもわたくしには……」

　左ひだり膝ひざから下が動かない。

　制御システムだって、今の状態じゃどんなに回復しても半分以下だ。重機関銃ヘヴイマシンガンだってどこに吹ふき飛んでいったかわからない。

「ええ。だから──」

　紫苑が左腕をそっと持ちあげる。

　しゃらんと鈴すずの音を響ひびかせて、その指先が自分の頰ほおに優やさしくふれた。




「術式『真実彩さい色しよく』。世界に原色の可能性を」




　光が。

　紫苑の全身から輝かがやく薄うす紫むらさき色の光がふわりと舞まい上がり、自分の全身に降りそそぐ。

「っ!?」

「あなたに……お返しします。もともとコレはあなたのものだから」

「な、何を言っているのです！」

「機神の力。あの日、ミオ渓けい谷こくであなたから覆おおいかくしてしまった貴女の色彩を」

　紫苑。

　その名を示す薄紫色が彼女の双そう眸ぼうから抜けていく。元の黒へ。彼女がまだ一いつ介かいの軍用人型機械体アンドロイドであった時の瞳ひとみの色に。

　そして──

　彼女のゆれる黒こく瞳どうの奥に、ミカエルは「その光景」を確かに見た。
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　空くう洞どういっぱいにあふれる光の洪こう水ずい。

　電気もロウソクもない空間なのに、虚こ空くうから光の粒りゆう子しが次々と生まれては花火のように弾けて輝いてる。

　世界門をくぐった先にある神秘の場所──

　そこに彼女と、そして宙に浮ふ遊ゆうする禁断水晶アマリリスが向かい合っていた。

「……あなたが？」

「はい。私がミカエルの代わりに機神になる。彼女と私は、同じ開発者によって作られた試作機です。その資格はあるはずです」

　帝てい国こく共通の軍服を着た紫苑。

　直立不動で、その黒瞳をまっすぐに神性存在を見上げていた。

「…………」

「私にその資格はないと？」

「適性はある。私を知覚し、対話することができているのだから。私の力を受けいれる器うつわとして疑う余地はない」

「では──」

「あなたの動機には矛む盾じゆんがある。私の洗礼を受けたいと言いながら、その胸の奥には強い不安と反発が渦うず巻まいている」

「……流石さすが。そこまで見み透すかされているのであれば隠かくしようがありません」

　紫苑の微び苦く笑しよう。

　陰かげりと、自じ嘲ちようと、決意とを孕はらんだ混こん沌とんの表情で彼女は頷うなずいた。

「その通りです。私は、ミカエルを機神にさせたくない一心でこの場に立っています」

「続きを聞かせて」

「あなたから授さずかる力は強大です。強大であるからこそ、私たち人型機械体アンドロイドは機神となった瞬しゆん間かんにその後の未来が決まってしまうのをご存じですか」

「未来？」

「力つき、破は壊かいされるまで戦う運命です」

　感情を映さぬ虚きよ無むの瞳。

　漆しつ黒こくの瞳でもって紫苑は禁断水晶アマリリスを見つめていた。

「ミカエルが一介の軍用人型機械体アンドロイドであれば退役の選せん択たく肢しがある。だけど機神にソレはない。どれだけ傷つこうとも戦い続けなくてはならない。退役なんて許されない。全すべては、あなたから授かった力が強すぎるがために」

「…………」

「……失礼をしました。あなたを責める気はありません。ただ……私は……ミカエルに生きていてほしいのです」

　自分の胸むな元もとに手をあてて彼女は続けた。

「私とミカエルは共に百体以上、同サンプルが作成されたそうです。だけど生き残っているのは私と彼女だけ。もう……この世界に最後の家族のようなもの。それを失いたくはないのです」

「だからあなたが機神になると」

「そうです。それが目的の全てです。それでは資格に足りませんか」

「…………」

　地上の人型機械体アンドロイドを見下ろす緋ひ色いろの神性存在。

「似てる」

　そのまなざしがふっとやわらいだ。

「わたしとあなたは、似ている」

「禁断水晶あなたと？」

「……いいわ。彼女ミカエルに渡わたすはずだった力はあなたに預ける。とっておきの力。この世界のあらゆる可能性を呼び覚ます力をあなたに託たくす」

　真実彩色。

　真実を自らの色で塗ぬり隠すも、時が来て原色に塗り戻もどすも意志次し第だい。

「この力で彼女を守ってあげなさい。そして、願わくばあなた自身も」

「……感謝します」
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「残念。隠しきるつもりだったのに……最後の最後にバレちゃいましたね」

　笑顔のまま、瞳を閉じて彼女は笑った。

　機神の力を失った人型機械体アンドロイド。

「紫苑……あなたという人は…………だから、だからわたくしは、あなたが……大好きだったけど、大だい嫌きらいでもあったのです」

　力を失ったその左腕を握にぎりしめる。

　真実契けい約やく者──その力を授かった証あかしである薄紫色の双眸で、ミカエルは最愛の友人を見つめていた。

「なぜそこまで……あなたの方が……新型のあなたの方が……機神にはふさわしいって…………」

「もうその話はやめましょう」

　目をつむったまま、紫苑

「さあ行って。彼のもとへ。……私は、少…………し、疲つかれま……し、た」

「────」

「さ……あ……」

「約束」

　その腕うでを今一度力いっぱい握ってミカエルは頷いた。

「必ず戻ってきますわ。あなたを迎むかえに戻ってきます」




　　　　４




　亀き裂れつだらけの舗ほ装そう路。

　焼けただれた道。燃え上がる火事が生みだす灼しやく熱ねつの風をその身に受けながら。

　走った。

　自分に背を向けて去っていった銀ぎん髪ぱつの彼女を追いかけて。

「……ふざ……けんじゃ……ねえっ、よ」

　息が苦しい。

　酸欠による頭痛、目眩めまい。皮ひ膚ふを焦こがす火傷やけど。転んだ時にできた擦すり傷きずも。傷エだリらスけ・のエ世ル界マはその何一つにも反応しない。わかってる。こいつは敵意のないものには何一つ反応しやしない。勝手に俺を守って発動なんかしやしない。

　……ああ、わかってるよ。わかってるさ。

　……これは俺自身の問題だ。俺が自分の足で縮めなきゃいけない距きよ離りなんだ。

　彼女と自分の距離。

　もう点のように小さくなってしまった彼女。

　──身体からだと身体。

　──そして心の距離。

「何が……私が生き残ることができたら、だよ！　そんな台詞せりふ言ってる時点で諦あきらめてるって証しよう拠こじゃねえか！」

　あの時もそうだった。

　ミオ鉱山で、幽ゆう幻げん種しゆに襲おそわれた俺を庇かばって魔ま笛てきを浴びた時から。

　ただ一つ彼女が変えられなかった思考回路。

「俺を庇ってお前が死ぬのが理想じゃねえ。俺もお前も生き残るのが一番の理想なんじゃねえのかよ！　それが夢だと思ってんなら諦めてんじゃねえよ。現実にならない夢なんてねえ。……たとえ泡あわみたいに小さい夢だって、てめぇが希望を捨てないかぎりいくらでも現実に変えられる。変える努力をするべきなんだよ！」




〝私の『Ilisイリス』という名前は、古い言語で『希望』を意味するそうです。だから……好きです。素す敵てきな名前だと思います〟




　希望。

　お前ができずに誰だれができるっていうんだ。

「────」

　走った。

　無心で走ったなんて言わない。頭の中で彼女と過ごした回想が目まぐるしく過よぎっては消えていく。

　その回想を、過ぎた日の思い出で終わらせたくはなかった。

「……っ……く……っ！」

　痛む胸を押さえながら帝てい都と中央道をひたすらに駆かけぬけた。

　目まぐるしく移り変わる左右の景色。

　どれだけ走り続けたか。

　五分か十分か。あるいは一分に満たない時だったかもわからない。時間の感覚すら摩ま滅めつした世界のなかで──

　広がる地平線のその先に、銀髪の少女の背中がたしかに見えて。

「イリスッッ！」

　俺は。

　世界で俺だけが──

　彼女が、セラへと挑いどむ最後の瞬間を目もく撃げきした。
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　高度３００メートル空域。

　徐じよ々じよに、わずかずつではあるが地上へと迫せまりつつあるセラ。いまだ結界によって抑おさえられてはいるが、顕けん現げんしきれば全長10メートル近い。

　──ここで止める。

　──地上に降り立つその前に。

　疾しつ走そう。

　中央道沿いの家屋から商業ビルの屋上へ。その縁ふちを蹴けって飛びあがり、さらに巨きよ大だいな複合ビルへと飛び移る。

「……凪」

　真後ろから彼が走ってきているのは知っている。

　どんな想おもいで自分を追いかけてくれているのか、自分だって気づいていないわけがない。だけど止まるわけにはいかないのだ。

　彼が追いつく前に。

　自分とセラの攻こう防ぼうの余波が、万が一にでも彼に及およばないために。

　……ねえ、凪？

　……私だって最初から諦めているわけじゃないんですよ？

　もっとあなたと一いつ緒しよにいたい。

　それは事実だ。狂くるおしいほどに望む未来だ。

　でもその未来が、セラを残したままでは決して望めないものだとも知っている。

「セラを止めます」

　希望を守るのが私の役目。

　だから凪、あなたがその希望を繫つなげてください。

「対神破は壊かいシステム『その運命に牙剝く者アマデウス』起動、出力０・００２パーセントまで抑よく制せい────」

　沁しん力りよく制限。

　自分を守る光の結界を、周囲数センチという極小範はん囲いにまで押さえこむ。

　最後の跳ちよう躍やく。

　虚こ空くうに停てい滞たいするセラへ向けてイリスは跳とんだ。

『…………』

　漆しつ黒こくの少女が動く。結界をこじ開けようとする仕草を止め、地上から飛びあがる銀色の少女をじっと見下ろして。

『…………』

　障しよう壁へき。

　何の前まえ触ぶれもなく、その全身から立ちのぼる魔笛が何倍にも膨ふくれあがり、イリスとセラとを遮さえぎる大いなる壁かべとして立ちはだかった。




　光が弾はじける。




「っぐぅ!?」

　沁力と魔笛。

　自分とセラの互たがいの防ぼう御ぎよ障壁が触ふれた直後、白びやく夜や色の輝かがやきを発する火花にイリスは全身を打ちすえられた。

　──やっぱりだめ。

　──これだけ沁力を抑えても反発は避さけられない。

　沁力の強弱じゃなかった。

　セラの魔笛はあらゆる沁力に反応し、その接近を頑かたくなに拒きよ絶ぜつする。無でなければ。存在する沁力が完全なる零ゼロでなければセラにはたどり着けない。

「…………」

　両りよう腕うでを胸の前で交こう叉ささせる。

　胸に格納された機械水すい晶しよう。ヨミによって創造され、彼の手によって生まれ変わった新たな命。自分の存在を決定づけるコレだけは……守るために。

　両目をかたくつむる。

　──機き神しんシステムキャンセル。

　──対神破壊システム解除。

　──沁力の放出を完全閉へい鎖さ。

　──禁断水晶アマリリスとの連結解除。

　沁力の消失。

　ただの人型機械体アンドロイドに。

　ただの動く鉄となった少女が、大いなるセラの魔笛を突とつ破ぱした瞬しゆん間かんだった。

「……っ」

　まず最初に、まとう衣服が繊せん維いごとボロボロに崩くずれ落ちていく。

　次に両手足の人工皮が破損した。

　さらにその内側の金属をも真っ白く腐ふ蝕しよくし、負荷のかかった左ひだり肩かたと右みぎ膝ひざが神経ケーブルごと内部で切断。自じ慢まんの銀髪もなかばで千切れて風に攫さらわれる。

　──魔笛の侵しん食しよく。

　──沁力を絶った状態で魔笛の結界を飛んでいるのだから当然だ。

「あと……50メートルっ！」

　40。

　30。

　輝く蒼そう氷ひようの結界に囲まれたセラへ。

　残り20メートル。

　そして銀髪の少女は、再びその目を開けた。

「全システム再起動──────────」

　輝く銀色の沁力が光の粒りゆう子しとなって顕現し、その身体を侵食していた魔笛のことごとくを浄じよう化かする。

　が、白夜色の火花もまた再び自分を拒絶するために現れる。

　……一撃。

　……一撃でいいんです。これで。

「凪」

　銀色の輝く大おお鎌がまを振ふりあげて。

「いつかどこかで、また会えると信じてます。それまでどうかお元気で」

　少女は微ほほ笑えみ。

　そして、その鎌でもってセラを薙なぎはらった。







　Phase〝Nagi〟『いつか会う彼』







　白夜色の火花に灼やかれ、宙を舞まう銀ぎん髪ぱつの少女。




　すでに服はぼろぼろで。

　その身も魔ま笛てきに侵食されて、足なんか関節部から外れかけていて。

　でも、その表情だけは。

　目をつむった彼女の表情だけは、なぜだか微笑んでいるように見えて。

「──────────っ！」

　俺は、声にならない絶ぜつ叫きようを上げた。

　……こうなることはわかってた。

　……だけど止められなかった。

「イリスっっ！」

　虚空で消しよう滅めつしたセラ。

　ただ一人残った彼女の身体からだだけが空高く放ほうりだされ、そしてゆっくりと、徐々に加速しながら地上へと落下を開始した。

「イリス、目を覚ませ！」

　返事はない。

　声が届くような距きよ離りじゃないし、届いたとしても……その身体がもはやまともに起動することも、地上への落下の衝しよう撃げきに耐たえうることもできないことは明らかだった。

「────っざっけんじゃねえぞ！」

　血が噴ふきだすほどに唇くちびるを嚙かみしめ、俺は駆けた。

　早く。

　早く、早く。

　イリスの身体が地上へと叩たたきつけられるその前に。

　──間に合えっ！

　だが遠い。

　俺と彼女の距離は、疲ひ労ろうしきった俺の足ではあまりに遠すぎた。どんなに見つめても彼女との距離は変わらなくて、どんなに願っても彼女の落下は加速する一方で。

「イリ────」

「まったく、何をもたもたしてるんですの」

　声は自分の真後ろから。

「ミカエルっ!?」

「だから普ふ段だんからもっと身体を鍛きたえろと言っていたのです。そんな亀かめさんみたいな足では間に合わないですわよ」

　真しん紅くの髪かみをなびかせて並走する彼女。

　左ひだり膝ひざは変わらず負傷しているはずなのに、ほぼ片足での跳躍だけで俺に等しい機動力？　そんなバカな。そんなのいくら人型機械体アンドロイドだからって速すぎる。

「お、おいお前!?」

「跳びなさい」

「え？」

「いいから跳びなさいと言ってるのです。急がないと間に合いませんわよ！」

　その叱しつ咤たに背を押されて跳躍。

　だけど俺がその場でジャンプしたところで何にも──




「術式『真実彩さい色しよく』。世界に褐かつ色しよくの可能性を！」




　大地が隆りゆう起きした。

　舗ほ装そうされたアスファルトを割り砕くだき、大いなるうねりを伴ともなって押し寄せてくる。

「っ!?」

　これは紫し苑おんの機神術。なんでミカエルが？

「ミカエル」

「説明してる暇ひまはありません。……後は任せましたわよ」

　ミカエルが空高くを指さす。

　と同時、押し寄せる土の津つ波なみによって俺は凄すさまじい速度で押し流されていった。

　いや、押し進められていった。

　──イリスの下もとへ。

　大地の隆起がさらに高く。

　またたく間に階段状にせり上がり、落下する彼女へと一直線に向かう上り坂に姿を変えていく。

「行きなさい！」

　ミカエルの怒ど号ごう。

　それより先に、俺は大地の階段を駆かけ上っていった。

　高く、高く。

　落下してくる彼女だけを見上げて走る。初めは指先くらいの大きさだった彼女の姿が、地上に近づくにつれ鮮せん明めいになってくる。

　目を閉じたまま微び動どうだにしない人型機械体アンドロイド。

　──届け！

　伸のばした指先。

　全身を投げだすかたちで飛びこみ、空中で彼女を抱だきかかえた。そのまま再び大地の階段に着地しようとした直前。目の前をさっと暗い影かげが過よぎっていった。

「幽ゆう幻げん種しゆ!?　そんなっ！」

　目を見開く俺。たった一体とはいえ完全に意識の外だった。セラが消えた後にもまだ残ってる奴やつがいたっていうのか。

　空中でイリスを抱かかえ動けない。

　そんな俺へと一直線に急降下してくる濃こ紫むらさき色の獣けもの。獅し子しのシルエットをしたそいつが口を開け、そこから覗のぞく巨きよ大だいな牙きばが──

　銃じゆう声せいと共に、音を立てて砕けちった。

　続けざまに響ひびきわたる銃声。正確無比な軌き道どうを描えがいて撃うちだされた銃じゆう弾だんが、迫せまる獣の牙、両りよう脚あしの爪つめ、翼つばさ、そして中心部の核かく晶しようを粉ふん砕さいした。

「なぎせんぱい！」

「シィか!?」

　イリスを抱えて着地。

　俺が駆け上がった大地の階段を、小こ柄がらな金きん髪ぱつの少女が駆け上がってきていた。そのすぐ後ろにいいんちょ。さらに続くかたちでミカエルだ。

　今の射しや撃げきはシィか。

　助けられた。

　さっきの幽幻種だけは不意を突つかれたうえ俺も動きようがなかった。

「ありがとなシィ、それにミカエ────」




　ピシリッ




　それは本当に小さなひび割れの音。

　硬かたいものに亀き裂れつが入ったかのような。その亀裂がやがては巨大なものとなり、最後には破は壊かいへといたる。そう思わせる予兆の音。

　……嫌いやな。

　……ものすごく嫌な予感がした。

　そんな衝しよう動どうに駆られるままふり返った先。隆起した大地の階段が途と切ぎれた、そのすぐ目の前に「彼女」はいた。

　ピシッ、ピシリッ……

　夜明けの空を映す空間そのものが砕けていく。

　閉じきった結界が再び蒼そう光こうとして顕けん現げんし、わずか数メートル程度の光の円えん環かんとして空中に生まれていた。

　そう、全すべては──

『…………』

　セラ。

　イリスによって結界の奥へ押しこまれて消滅したはずの漆しつ黒こくの少女。それが、結界の端はしに引っかかるようにして、かろうじて世界に姿を留とどめていた。

　……あの一撃でも足りなかったのか。

　……あとちょっと……本当にどんな些さ細さいな衝撃で足りるはずなのに。

　だからさっきの幽幻種がいたんだ。

　こいつがまだ結界の端はしっこにギリギリ踏ふみとどまってるから、結界が閉まりきらずに新しく出てきやがった。

「！　凪なぎ、後ろですわ！」

　セラの気配を感じとったミカエルが表情を引きつらせる。

『…………』

　漆黒の少女は微動だにしない。

　全身の99パーセントは結界内だ。残り１パーセントの顕現で、発揮できる力の全てでもって結界をこじあけようとしてるのだろう。

　今ならどんな一撃でも入れられる。

　機き神しんでなくたって。人型機械体アンドロイドでなくたって。そう、たとえば俺のような人間でも。

「イリス……」

　眠ねむったように目をつむったままの彼女。

　その頭を撫なでてやる。

「悪わりぃな。こういうの、ホントは主役がヒロインを助けにいくもんなんだろうけど。ちっとばかし今回は逆になっちまいそうだ」

　抱きかかえたイリスをそっと足下に。

「ミカエル、イリスのこと任せたわ。同じ人型機械体アンドロイド同士、仲良くしてやってくれ」

「っ!?　な、凪！　それはどう──」

「ぶん殴なぐりたい奴がいる」

　ありとあらゆる元げん凶きよう。

　……そうとも。

　……家メ政イ婦ドのやり残した仕事を完結させるのがご主人様の仕事だろ？

　だから、俺は階段を駆け上がった。

　上空へと続く階段の終しゆう焉えん。だが止まらない。そのさらに先へ。

　出血と疲労とで痙けい攣れんしかけた足で。

　目指すべき場所へ。

　イリスがまさにその全てを投げうって繫つないだ「希望」の場所へ。

「…………」

　無言で歯を食いしばる。

　大きく息を吸い、大地を踏みしめるつま先に力をこめて。

　俺は、セラ目がけて宙に跳とんだ。

「──よぉ」

　光り輝かがやく結界の外と内。

　セラ。

　漆黒の少女の目があった。さっきは俺に微ほほ笑えみかけているかのような錯さつ覚かくを抱いだいた。それが今は哀かなしみに沈しずんでいるような嘆なげきの表情だ。

『…………』

「悪ぃ。俺はただの軍学校アカデミーの一生徒だからよ、てめぇが幽幻種のボスで一番強そうな奴ってことくらいしかわからねぇ」

『……………………』

「そんな一生懸けん命めい見つめられてもな。心が読めるわけじゃねえんだ。どうしようもねえんだよ。ただな──」

　究極結界。

　輝く蒼あおい輝きの輪に、伸ばした腕うでの指先が触ふれる。

　──その拳こぶしを、俺は力いっぱい握にぎりしめた。

　強く。

　強く、強く。

「てめぇのせいでうちの家メ政イ婦ドがとんだ大ケガだ。見ろよ、あんなボロボロで。あんなになったらヨミ先せん輩ぱいだって完かん璧ぺきには修復できるかわからねえ。それだけはどうやっても覆くつがえせない事実だ」

『…………』

　──拳を振ふりあげる。

　目を背そむけるわけにはいかない事実。

　これだけは俺の手で決着をつけなきゃいけないことなんだ。俺の自じ慢まんの家政婦ロボが守った最後の希望。これだけは俺が────

「だから、終わりにしようぜ」

　握った拳を振り下ろした。

　微動だにしない漆黒の少女。結界にしがみついているその腕を全力で打ちすえた。

　俺とセラの戦い。

　この十二時間の戦いの全てに終しゆう止し符ふを。

『ッッッ！』

　セラが結界の奥へと吹ふき飛んでいく。

　一方で、俺の方も殴った勢いは止まらない。空中で動きを制せい御ぎよするなんてことできるわけもなく。

「……ま、こうなるよな当然」

　俺は、セラもろとも結界の内側へ。

　幽幻種の住まう穢歌の庭エデンへと堕おちていった。
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「凪ッッッ────────」

　帝てい都と・記念公園。

　その中心部に設置された氷の祭さい壇だんで、エルマリア神教界の聖女は悲鳴にも似た絶ぜつ叫きようをあげた。

「う、噓うそでしょ……なんてことを。自分から結界に飛びこむなんて……」

　止める間さえなかった。

　セラをイリスが結界に吹き飛ばした。自分ですら安あん堵どの息をこぼした刹せつ那なの出来事だ。結界がひび割れ、セラが再び浮ふ上じようしようとしている。

　まさに自分がそう感知した数秒後の出来事だ。

　──早かった。

　──いや、迷いがなかったという言葉の方が正しいのだろう。

「世界を、ううんイリスを……守るため？」

　それしかないと彼は決断した。

　そして事実、間ま違ちがいではなかったはずだ。あの場で誰だれよりセラに近い場所にいて、セラが身動きできぬ間に結界の奥へ押し戻もどすことができた唯ゆい一いつの人物だった。

「だけど……究極結界はもう止められないのよ」

　結界の内部、つまり穢歌の庭エデンへの転落。

　セラもろとも堕ちていく彼を救出する術すべなんてない。あまりに強力すぎる結界だ。どこか一部を弱めて彼だけが抜ぬけだせるなんて都合のいいものじゃない。

　そして、結界はすでに閉じてしまった。

　彼が閉じたのだ。

　自らの拳で。

　セラと穢歌の庭とを封ふう印いんした。

「そんなの……そんな結末…………」

　穢歌の庭に堕ちた人間にどんな運命が待っているか。

　彼だって容易に想像がつくはずなんだ。

　なにしろあの幽ゆう幻げん種しゆたちが棲すまう世界。おぞましいまでの魔ま笛てきに満ちた黒の世界であることは容易に察しがつく。

　……穢歌の庭の魔笛は究極結界が浄じよう化かできるとしても。

　……あの結界の凍とう結けつ効果は幽幻種だけじゃないのよ。

　時をも凍こおらせる神性なる氷ひよう結けつ晶しようだ。

　幽幻種であれば一いつ瞬しゆん。人間であっても長く居続ければ凍結効果は免まぬかれない。あの内部で、彼もやがては結界の力によって永きの眠りに陥おちいってしまうことだろう。

　半永久的な眠り。

　結界の内部で、彼は昏こん々こんと眠り続けることになるだろう。あの途と方ほうもなく広大な穢歌の庭の浄化が終わるまで。

　……

　…………そんなの。

「そんな結末、誰が認めろっていうのよ！」

　凍いてついた氷の祭壇で──

　紗しや砂さは、肩かたを震ふるわせて己おのれの唇くちびるを嚙かみしめた。

「私は聖女なのよ……。私が……私が世界を救うはずだったのに……それが一人でできなかったばかりに……」

　世界を救ったのは自分じゃない。

　あの二人だ。

　不完全家メ政イ婦ドなポンコツ人型機械体アンドロイドの少女と、そしてその主あるじである少年。あの二人がいなかったらセラを封印することはできなかった。

　世界は二人によって助けられたのだ。

　しかしその代だい償しようは？

　イリスはセラの魔笛を浴びて全身の組織がなかば崩くずれかけている。

　凪も、穢歌の庭に堕ちて還かえってこない。

「そんなの私は認めない！　あなたたちだけが犠ぎ牲せいになって摑つかむ未来なんて……そんなの絶対に嫌いや。あなたたちが戻って来ないと私が喜べないじゃないっ！」

　約束したじゃないか。

　凪、あなただけは無事でいてくれと。

「……約束、したじゃない」

　だから──

　紗砂・エンデンス・凜りん・ケールは心の底から声を上げた。

「このクソ甲か斐い性しよう無し駄だ犬けん、アンタのせいで私がこんなに悩なやんでるのに！……私をこんな気持ちにさせた責任取りなさい！　このド底辺単たん細さい胞ぼう！　私は、アンタなんか絶対に認めないんだからっ！」

　声を震わせて。

　瞳ひとみの端はしに小さなしずくを浮うかべながら叫さけんだ。




　その絶叫に、思いつくかぎりの悪意をこめて。
















　　　穢歌の庭エデン










　夜と氷の世界。




　氷ひよう晶しようまじりの風が、どこからともなく吹いてくる。

　その地上では蒼あおく発光する神秘的な氷ひよう壁へきがどこまでも高くそびえ立ち、見み渡わたすかぎり、漆しつ黒こくの世界の果てまで続いていた。

　凍こおれる大地。

　黒い絵の具で塗ぬりつぶしたような地面もまた、触ふれれば氷と同じように冷たく凍てつく凍とう土どであることがわかる。

　そんな世界で。

「……う、っく？」

　俺は、地面にうつぶせの体勢から立ち上がった。

　目眩めまいの残る頭をふって意識を覚かく醒せいさせる。ゆっくり息を吸って深呼吸するうちに、霞かすんでいた視界も次し第だいに明めい瞭りようになっていく。

「…………」

　辺りをぐるっと見回して吐と息いきをこぼす。

「真っ暗、なんだな……」

　星明かり一つない完全なる黒の天上。

　そびえ立つ氷ひよう柱ちゆうが蒼く輝かがやいているからまだ視界も確保できているが、そうでなければ一メートル先も見通せない闇やみ夜よだっただろう。

「──────っ、うおっ!?」

　真後ろの氷柱に何となく目を近づけた俺だけど、その氷の内側にあるものを見て思わず後ずさりしていた。

　幽幻種。

　一体や二体じゃない。氷の奥にまで埋うまってるとしたら相当な数。それが蒼く輝く氷の内側に封印されて完全に凍結していた。

「な、なんだよ。心臓に悪すぎだろこれは」

　チビ聖女が言ったとおりだ。

　究極結界は穢歌の庭エデンを凍らせて封印する。この氷のなかで魔笛の浄化が行われ、いつの日か清せい浄じような大地を取りもどすことができるのだと。

「じゃあ、やっぱりここが穢歌の庭なのか……」

　幽幻種たちの世界。

　セラと一いつ緒しよに結界を通過した時点で覚かく悟ごはしていたけど、いざこうして現実に直面するとかなり堪こたえるな。

　……出口を探して……なんて無理か。

　……そんなんあったら幽幻種がいくらでも抜けだしちまう。

「イリスも、みんなも無事だといいんだけどな」

　とにかく一番損傷が激しいのがイリスだ。

　俺が見たかぎり内部機関まで魔笛に侵しん食しよくされていた。あそこまで身体からだの内側が腐ふ蝕しよくして破は壊かいされてると、いくら不完全神性機関だってはたして再起できるかどうか。

　……ヨミ先せん輩ぱい頼だのみだな。

　……せめて機械水すい晶しようだけでも無事であってくれよ。

「ツァリもチビ聖女も生きてる。シィといいんちょはこっちでスヤスヤ寝ねてるから問題ないし、あとは宝ほう条じよう軍学校アカデミーの方だよな。あっちの状じよう況きようを確かめてる余よ裕ゆうなんてなかったし。ユメルダ先生が指揮官なら無事とは思うけど…………って、ん？」

　いま俺なんか変なこと口走らなかったか？

　シィといいんちょが……

「っておい!?　ちょっと待て、どうして二人がここにいるんだよ！」

　10メートルほど向こう。

　大きな氷柱の陰かげになってるから見えにくかったけど、確かにシィといいんちょだ。二人並んで仰あお向むけに倒たおれている。

「シィ、いいんちょ、おい！」

　返事はない。

　一いつ瞬しゆんぞっとする不安が頭を過よぎったけど、二人の胸が上下動してるのにほっと胸をなで下ろした。よかった。二人とも命に関かかわる問題じゃなさそうだ。

「だけどおい、なんで」

　ずきっ、と頭の後ろ側で鈍にぶい痛み。

　……そうじゃねえ。

　……そうだ、あの時俺がセラを殴なぐった時だ。

　すぐ真後ろに二人もいた。それで俺が結界を通って意識が暗転する直前に、二人が俺を追って結界の内部に飛びこんできたような。

「バカやろう、無茶しやがって」

　シィの目にかかった金きん髪ぱつをそっと払はらってやる。

　心なしかその表情は穏おだやかで。
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「……うーん。せんぱい、そこは……そこはダメですぅ。まだあたしたち学生で……あ、ああ……そ、そんな……は、恥はずかしいですぅ」

「い、イリスさん……お、おぉ……俺のために猫ねこ耳みみ水着首輪つきコスプレだなんて」

「てめーらどんな夢見てんだよ」

　思わず溜ため息いきをつく俺。ああくそ、心配したのがバカみてぇじゃねえか。なんか妙みように二人とも幸せそうな表情で眠ねむりこけてるし。

　……だけど妙だな。

　……こんなに声かけても全然起きる気配がないってのが気になる。

「おい、いいんちょもシィも起きろって。ここだってホントに安全なのかわからないんだぞ。とにかく起きて周りの様子見に行くぞ…………おい……」

　どういうことだ。

　どんなに呼びかけても肩かたを叩たたいてみても起きる気配がない。失神ならまだしも、眠りから覚めない症しよう状じようってのは軍学校アカデミーでも聞いたことがないのに。

「おい、おいってば！」




「無む駄だだ」




　声は頭上から。

「エルマリア神教界の聖女から聞かされなかったのか。この結界は、その閉とざした空間そのものを凍とう結けつさせ眠りへと誘いざなう。人間であっても例外ではない」

「──お前」

　そびえ立つ氷ひよう壁へきの上。

　黒コートを羽織った機き神しんがそこにいた。

「…………」

「俺がここにいるのが意外。そんな表情だな」

　氷壁から飛び降りる機神。

　……ああ、そうだよな。

　……セラで終わりじゃなかったな。

　むしろ俺にとっては幽ゆう幻げん種しゆなんかよりよっぽど「最後」にふさわしい相手だ。

　剣けん帝ていヘケト・マグナ。

　ヨミ先せん輩ぱいによって造られた最初の機神。立場上はイリスの兄にあたると言ってもいいかもしれない。

　一度目は古代競技場。

　二度目は帝てい都とウェルエルベルンの統とう括かつ工こう廠しようで。

　もうこれで三度目。

「なにを笑っている？」

「……いや。なんつぅか、腐くされ縁えんてのはあるんだなと思ったよ」

　決着つけなきゃいけない相手。

　白黒ハッキリさせるべき相手がここにいる。

「で、どうしたよ。そういや眠らざる者ゴーストの実験で魔ま笛てきも宿してたんだよな。幽幻種もろとも結界に閉じこめられたクチか？」

「であるのなら、俺も後ろのそいつらと同じことになっていただだろうな」

「…………」

　ちらりと背後を盗ぬすみ見る。氷壁に封ふう印いんされた幽幻種たち。確かにそうだ。魔笛を宿しておきながらコイツは平然としてる。

「この結界はエルマリア神教界の聖女だけの術式ではない。禁断水晶アマリリスの力が不可欠だ。ところが俺も、幸か不幸か禁断水晶アマリリスの力を宿している」

「出所が同じ力だからか？　ズリぃぞおい。それで結界の中でも余よ裕ゆう綽しやく々しやくってわけか」

「それを言うなら貴様もだ」

　すっ、と剣帝の指が俺の横を指さした。

　足あし下もとで寝ねてるシィといいんちょ。

「そこに転がる人間たちは結界の効果で眠りについている。それがどうだ。貴様だけは今も平然と結界のなかで活動しているではないか」

「……理由がわかるのか？」

「むしろお前が気づかないことに呆あきれるな」

　言葉どおりの呆れ口調で告げる黒コートの機神。

「お前にあって他ほかの人間にない特とく殊しゆな力。紫し苑おんの機神術すら無効化したというデータがある以上、この結界の力から逃のがれても不思議ではない」

「いや、だけどそれは──」

　もちろんそこまでは俺もわかってる。

　だけど傷エだリらスけ・のエ世ル界マの発動には、それを無効にするための悪意が必要で……




〝このクソ甲か斐い性しよう無し駄だ犬けん！〟




　……そういえば。

　……ここで目が覚める時、聞き覚えのある声が聞こえたような。

「────」

「察したか」

「ああ。イマイチ納なつ得とくいかねぇ方法でだけどな」

　いろんな意味で目が覚めた。

　どうやら俺には、まだやらなきゃいけないことが残ってるってことも。

「肝かん心じんの話に移ろうぜ。てめぇがここにいる理由だ。幽幻種と違ちがうってことは結界に閉じこめられたわけじゃないんだろ。……まさか自分で飛びこんだのか」

「そのまさかだとすれば？」

「話が見えねえよ。こんな辺へん鄙ぴな場所で一人何をするってわけでもねえんだろ」

「一人？　それは違うな」

　その言葉を待っていた。

　そう言いたげに剣帝が右手を突つきだした。細身の黒刀を握にぎった腕うでをだ。

「お前がいる」

「俺？」

「ここならば何者の邪じや魔まもなく、俺にとってこれ以上望む場所もない」

　幽幻種の侵しん攻こうで中断していた三度目。

「続きって言いたいのか」

「貴様が怖おじ気けづいていないのならな」

　そう告げる機神の言葉に力がこもる。気のせいだろうか、その言葉には今までになく強い感情がこめられている気がした。

「人に対する反逆も幽幻種もどうでもいい。ただただ純じゆん粋すいな、お前との決着をつけたい。誰だれにも邪魔されず、森しん羅ら万ばん象しよう一いつ切さいの事由にも囚とらわれず、名めい誉よも誇ほこりも怒いかりも哀かなしみも勝利も敗北もない決着をだ」

「は？　そりゃお前、単に友人がいないから寂さびしくて構ってほしいだけだろうが」

　冗じよう談だんのつもりだった。

　挑ちよう発はつにもならないであろう軽い相づち程度のつもり。だけど。

「…………」

　剣帝が押し黙だまる。無言で口を閉じてどこか遠くを見つめる仕草。お、おいおい。そんなさらっと受け流されると思ったのに。まさかお前本当に──

　次の瞬しゆん間かん。

「あるいはそうなのかもしれないな」

　黒コートの機神は、真顔でそう頷うなずいていた。

「お前だけだ。俺にそんな茶化した言こと葉ば遣づかいで接するのは。お前自身が触ふれた腐れ縁という言葉。それもあながち噓うそではないだろう」

「……俺にとっちゃいい迷めい惑わくだけどな」

　だけどようやく納得いった。

　やっぱりこの機神はイリスの前身だ。イリスが主オ人レにつき従うのとは別のかたちで、こいつも本心で孤こ独どくを嫌きらってた。それを鉄の意志で押し隠かくしてただけなんだ。

　──だから傷エだリらスけ・のエ世ル界マも発動しなかった。

　ヨミ先輩を傷つけた時のように。

　俺に対してもそう。こいつの剣には最初から敵意なんか込こめられてなかった。ただ自分自身への呵か責しやくと孤独を薙なぎはらうために振ふるっていた。

「まあいいさ。付き合ってやる。どうせしばらくは結界から出られない身だ」

「それでこそだ」

　わずかに唇くちびるを笑えみのかたちにつりあげる。

　と思った直後、剣帝は右の剣を真横に薙いでいた。

「邪魔をするな獣けもの。俺はこの人間と話している」

『────ッ！』

　真っ二つに切断された幽幻種。

　剣帝の背後に迫せまっていた個体三体が、悲鳴を上げる間もなく核かく晶しようを切断されて消しよう滅めつしていく。

「幽幻種!?　なんでまだ残ってんだよ！」

「ここに来る前にも数体出くわした。セラと言ったか。あの存在が結界の閉へい鎖さを中断したのが原因だろうな。一いつ瞬しゆんで閉鎖できなかったがため、結界の中にも局所的に弱い部分が生まれた。そこに逃にげた残党だろう」

「……気を休める暇ひまもねえな」

　後ろには眠ったままのシィといいんちょ。

　幽幻種がどれだけ残ってるかわからないけど、無防備な二人がいる以上ここもやっぱり安全じゃなかったってわけだ。

「どれだけ残ってるかわかるのか？」

「さあな。この短期間にこれだけ涌わいている。穢歌の庭エデン全体でどれほどになるかは……」

　言いかけた剣帝が言葉半ばで口を閉じる。

　刃やいばのごとく鋭えい利りなまなざしで機神が見つめる方向。輝かがやく氷ひよう柱ちゆうの光に照らされて、濃こ紫むらさき色の影かげが無数に蠢うごめくのがちらりと見えた。

　……おい、冗談じゃねえぞ。

　……結界で閉じたからってその内側はまだまだ相当な数が残ってる。

「こいつらがいると穢歌の庭エデンの浄じよう化かも」

「遅おくれるだろうな。そしてそのぶん結界の維い持じは長引くわけだ。俺やお前が結界から脱だつ出しゆつできるのも結界が消滅した後だ」

　逆に言えば、ここでこいつらさえ倒たおせば浄化は早まる。

　俺たちの脱出も早まるわけだ。

「しかし目め障ざわりな獣どもだ。……そこで待っていろ。先にアレを片付ける」

「おい待てって」

　俺に背を向ける機神を押しとどめる。

　横顔だけを向ける相手に。

「俺とお前の決着が残ってるだろ」

「それはこいつらを──」

「だから話を聞け。今ここでお前が目の前の幽幻種を倒して終わりか？　終わりじゃねえだろ。結界全体でどれだけの個体が残ってるかもわかんねえし、そいつらを残してたら結界の浄化も遅おそくなる」

「……何がいいたい？」

　突きさすような視線の剣けん帝てい。

　対して、俺が視線で指ししめすのはその奥にいる獣たち。

「勝負は勝負だ。でも決着の方法にこだわる必要もねえだろ。──なら話は簡単だ。俺とお前、片かたっ端ぱしから結界内ここに残ってる幽ゆう幻げん種しゆを倒していく。一いつ匹ぴきでも多く倒せた方が勝ち。それが最後の勝負ってことでどうよ」

「時間は？」

「無制限。つか結界の浄化が終わるまでだ。ま、その前に負けを認めるのは自由だぜ」

　沈ちん黙もくする剣帝。

　だがその静せい寂じやくもそこそこに、黒コートの機き神しんは首を横にふってみせた。

「浅はかだな。最初から勝者の見えた決着に何の意味がある。幽幻種の殲せん滅めつ戦で人間が機神と争うなど無む謀ぼうにも程ほどがあるというものだ」

「そうか？　似たような台詞せりふを俺との二度目の戦いでも吐はいてたけどな」

「…………」

　その沈黙は、先のよりもわずかに長く。

「物好きな奴やつだ」

　黒コートの機神がこれ見よがしに溜ため息いきをついた。

「いいだろう、その勝負受けてやる。もっとも開始数時間で貴様が音を上げるのは目に見えているが」

「それはてめぇの方だろ。むしろ俺がハンデをやってもいいんだぜ？」

「抜ぬかせ。格の違いを教えてやる」

「それ俺が前に言った台詞じゃねえか。誰の許可とって使ってんだよヘボ帝てい」

　双剣を構える剣帝。

　その横に、俺は銃剣ガンウエポンを携たずさえて並び立った。




　……なあイリス、この声は届かないかもしれないけどよ。

　……俺は、必ずお前のところに戻もどるから。




　生きて、そしてどこまでだって戦い抜いてやる。お前の修復が終わるまで。たとえ結界の浄化に何年かかったって構わない。

　お前が一人前の家メ政イ婦ドになって、俺を迎むかえに来るまで待ってるから。

「……さ、始めるか」

　銃剣ガンウエポンの安全装置を解除。

　その先せん端たんには、イリスに頼たのんだ銀色の刀身がいまも輝いている。

「行くぞヘボ帝、さっさとついてきやがれ！　へばんじゃねえぞ！」

「誰にものを言っている」

　そして、俺と剣帝は同時に凍とう土どを蹴けって走りだした。

　対するは眼前の幽幻種。

　結界の封ふう印いんを逃のがれ、その浄化を妨ぼう害がいする濃紫色の獣たち。

「上等だ、片っ端からかかってこいよ」

　──必ず戻るさ。

　だから諦あきらめるんじゃねえぞ。

　お前のご主人様は、ちゃんとお前を待っててやるさ。だからお前も、一人前の家メ政イ婦ドになって、しっかりご主人様を迎えにきやがれ。







　True Phase〝Ilis〟『１５４cmの花はな嫁よめ機関』







　そして──

　どれだけの時間が流れただろう。




　少年は、戦い続けた。




　途と方ほうもない時間、それこそ帝てい都とでの十二時間をはるかに超こえる幽幻種と戦い続けた。

　時に疲ひ労ろうして身を隠し、時に銃剣ガンウエポンが破損して逃げだした。

　それでも心は挫くじけなかった。

　肌はだを突つきさす凍いてついた世界で、時間の感覚も摩ま滅めつするほどの時に晒さらされて、数えきれない幽幻種と戦い続ける。

　ただそれだけが、「彼女」と再び会えるたった唯ゆい一いつの方法と知っていたから。

　戦って、戦いぬいて。

　必ず浄化は終わる。

　必ずこの結界が消滅する日が訪おとずれる。

　けれどそう信じるのとは別の次元で、あまりに永きにわたる闘とう争そうによって少年は次し第だいに消しよう耗もうしていった。

　消耗が疲ひ弊へいとなり、疲弊が苦痛をもたらし、苦痛が全身を蝕むしばんでいく。

　苦痛に彼が片かた膝ひざをつきかけて。

　その瞬間──




　真っ暗な世界に、光が射さした。




　星明かり一つない黒の天上が、彼が見上げる目の前で澄すみきった空色へと変わっていく。どこまでも深い蒼そう穹きゆう。

　ただ蒼あおいだけでなく、そこには天上を舞まう風に流れる白雲が浮うかんでいた。

「…………」

　我に返った少年がふと周りを見わたす。

　蒼く輝く氷ひよう壁へきが、小さな小さな光の結けつ晶しようとなって割れ砕くだける瞬しゆん間かんだった。

　凍土が大地に。

　凍てついた風は穏おだやかな春風に。

　……まさか。

　乾かわききった唇くちびるで呟つぶやこうとしても言葉が出ない。途方もない永きにわたって「その瞬間」を待ち望んできた。だからこそ、すぐにそうとは信じられなかった。

　けれど。

　まだ呆ぼう然ぜんと立ちつくす少年の前に、誰だれかが歩いてくる。

　少女だった。

　穏やかな薫くん風ぷうにさらさらと銀ぎん髪ぱつをなびかせて、真新しい家メ政イ婦ド服を着こなして、ゆっくり、ゆっくりと少年の方へと歩いてくる。

「…………」

　少年もまた、少女の方へと歩きだす。

　互たがいに導かれるように。

　互いに引かれあうように。

　その時が来ることを、ずっと前から知っていたように。

　そして──




「お待たせしました、ご主人さま」

「……おせーよ」




　握にぎっていた銃剣ガンウエポンが手から滑すべり落ちる。

　たった一言そう答え、少年は意識を失ってゆっくりと仰あお向むけに倒れていった。

　──それを抱だきとめる少女。

　戦いきった少年を優やさしく受けとめて、両りよう腕うでを背中に回して力いっぱい抱きしめる。

「もう、二度と離はなしません。今度こそずっと一いつ緒しよです」

「…………」

　穏やかな寝ね息いきを立てて眠ねむる少年。

　その寝顔をそっと見下ろして、どこか懐なつかしむように少女は微わ笑らった。
















　お帰りなさい凪なぎ。

　さあ、約束の時間ですよ？




　今度こそ、私を本当のお嫁よめさんにしてくださいね？







[image: ]







　あとがき







　お久しぶりです、細さざ音ねです。

　６月刊行だった『イリス４巻』から、いよいよこれが第５巻、最終巻です。

　最初の一巻からここまで二年半。

　ここまでお付き合いくださった全すべての方に感謝申し上げます。

『不完全神性機関イリス』、いかがだったでしょうか。幸いにして当初想定していたエピソードや場面はほぼ全て盛りこむことができて、さらには漫まん画が化かという嬉うれしい予想外まで起きて、ふり返ってみればとても幸せな作品だったのだと感じています。

　遡さかのぼること、もう十年くらい前。

　当時は全く別の世界観で、しかもなぜか漫画原作のシナリオとして考えていた一つのお話がありました。そこに出てくる銀ぎん髪ぱつの機械少女の名前がイリスで、やはり彼女と偶ぐう然ぜんに出会った主人公が世界を旅して回るという話です。

　そんな古い古い経けい緯いを経へて──

　カスカベアキラ先生の力によって最高に美び麗れいな色しき彩さいと共にイラスト化され、滝たき太た郎ろう先生の力のおかげで最高に可愛かわいらしくコミカライズされ、そして実に三人もの富士見書房編集各位に支えられ、ずっと温めていたストーリーがこんなにも幸せな作品として世に生まれることができました。本当に、ありがとうございます。




　……さて。

　せっかくですので、最後に少しだけ『イリス』本編と派生シリーズについて。

　前々から多少お伝えはしていましたが、ファンタジア文庫において、『イリス』と同時展開して細音が執しつ筆ぴつしていました『氷結鏡界のエデン』という別シリーズがあります。

　氷結鏡界＝『イリス作中の究極結界』、エデン＝『イリス作中の穢歌の庭エデン』

　タイトルのとおり、どちらがどちらのスピンオフというわけではないけれど、二つは同一世界観での物語になっています。

　もし『イリス』シリーズを読んでくださって、そして少しでも興味をもって頂けたのなら、こちらの『エデン』も、ぜひ試しに一読してもらえれば幸いです。こちらの物語でも、きっと意外な人物が意外なところで活かつ躍やくしていることだと思います。

　何より、その中には本作の主人公とヒロインも──？




　最後に、これから先のことを少しだけ。

　２０１３年12月、『氷結鏡界のエデン12　─浮遊大陸オービエ・クレア─』

　２０１４年３月、エデン13（最終巻）。

　今はひとまず、この二冊の情報までお伝えさせてください。その後のことは、また『エデン』のあとがきだったり細音のブログ等で順次お知らせする予定です。




　……そして。

　このあとがきで、『イリス』における自分の役目は本当に最後です。

　あっという間でした。「思い起こせば」なんて言葉も要いらないくらい一いつ瞬しゆんの、だけど夢のような時間の中で『イリス』を書き続けられた幸運と、そして何より、ここまで数えきれないくらい沢たく山さんの方に本書を応おう援えんしてもらった幸福に感謝を──

　本当に、ありがとうございました。

　願わくば『エデン』シリーズで、そしてその先の新シリーズでお会いできますように。




　２０１３年９月　日の出が待ち遠しい夜ふけに


細音　啓けい
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